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　金井東裏遺跡は、国道 353 号金井パイバス（上信自
動車道）建設に伴い、平成 24 年 9 月から発掘調査を
開始した。遺跡は吾妻川右岸に立地し、標高は 230m
である。遺跡から約 8 km 南西の位置には榛名山ニツ
岳（1,343m）がある。
　下段写真の土層断面の白い壁の部分が 6 世紀中ごろ
の様名山の噴火で積もった軽石（Hr-FP）である。 中央
の溝が、「甲を着た古墳人」が発見された 31 号溝で、
幅が約 2m、深さは約 1m の規模で、西方向へ蛇行し
ながら調査区を横切っている。この溝は、6 世紀初頭
榛名山の噴火（Hr-FA）に伴う火砕流堆積物で埋没して
いた。上段写真右が「甲を着た古墳人」で、左が別の「甲」
である。 古墳人は、両膝を曲げ頭部を西に向けてうつ
ぶせに倒れた状態であった。着装していた甲は、小札
という厚さ 1mm ほどの鉄板を紐でとじ合わせた「小
札甲である。
　甲を薯た古墳人の西側に 1m 離れて「小礼甲」が、
東側に 3m 離れて乳児頭骨が見つかった。 いずれも同
じ火砕流堆積物で埋没していることから、同時に被災
したとみられる。また溝の周辺からは矛も出土した。
　下段の写真は平成 24 年 12 月 12 日に行われた遺跡
説明会の様子である。

「甲を着た古墳人」発見
（金井東裏遺跡　渋川市金井）



序

　当事業団は昭和53年7月に設立以来、県内の埋蔵文化財の調査研究並びに保護思想

のかん養と普及等に関する事業を行うことで、地域の文化の振興に寄与してまいりま

した。

　平成24年度も国道17号上武道路関連、県公共事業関連および八ッ場ダム関連の発掘

調査事業や資料整理事業と共に、埋蔵文化財の調査成果を活用した普及事業を実施し

ています。それぞれの事業内容は各報告に拠るものとしますが、これらの事業の進捗

によって当事業団の目的が達成されてきたものと考えています。

　また、平成24年度は｢東国文化｣が群馬県の文化振興施策の中心として掲げられ、特

に古墳文化の華々しさについては当事業団の調査成果が大きく注目されることにもな

りました。さらに、上信自動車道に伴う渋川市金井東裏遺跡の発掘調査で｢甲を着た

古墳人｣が発見されるという全国初の発見は県内をはじめ全国的に大きな話題を投げ

かけることとなりました。

　なお、平成24年度は当事業団が公益財団法人へ移行した初年度にもあたり、今後ま

すます埋蔵文化財の発掘調査及び研究並びに出土品の保管・活用などを通じて、県民

文化の振興と発展に寄与していきたいと考えております。

　今後とも当事業団が実施する事業へのご理解とご協力を心からお願い申し上げま

す。

　平成25年10月

公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長　　上 原 訓 幸





例 言

１．本書は平成24年度の事業をまとめたものである。

２．付篇は、 県内の各市町村教育委員会の協力によって

作成された資料に基づき、 年報紀要委員会が編集した。

３．本書の編集は年報紀要委員会が行った。 年報紀要委

員会の構成は以下のとおりである。

原雅信（調査部長：委員長）

渡邊雅恵（総務部経理課主任）

長谷川博幸（資料部資料１課主任調査研究員：年報座

長）

石守晃（資料部資料２課上席専門員：編集長）

谷藤保彦（資料部資料２課上席専門員：紀要座長）

山口逸弘（八ツ場ダム調査事務所調査課上席専門員）

西田健彦（資料部普及課専門調査役）

凡 例

１．降下火山灰の名称と年代は以下のとおりである。

As-A・・・・・浅間Ａテフラ（天明三年（1783））

As-B・・・・・浅間Ｂテフラ（天仁元年（1108））

Hr-FP・・・・榛名山二ツ岳降下軽石（６世紀中葉）

Hr-FA・・・・榛名山二ツ岳降下火山灰（５世紀末～６世紀

初頭）

As-C・・・・・浅間Ｃテフラ（３世紀後半）

As-BP・・・・浅間板鼻褐色軽石群（約2.0 ～ 2.5万年前）

Ag-KP・・・・赤城鹿沼テフラ（約4.4万年前）
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平成24年11月19日、榛名山の火砕流堆積物に埋も

れた31号溝の中から、大きな鉄錆の塊と頭蓋骨が出

土した。“甲を着た古墳人” 発見の一瞬である。確

認状況から、古墳人が甲を着たまま火砕流に飲み込

まれて亡くなったものと判断された。これまで、古

墳時代の火山噴火の被災者は見つかっておらず、ま

して甲を着たままというのは全国初の発見で大きな

話題となった。他にも、“甲を着た古墳人” の東側

には、乳児の頭蓋骨の一部が、16ｍほど西側には足

の骨の一部も出土しており、被災したのは一人だけ

ではなかったことが分かっている。

着ていた甲は、小さな鉄板（小札）を数百枚、紐で

綴じる小札甲で、この古墳人の西側からもう１領単

体で出土した。また、古墳人と甲の間からは、矢先

を東に向けた鉄鏃が20数本出土し、さらに古墳人の

西側５ｍほどの溝の外からは鉄矛が１点出土した。

国内初 “甲を着た古墳人”発見!! ～金井東裏遺跡（渋川市）～

溝内の火山灰層中で確認された “甲を着た古墳人” と２号甲

２号人骨（乳児）

２号甲

31号溝

榛名山二ッ岳軽石層（Hr-FP）榛名山二ッ岳軽石層（Hr-FP）

榛名山二ッ岳火山灰層（Hr-FA）

“甲を着た古墳人”
（１号甲と１号人骨）



写真手前が２号甲で、奥が “甲を着

た古墳人”。両方ともにHr-FA初期の

火山灰の直上から出土し、その後に続

く火砕流堆積物（Hr-FA）で埋もれてい

た。

中央の鉄錆の部分が小札甲で、左側

に頭骨、その下側に左上腕骨、甲の右

側には右大腿骨の一部が見える。

甲の手前に見えるのが右大腿骨で、

膝を地面に付いて倒れている。また、

甲内部にも火砕流堆積物（Hr-FA）が充

満していた。
“甲を着た古墳人”（東から）

“甲を着た古墳人”（南から）

31号溝の中で発見された “甲を着た古墳人” と２号甲（西から）

姿をあらわした “甲を着た古墳人”

左上腕骨▲

大腿骨
▲

“甲を着た古墳人”

背側を露出した１号甲

２号甲

頭骨

大腿骨

▲

火砕流堆積物



白く見える部分が小札の重なりで、巻かれている

様子が分かる。中央にある湾曲した部分が腰札、右

側が長側、左側が草摺。

絵筆の先に見える丸い部分が頭骨。

左側の錆の部分が矛の本体で、右側に白く見える

部分は柄の飾りと見られる金属箔。

甲は巻かれた状況で発見された。下

側が草摺りで、内部には火砕流堆積物

（Hr-FA）が充満している。

鉄矛の出土状況（西から）

２号人骨（乳児骨）の調査状況（南から）

小札甲復元図

２号甲のＣＴスキャン画像

２号甲（南から）

小札

小札甲の構造



“甲を着た古墳人” 調査経過

　金井東裏遺跡の発掘調査は平成24年９月から開始

し、表土下に堆積する榛名山二ッ岳軽石層（Hr-FP）

上面での遺構調査を終了し、引き続き同軽石下の調

査を実施した。

　その後、11月にはさらに下層の榛名山二ッ岳火山

灰層（Hr-FA）の調査に着手した。その過程で全国初

となる “甲を着た古墳人” の発見ということになっ

た。

　平成24年11月19日、31号溝から甲を着た状態の人

骨の他、乳児の骨（2号人骨）や2号甲、さらに鉄鏃や

鉄矛などが発見された。

　12月10日、発見の状況などについて記者発表し、

12日に遺跡説明会を行ったところ、平日にもかかわ

らず2,600人を超える見学者が訪れた。

　12月13日、“甲を着た古墳人” の骨や甲の劣化を

防ぐために、周囲の土ごと切り取り、発泡ウレタン

で保護して埋蔵文化財調査事業団保存処理作業室に

運び込んだ。

　平成25年2月13日に、“甲を着た古墳人” などの発

泡ウレタンの除去を行い、詳細調査の準備を完了し

た。

　2月23日には、県教育委員会主管の「金井東裏遺跡

出土甲着装人骨等調査検討委員会」が開催され、甲

を着た古墳人などの調査方針が協議された。

　2月24日から、調査検討委員会の方針に基づき、

九州大学大学院の田中良之教授のグループを中心と

して、“甲を着た古墳人” の第1回詳細調査が行われ、

四肢骨などが明らかになり、倒れていた状況がより

鮮明になった。

　3月1日、2号甲のＣＴスキャンを行い、小札甲で

あることを確認した。

　3月3日から8日まで、事業団本部にて “甲を着た

古墳人” の一般公開を行ったところ、8,300人を超

える見学者があった。

　3月11日から、“甲を着た古墳人” 第２回詳細調査

を行い、足先や手の位置など細部の状況が判明した。 “甲を着た古墳人” 一般公開

第１回詳細調査の様子

平成24年12月12日の遺跡説明会

“甲を着た古墳人”（北から）



I 事業団の概要

1 設立の趣旨

歴史的に東国古代文化の中心であった本県には、 著名な古墳を中心に多くの遺跡が存在する。 特に、 我が国

の旧石器文化の研究の端緒になった岩宿遺跡、 1万基にも及ぶとされた古墳の濃密な分布など、 本県文化の特

徴を物語る遺跡の存在は県民にとって大きな誇りであり、 これら文化財を共有の財産として保護し、 後世に伝

えていくことは、 我々の責務である。

しかし、 一方では、 県民生活の安定向上をはかるための施策として、 各種の開発や交通網の整備などが昭和

48年度以来急激に増加した。 その結果、 開発と文化財保護を両立させることが大きな問題となり、 それへの対

応が急務となった。

こうした背景の下で、 文化財保護法の理念にのっとり、 開発と文化財保護の調和を図るための施策の一環と

して、 昭和53年度に財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が設立 された。

平成18年6月「公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律」の施行を受けて、 平成2 4年度から公益

財団法人へ移行した。

2 目 的

県内の埋蔵文化財の調査及び研究を行うとともに、 埋蔵文化財の保護思想のかん養と普及を図り、 もって県

民文化の振興に寄与する。

3 沿 革

昭和53年7月1 5日 法人設立 認可（事務局を前橋市に設置、 業務開始）

昭和5 5年4月8日 事務局を勢多郡北橘村に移転

昭和5 9年4月1日 分室を北橘村に建設

昭和61年4月1日 関越道上越線調査事務所を多野郡吉井町に設置

平成5年3月30日 分室を移転

平成6年3月31日 関越道上越線調査事務所を閉所

平成 8年7月1日 発掘情報館開館

平成13年4月1日 東毛調査事務所を伊勢崎市に設置

平成14年4月1 日 八ッ場ダム調査事務所を中之条町に設置

平成15年6月1日 八ッ場ダム調査事務所を長野原町に移転

平成17年4月1日 分室を前橋市岩神町に設置

平成18年2月20日 市町村合併により住所表示変更（渋川市北橘町下箱田）

平成18年3月31日 東毛調査事務所を閉所

平成19年1月28日 前橋市岩神分室を閉所

平成20年7月15日 創立30周年記念式典を挙行

平成24年3月31日 分室を閉所

平成24年4月1日 公益財団法人設立 及び解散登記申請・移行



4 組 織 ・ 名 簿

ア 役員 総数10名（理事8名、 監事2名）

役職名 氏 名 備 考

理 事 長 須田榮 一 学識経験者

常務理事 郡 和良 学識経験者

理 事 笹澤 武 群馬区療福祉大学社会福祉学部長

理 事 曽我孝之 県商工会議所連合会会長

理 事 石川克博 元群馬県小学校長会長

理 事 朝倉雅彦 一般財団法人群馬経済研究所専務理事

理 事 神保侑史 元多胡碑記念館長

理 事 右島和夫 県文化財保護審議会専門委員

監 事 荒木伸夫 公認会計士

監 事 秋池 武 下仁田町歴史民俗資料館ふるさとセンタ ー所長

平成25年3 月 31日現在

イ 評議員（総数8名）

役職名 氏 名 備 考

評議員 伊勢屋ふじこ 上武大学ビジネス情報学部教授

評議員 井上唯雄 前橋市文化財調査委員

評議員 久保田健 上毛新聞社編集局文化生活部長

評議員 小島隆 一 群罵テレビ報道制作局報道部長

評議員 田部井俊勝 県商工共済・火災共済共同組合理事長

評議員 西野壽章 高崎経済大学教授

評議員 松本浩 一 県文化財保護審議会専門委員

評議員 西田健彦 県教育委員会文化財保護課長

平成25年3 月 31日現在

ウ 特別顧問（総数7名）

役職名 氏 名 備 考

特別顧問 今井 登 前理事

特別顧問 松島榮治 前理事

特別顧問 佐藤 信 前理事

特別顧問 小野宇三郎 元理事長

特別顧問 高橋勇夫 前理事長

特別顧問 森田秀策 前理事

特別顧問 峰岸純夫 前理事

平成25年3 月 31日現在
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工事務局総数65名（派遣職員24名、法人職員39名、嘱託員 2名）

理事長
須田榮一 調査部(23)

調査部長事務取扱

（副事業局長）
（石坂茂）

冑 謬
言誓羞8――ー［開攣務こ専門調査役

坂本和昭
経理課 ーーー［口主幹（総括）
経理課長（総括） 主任
大

野照

夫

調査1課 調査統括

詈讐
事

務
取扱

］書詞
主任調査研究員

主任調査研究員

主任調査研究員

主任調査研究員

主任調査研究員

主任調査研究員

主任調査研究員

主任調査研究員

専門調査役
専門調査役

常務理事
（事務局長）
郡和良

員

員

四九
究

隅
讐
飼
認
馘

言
員

卸公糸（
 

長
課
課
一

2
2
 

査
査
口

調
調
坂

資料部(25)
資料部長

大木紳一郎

事業局長

唐澤至朗
副事業局長

石坂茂
資料 2 課
上席専門員

資料 2 課長事務取扱

神谷佳明

平成25年3月31日現在

員

員

員

員

員

翌九
究

究
究
究

括
叫
呻
閏
謬

贔
呻
呻
隅
響
霜
霜

統
専
専
専
員
調
調

統
専
専
専
専
専

（
員
調
調
調

料
席
席
席
門
席
任

料
席
席
席
席
席
佐
佐
門
任
任
任

資
上
上
上
専
上
主

資
上
上
上
上
上

補
補
専
主
主
主

ー

扱取務事

防

長

即
�

部
紳

課
課

料
木

1
1
 

靡
悶

普及課 上席専門員 徳江秀夫

霞畠長事務;;-1口畠譴賃
嘱託員 象悶賛

原雅信八ツ場ダム調査事務所(5)

所長 調査資料部 資料課 上席専門員

中沢悟 鸞讐
長事務取扱 ｀’』口□』誓〗究員

近藤愛子
鈴村真理子

勅使川原知広

柳岡良宏
渡邊雅恵

木津博明
友廣哲也
女屋和志雄
麻生敏隆
杉山頸宏
新井し
都木直人
山中豊

久保学
宮下寛
笹澤泰史
長澤典子
飯島義雄
相京建史

井川達雄
関根憤二
齊藤利昭

小

林正
藤井義徳
田村博

津金澤吉茂
山下歳信

小

島敦子
関晴彦
岩崎泰一

新倉明彦
矢口裕之
高井佳

弘

長谷川博幸

桜岡正信
飯田陽一
谷藤保彦
菊池実
石守晃
大西雅広
佐藤冗彦
関邦一
飯森康広
須田正久
齊田智彦
石田典子

男
之

弘
弘

幸
和

逸

照

巻

野

口
澤

藤

小
山
黒

（兼務）

補

佐吉田有光、 専門調査役勅使川原知広
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5 理事会及び評議員会等の開催状況

会議名
開催日

表決状況 芸暇亡安不
開催場所

第105回 平成24年4月 12日 表決者 8 1 平成24年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
理事会 発掘情報館研修室 出席者 7 事業団事業計画について

監事出席 2 2 平成24年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
事業団収支予算について

3 公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団と外
部役員との責任限定契約の締結について

4 公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団特別
顧問設置要項の制定について

5 その他
・専決処分の報告について

平成24年度 平成24年5月 24 日 参加者 5 1 公益財団法人への移行について
第 1回 発掘情報館研修室 2 平成24年度事業計画について
特別顧問会議
第106回 平成24年6月 26日 表決者 8 1 平成23年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
定例理事会 発掘情報館研修室 出席者 7 事業団事業報告について

監事出席 2 2 平成23年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
事業団貸借対照表について

3 平成23年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
事業団正味財産増減計算書について

4 平成23年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
事業団財産目録について

5 平成23年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
事業団収支計算書について

6 平成23年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
事業団収支附属阻細書について
・監査の報告について

7 専決処分の承認について
•平成23年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調

査事業団収支予算の補正（補正2号）について
8 その他

•平成24年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調
査事業団収支計算について（損益ベース予算書）

第47回 平成24年6月 28日 表決者 8 1 平成23年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
定時評議員会 発掘情報館研修室 出席者 5 事業団事業報告について

2 平成23年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
事業団貸借対照表について

3 平成23年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
事業団正味財産増減計算書について

4 平成23年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
事業団財産目録について

5 平成23年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
事業団収支計算書について

6 平成23年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
事業団収支附属明細書について
・監査の報告について

7 専決処分の承認について
•平成23年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調

査事業団収支予算の補正（補正2号）について
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会議名
開催日

表決状況 議案
開催場所

8 その他
•平成24年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調

査事業団収支計算について⑮l益ベー ス予算書）

第107回 平成24年10月 5日 表決者 8 1 理事長及び常務理事の職務執行状況 について
理事会 発掘情報館研修室 出席者 8 2 報告事項

監事出席 2 (1)情報公開について
(2)創立35周年記念誌について

理事・監事評議員 平成24年10月 5日 参加者 12 1 金井東裏遺跡
合同視察 2 関根細ヶ沢遺跡

3 かみつけの里博物館

特別顧問現地業務 平成24年11月 20日 参加者 4 1 関根細ヶ沢遺跡
視察 2 楽山園（甘楽町小幡）

3 本郷畑内遺跡

第108回 平成25年 3 月 12日 表決者 8 1 平成25年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
理事会 発掘情報館研修室 出席者 7 事業団事業計画について

監事出席 2 2 平成25年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
事業団収支予算について

3 第48回評議員会及び第49回評議員会の招集につ
いて

4 報告事項
(1)第107回 理事会以降の理事長及び常務理事の職

務執行状況 について
(2)専決処分の報告について

•平成24年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調
査事業団事業計画の変更及び収支予算の補正
について

5 その他
(1)平成25年度発掘調査・整理事業対象遺跡につ

いて
(2)金井東裏遺跡の発掘調査について
(3)創立35周年記念出版について

第48回 平成25年 3 月 14 日 表決者 8 1 平成25年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
評議員会 発掘情報館研修室 出席者 8 事業団事業計画について

2 平成25年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
事業団収支予算について

3 報告事項
(1)専決処分の報告について

•平成24年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調
査事業団事業計画の変更及び収支予算の補正
について

4 その他
(1)平成25年度発掘調査・整理事業対象遺跡につ

いて
(2)金井東裏遺跡の発掘調査について
(3)創立35周年記念出版について
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会議名
開催日

表決状況 議案
開催場所

平成24年度 平成25年 3 月 18日 参加者 6 1 平成25年度公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査
第 2回 発掘情報館研修室 事業団収支予算について
特別顧問会議 2 その他

(1)平成25年度発掘調査・整理事業対象遺跡につ
いて

(2)金井東裏遺跡の発掘調査について
(3)創立35周年記念誌について
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6 平成24年度主要行事

4月 1 日

6月 21日～22日

6月 23日

7 月 1 日

7 月 6日

辞令交付式 ・雇用書交付式

全国埋蔵文化財法人連絡協議会総会（千葉県）

調査遺跡発表会（前橋テルサ）

まいぶんバスツア ー （江戸東京 ・明治大学博物館）

全国埋蔵文化財法人連絡協議会関東ブロック協議会総会（栃木県）

7 月 20日～8 月 31日 夏休み親子宿題教室開催

8 月 8 日～10日

9月 4日～13日

10月20日～11月 26日 古代東国文化サミット開催

11月 3 日

11月 4日

11月 15日

11月 21日～22日

12月 22日

埋蔵文化財専門講座（教員コ ー ス）開講

埋蔵文化財専門講座（行政コ ー ス）開講

長野原町民文化祭参加（八ッ場ダム調査事務所 ）

野焼き体験教室開催

全国埋蔵文化財法人連絡協議会関東ブロック協議会（東京都）

関東甲信越静地区埋蔵文化財行政担当者 会議（千葉県）

国道17号上武道路開通式

2 月 16日 公開考古学講座（前橋テルサ）

3 月 3 日～3 月 8 日 出土甲着装人骨一般公開

3 月 21日～4月 10日 春の勾玉まつり開催

3 月 29日 退職辞令等交付式

7 会計経理の状況

平成24年4月 1 日 から平成25年 3 月 31日まで

収入の部

事 業 収 入
その他 収入
収 入合計

予 算 額
2,257,037,000 

275,794 ,000 
2,5 3 2,831,000 

（単位：円）
決 算 額

2,257,036,5 3 2  
24 5,027,896 

2,502,064 ,4 28 

支出の部
予 算 額 決 算 額

事 業 費 1,63 2,13 2,000 1,63 2,130,081 
管 理 費 717,748,000 717,751,805 
その他支出 15 2,184,000 151,693,906 
支 出合計 2,502,064 ,000 2,501,575,792 

（単位：円）

ー
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II 事 業 概 要

1 発掘調査事業概要
(1) 幹線交通関連埋蔵文化財発掘調査
番号 事 業 遺 跡 名 所 在 地 面積m 調査期間

委託者 国土交通省
1 一般国道17号（上武道路）改築工事 王久保遺跡 前橋市上細井町 642 平24. 4. 1 ～平24. 4.2 8 

2 新田上遺跡 前橋市上細井町 10,32 8 平24. 4. 1 ～平24.11.30

3 上細井中島遺跡 前橋市上細井町 809 平24.10. 1 ～平24.10.31

4 上細井蝉山遺跡 前橋市上細井町 2 1  平24.11. 1 ～平24.11.30

5 引切塚遺跡 前橋市肯柳町 2 ,064 平24. 4. 1 ～平24. 8.31 

6 肯柳宿上遺跡 前橋市青柳 町・ 日輪 11,513 平24. 4. 1 ～平24.11.30
寺町

7 川端根岸遺跡 前橋市川端町 16,000 平24.12. 1 ～平25.3.31

8 川端山下（道東） 遺跡 前橋市川端町 2 ,2 79 平24.12. 1 ～平25.3.31

， 関根細ヶ沢遺跡 前橋市関根町 9,303 平24. 8. 1 ～平25.3.31

10 関根赤城遺跡 前橋市関根町 1,369 平24. 4. 1 ～平24. 7.31 

11 八ッ場ダム 林宮原遺跡 長野原町大 字林 850 平24. 4. 1 ～平24.5.17 
平24.5.31～平24. 6.12 

12 町遺跡 長野原町大 字長野原 4,483 平24.5.16～平24.5.31 
平24. 6.12 ～平24. 9.10 

13 上原I遺跡 長野原町大 字林 l, 392 平24.10. 9 ～平24.11.30

14 三平I遺跡 長野原町大 字川原畑 3,12 0 平24. 9.10～平24.10. 9 
他 平24.11.30～平24.12.31

(2) 公共開発関連埋蔵文化財発掘調査
番号 事 業 遺 跡 名 所 在 地 面積m 調査期間

委託者 群馬県県士整備部
15 渋川大胡線社会資本総合整備（活力基 米野芦沼遺跡 前橋市富士見町 2 10 平24. 7. I ～平24. 7.31 

盤（交安））

16 国道353号金 井バイパス（上信自動車） 金井東裏遺跡 渋川市金井 6,338 平24. 9. 1 ～平25.3.31
道路改築

17 国道354号玉村伊勢崎バイパス社会資 東上之宮遺跡 伊勢崎市東上之宮町 14,338 平24. 4. I ～平24.12.31
本総合整備（活力創出基盤整備）

18 南玉二丁町遺跡 玉村町南玉 19,730 平24. 4. 1 ～平25.3.31

南玉埋堀遺跡 玉村町南玉

下之宮中沖遺跡 玉村町下之宮

下之宮高侭遺跡 玉村町下之宮

19 社会資本整備総合交付金（活力創出韮 関遺跡 伊勢崎市本関町 4,295 平24. 4. 1 ～平24.10.31
盤整備）国道462 号（本関拡幅）

2 0  伊勢崎深谷線（東毛広幹道【境工区】）社 上武士・堀北遺跡 伊勢崎市境上武士 1,339 平24. 6. 1 ～平24. 6.30 
会資本総合整備（地域住宅支援）

2 1  社会資本整備総合交付金（街路）事業 宗高南遺跡 伊勢崎市平和町 739 平24.10. 1 ～平24.10.31
（都）3.4.18号伊勢崎桐生線

22 都市計画道路3.3.2 吉井北通り線社会 本郷畑内遺跡 高崎市吉井町 6,351 平24. 9. 1 ～平25. 2. 28  
資本整備総合交付金（活力基盤）

8 



番号 事 菓 遺 跡 名 所 {+ 地 而禎rrl 調査期間

委託者 群馬県県土整伽 部
23 温井川社会資本総合整備 交付金市業 新町戸的遺跡 高崎巾 新町 480 平25. 1. 1～平25. 1.31 

（地域自主戦略）

24 （都）3.4.5原町駅南U線外1線社会資 下郷占墳群 吾妻郡東吾妻町 2,180 平24.11. 1~ ‘f24.12. 31 
本整備総合父付金（活力基盤）

25 （国）291月地域自中戦略交付金（交安） 深沢II遺跡 みなかみ町月夜野 500 平24.7. 1～平24. 7.31 

26 社会資本 整 伽 総合（活力拮盤） （都） 川谷遺跡 太田市 矢，島町・東矢 9,286 平24. 4 .  I ～平24.11.30
3.2.2東毛幹線（太川第

―
]工区） 島町

27 社会資本総合整備（活力削出拮盤整備） 石神遺跡 太田市 龍舞町 10,203 平24. 7. 1～平25.3 .31
（国）122号（八重笠道路）

28 太田大問々線バイパス地方特定道路整 笠松遺跡 太田市 新田小金井町 4,471 平24. 4 .  1～平24. 7.31 
備

29 足利伊勢崎線社会資本総合整備（活力 寺中 遺跡・上宿遺跡 太田巾 丸山町・ 矢田 1,345 平24.8. 1～平24. 9.30 
且盤（父安）） 堀町

30 単独道路改哭事業(-)人原境ニッ木線 前八供遺跡 太III市新田日田中町 540 平24. 4 .  1～平24. 4 .30 

31 国道
合整
35
伽

4け市大
業

泉＂
（活

邑

）
楽

）創
バ

出
イ

基
J ＼ス社会資本 間之原遺跡 太川市龍舞町・ 大泉 1,431 平24. 4 .  1～平24. 6 .  30 

総合 盤整備） 問之原東遺跡 町北小泉

32 社会資本総合整備交付金巾業（下水）県 宇貰北沖遺跡 上村町人字宇貰 6,500 平25. 1. 1～平25.3 .31
央水質浄化センタ ー施設整備

委社者 群馬県企業局

33 群馬県県央第一 水道事務所浄水場増設 金井古墳群 榛東村広馬場 3,744 平24. 4 .  1～ 平24.8.31
丁．市·

委託者 群馬県病院局

34 群馬県立がんセンタ ー緩和ケア病棟建 高林西原古墳群 太田市高林西町 2,288 平24.8. 1～平24. 9.30 
設 986 平25.3 .  1～ 平25.3 .31

委託者 総務省

35 前橋地方合同庁舎 （仮称）整備 前橋城遺跡 前橋市大手II!」 2,245 平24.12. 1～平25.3 .29 

委託者 法務省

36 前橋地家裁高崎支 部 斤舎耐震改修等 高崎城遺跡 高崎巾高松町 293 平24.5. 1～平24.5.31

※番号は「IV 各遺跡の調査概要」の番号と同じ

，

 



2 整理事業概要
(1) 幹線交通関連埋蔵文化財整理

事 業 遺 跡 名 所 在 地 刊行報告書 整理期間

委託者 国土交通省

上武道路その3 上泉武田遺跡 前橋市上泉町 事業団第 544集刊行 平24. 4. 1 ～平24. 6.30 

芳賀東部団地遺跡 前橋市 五代町・鳥取 事業団第 551集刊行 平24. 4. 1 ～平24. 9.30 
町

堤遺跡 前橋市勝沢町 事業団第 568集刊行 平24. 4. 1 ～平25.3.31

丑子遺跡 前橋市上細井町 事業団第 558集刊行 平24. 4. 1 ～平24.11.30
上細井五十嵐遺跡

天玉・東紺屋谷戸遺跡 前橋市上細井町・富 平24. 4. 1 ～平25.3.31 
士見町

上町・時沢 西紺屋谷戸 前橋市上細井町・富 事業団第 561集刊行 平24. 4. 1 ～平25.3.31 
遺跡 士見町

上細井蝉山遺跡 前橋市上細井町 事業団第 560集刊行 平24. 4. 1 ～平24.12.31

王久保遺跡 前橋市上細井町・富 事業団第 557集刊行 平24. 4. 1 ～平24.11.30
士見町

上細井中島遺跡 前橋市上細井町 平25. 1. 1 ～平25.3.31

山王・柴遺跡群 前橋市上細井町・青 平25.3. 1 ～平25.3.31 
柳町

田口下田尻遺跡 前橋市田口町 平25. 1. 1 ～平25.3.31

八ッ場ダム 長野原一本松遺跡 長野原町長野原 事業団第 554集刊行 平24. 4. 1 ～平25.3.31 

横壁中村遺跡 長野原町横壁 事業団第 559集刊行 平24. 4. 1 ～平25. 3 .31 

上ノ平I遺跡 長野原町川原畑 平25. 1. 1 ～平25.3.31 

長野原城跡 長野原町長野原ほか 平25. 1. 1 ～平25.3.31 
林中原I遺跡

楡木I遺跡 長野原町林ほか 事業団第 549集刊行 報告書刊行のみ
西久保IV遺跡（ 2)
上原w遺跡

(2) 公共開発関連埋蔵文化財整理
事 業 遺 跡 名 所 在 地 刊行報告書 整理期間

委託者 群馬県県土整備部

渋川大胡線社会資本総合 整備 米野芦沼遺跡 前橋市富士見町 事業団第 550集刊行 平24. 9. 1 ～平24. 9.30 
（活力基盤（交安））

高崎渋川線バイパス（第 2期工 十 日市遺跡他 吉岡町南下十 日町他 事業団第 563集刊行 平24. 6. 1 ～平25. 2.28 
区）社会資本総合整備（活力創出
碁盤整備）

国道354号（至村バイパス）社会 上新田新田西遺跡 玉村町上新田 平24.12. 1 ～平25.3.31
資本総合整備（活力創出基盤整 斉田中耕地遺跡 平24.12. 1 ～平25.3.31 

備）

国道354号玉村伊勢崎バイパス 福島味噌袋遺跡 玉村町福島 平24.12. 1 ～平25.3.31 
社会資本総合整備（活力創出墓 下之宮高侭遺跡 平25. 2. 1 ～平25.3.31 
盤整備） 下之宮中沖遺跡 平25. 2. 1 ～平25.3.31 

南玉二丁町遺跡 平25. 2. 1 ～平25.3.31 
東上之宮遺跡 伊勢崎市上之宮町 平25. 2. 1 ～平25.3.31 

高崎伊勢崎線（韮塚工区）社会資 阿弥大 寺本郷 遺跡 伊勢崎市田 中町・韮 事業団第 564集刊行 平24. 4. 1 ～平25. 1.31 
本総合整備（地域住宅支援） 塚町
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事 業 遺 跡 名 所 在 地 刊行報告書 整理期間

委託者 群馬県県土整備部

伊勢崎深谷線（ 東毛広幹道【境工木島・下久保遺跡
区】）社会資木 総合整備（ 地域仕上武上・堀北遺跡
宅支援）
社会資本整備総合交付金事業 新犀敷遺跡
（ 活力創出埜盤整備）国道462号
（ 本関拡幅） 上西根遺跡

社会資本整備総合交付金事業 本関町古墳群
（ 活力拮盤整備）国道462号（ 本関 関遺跡
拡幅）

国道354号高崎土村バイパス（ 高綿貫牛道遺跡
崎工区）社会資本総合整備（ 活力綿貰原北遺跡
創出拮盤整備） 綿貫 伊勢遺跡

下滝 高井 前遺跡

社会資 本総合整備（ 地域白ギ戦I吉井川下布遺跡
略（ 交安））事業一般国道254号川
内丁区

社会資本総合整備｛ 地域自主戦 下栗須円浄法遺跡
略） （ 交安）主要 地方道藤岡大胡
線（ 下栗須交差点改良）

伊勢崎市境木島 事業団第543集刊行 平24. 4. 1 ～平24. 5.31 
伊勢崎市境卜正し十 市業団第562集刊行 平24. 4 .  1 ～平25 . 1 .31 

伊勢崎巾鹿島町・本 事業団第565集刊行 I平24. 4. 1 ～平25 . 1 .31 
閃町
伊勢崎巾鹿島町

伊勢崎巾本関町 'V25 . 2 .  I ～平25 .3.31 

社会資本整備総合交付金事業 富岡清水遺跡
（ 活）］創出基盤整備）主疫 地方道 富岡城跡
路 前橋安中富岡線

国道291 号社会資木総合整備（ 地 深沢II遺跡
域自主戦略） （交安）

人田大間々線バイパス地方特定笠松遺跡
道路整備 堀 廻遺跡

（主）桐生伊勢崎線阿左芙バイパ北山遺跡
ス社会資本総合整備（ 活力創出

基盤整備）

地方特定道路整備事業（ 代行）市樋ノド遺跡
道1 級208号線

国道354号（ 大泉邑楽バイパス） 間之原遺跡
社会資本総合整備事業（ 活力創

出基盤整備）

社会資本総合交付金事業（話力尾坂遺跡
創出基盤整備）長野原 草津口駅
舎整備

高崎巾綿貝町

高崎市下滝 町

高崎市吉井町

藤岡市下栗須

長野原町尾坂

事業団第547集刊行 平24. 4. 1 ～平25 .3.31
事業団第556集刊行
事業団第567集刊行

平24. 4 .  1 ～平25 .3.31 

事菜団第566集刊行 半24.11. 1 ～平25 . 1 .  31 

事業同第555集11J行 平24.12. 1 ～ 平24.12.31

富岡市富岡上高尾 地事業団第55 2集刊行 平24. 8. 1 ～平24.10.31

みなかみ町月夜野 事業団第553集刊行 平24.10. I ～平24.I 1.30 

太IH 市新田小金井町 市業団第569集刊1」 平24. 8. 1 ～平25 . 1 .  31 

みどり市阿左芙 事業団第545集刊行 平24. 4 .  1 ～平24. 7.31 

桐生市黒保根町 事業団第548集刊行 平24. 8. 1 ～平24. 8.31 

太田市龍舞町 平25 . 2 .  1 ～平25 .3.31 

事業団第546集刊行 平24. 7. 1 ~'Y24. 7.31 
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3 普及事業概要

(1)資料 と施 設 の公開

A 資料 の利用と貸 出

当 事業団で は 、 群馬県埋蔵文化財調 査セ ン タ ー が 収蔵す る 考古資料 の貸 出や利用の事務を 行っ ている 。

資料 の貸 出は、 学校 ・博物館等の公的機関が、 公開・教育を目的 として資料を利用す る 場合に 行う 。 資料 の

利用は 、 学術 研究目的で、 セ ン タ ー 内で 考古資料 の観察、 撮影、 実測 等を 行う こ とをい う 。

平成24年度の実績は 以下 の表のとおりで あ る 。

ア 資料 の利用と貸 出数

内：
～～

～—二巳□□用 貸 出 利 用
件 数 写真 等 遺 物 件 数 写真 等 遺 物

1 博物館・資料 館等 3 2  92 1,4 37 13 15 1,229 
2 学 校 22 2 123 
3 地域社 会 5 38 1 
4 公的編纂 事業
5 埋蔵文化財行政 22 15 1 1,4 5 3  2 4 1  
6 委託 者 2 4 
7 民間 事業所 1 193 
8 研究 者 22 199 15 5 16 5 26 2,219 
， 報道関係 3 10 
10 出版社 16 67 
11 行 政 2 2 
小 計 126 563  3,171  3 2  5 4 1  3,682 
合 計 貸 出• 利用＝158件／写真 等1,104 点／ 遺物6,85 3点 ／ 

イ 資料 の主な 貸 出先
貸 出 先 期間 企 画 等 主な 貸 出資料

浅間縄 文 ミュ ー ジア ム 平24 . 4 . 16~ 企画展 「 は にわ—古墳からの使 者」で展示す 今井神社古墳 群 他 出土
平24 . 9 .  7 る た め 遺物計93点

玉村町歴史資料 館 平24 . 5. 21~ 巡回展 「 江戸に途 中下車 上福島中町 遺跡 上福 島 中 町 遺跡出土資
平24 . 7 . 3 1  の発掘成果」で展示 料 計201点

読売新聞 東京本社 平24 . 5. 28~ 読売新聞紙面 の文化財記 事に掲載す る た 東 宮 遺 跡 写 真 デ ー タ 9
平24 . 6. 23 め 点

群馬県立歴史 博物館 平24 . 6. 1~ 
常設展示 に使用す る た め 後 田 遺跡他 出土資料112

平25 . 5. 3 1 ’
占
’ ‘‘ 

平24 . 7 . 20~ 平成24年度夏季企画展 上越新幹線開業30 三 ツ寺 遺跡他 出土 資 料
新潟県立歴史 博物館 平24 . 9 . 14 周年記念展 「奇跡の新幹線—開業、 震災 そ15点 ・写真デー タ 9点

して30年」 に展示

高崎市 教育委 員会
平24 . 8 .  1 ~  日 高 遺跡史跡公園 に 設置す る 屋 外解説 版日 高 遺跡写 真 デ ー タ 9
平25 . 3 . 3 1 に掲載す る た め ’

占
’ ‘‘ 

明治大学博物館
平24 . 9 . 26~ 第24回企画展 に展示す る た め 白 倉下原 他 遺跡出土資
平24 . 12 . 28 料 計78点

群馬県生活 文化部 平24 . 11. 9~ 古代東国 文化周 知 事業「岩宿ムラ 収穫まつ ハ ー ト形土 偶 レ プ リ カ

文化振興課 平24 . 11. 30 り」 に おける 「古代東国文化情報発信ブー l 点
ス」 内展示 のた め

株式 会社 メ ルプラ ンニ ン グ 平24 . 11. 15 ~ 『学研まんが N E W日 本 の歴史』第 1 巻 （株 有馬 遺跡出土 銅 釧 写 真
平24 . 11. 30 式 会社学研 教育 出版発 行）に掲載す る た め デー タ 1 点

埼玉県立 平24 . 11 . 20 企画展 「 中 世 の災難合戦 と災害」 に展示す 鳥 羽 遺跡他 出土 資 料16
嵐山史跡の博物館 平25 . 3 . 15 る た め 点
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B 施設 の利用

ア 施設 の見学等

平成24年度 における 発掘情 報館 の見学や 研修等 の利用は 例年通り活発で あ っ た。 年間を通 じて3 期 にわたり

開催 し た最新情 報辰や各種講座お よび夏休み親子宿題 教室な ど に より県民一般を は じ め児菫生徒を含め 幅広い

年齢層 の来館 者があ っ た。 さらに、 昨年1 2月 に全国的な話題 とな っ た 金井東裏遺跡出 土 の甲を着た 占墳人の詳

細調査 につ いての成果を 3 月 3 日 から8 日まで 一般 公開し た とこ ろ 、 6 日 間で8 , 306人も の来館 者 とな っ た。

そのた め 、 平成24年度来館 者数は 、 19 , 25 5人に上 っ た。

4 月
見 巫子 5 3 4  
資料調査等 20 
行 政視 察 6 
研 修 ゜

学校 ・ 教委 3 
図 書 60 

計 623 

イ 図 書室 の利用

◇ 貸出状況

内 部 貸 出
外 部 貸 出
貸 出 総数

5月 6月
374 325 

10  18  
゜ 1 

1 08 92 
236 5 57 
84 91  

8 1 2 1 , 084 

775件
4 26件

1 , 20 1 件

◇ 図 書室 収蔵量 の推 移

事 業年度 累計点数
平成20年度末 106 , 921 点
平成21年度末 1 1 0 , 628点
平成22年度末 1 1 4 , 1 17点
平成23年度末 1 17 , 050点

平成24年度末 1 19 , 972点

7 月 8 月
926 2 , 5 4 3  

6 1 4 
5 4 

1 28 19 
277 207 
90 93 

1 , 4 32  2 , 880 

増

2 , 647点
1 , 575点
4 , 222点

ノ刀＼ 

3 , 799点
3 , 707点
3 , 4 3 1 点
2 , 933点
2 , 922点

9月 10月 1 1 月 1 2月 1 月 2 月 3 月 小計
4 5 1  286 250 21 2 25 2 24 4 8 , 693 1 5 , 090 

18 1 3 25 1 4 1 6  3 6 163 
2 2 2 6 5 17 ゜ 50 

178 94 225 1 5 3  87 95 0 1 ,  179 
67 191  1 5 5  21 21 72 33 1 , 840  
74  8 1  86 70 80 58 66 93 3 

790 667 7 4 3  476 4 6 1  489 8 , 798 19 , 25 5 

◇ 図 書等登録状況

新規登録数 2 , 922点
移 管 23 3点

登 録内訳 寄 贈 2, 4 0 1 点

購 入 288点
収 蔵 量 1 19 , 972点

新規 収蔵資料 の概要

埋蔵文化財発掘調査 報告書 62 . 00 %  
市町村誌等 0 . 4 0 %  
一般 文化財・ 民俗関係 0 . 90 % 
埋蔵文化財・ 考古学に 関連す る 雑誌類 お よ び3 1 . 00 % 
各機関の紀要・ 年 報 ・ ニ ュ ー スレ タ ー等
埋蔵文化財・ 考古学お よ び歴史等 に 関連す る 5 . 4 0 %  
単行本 ・ 全集・ 展示図録等
辞典 ・ 図鑑 ・ 地図等 0 . 30 %  

1 3  
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c 行 事

ア 最新 情報展

期 間
主 催
実施機関
会 場

展 ホ

関 連講座

平成24年4月 1 日 から平成25年 3 月 31日
群馬県教育委 員会
公益財 団法人群馬県埋蔵文化財 調査事業団
群馬県埋蔵文化財 調査セ ン タ ー 発掘情 報館
第1期 東宮 遺跡～八 ツ場で発掘さ れた 江戸時代
期間 平成24年5月 25日 （金 ）～平成24年 8 月 26日 （日 ） （参加者5,4 3 3人）
第2期 田 口下田尻 ・上田尻追跡～利 根川沿い に驚き の古代ムラ
期間 平成24年 9月 14 日 （金 ）～平成23年12月 26日 （金 ） （参加者2,294 人）
第3期 土器で わ か る 古墳 の時代～遺物っ て歴史を伝え る んだね
期間 平成25年 1 月 16日 （水 ）～平成25年5月 19日 （日 ） （参加者9,598人）
講座 （午後 1 時～3 時）

①平成24年6月 10日
「 東宮 遺跡～八 ツ場で発掘さ れた 江戸時代」 講師：飯田陽一 （参加者92 名 ）
②平成24年 9月 23日
「 田 口 上田尻 ・下田尻 遺跡～利 根川沿い に驚き の古代ムラ 」 講師：桜岡 正信 （参加者81名 ）
③平成25年 1 月 27日
「土器で わ か る 古墳 の時代～選物っ て歴史を伝 え る んだね」 講師：坂 ロ一 （参加者87 名 ）

イ 埋蔵文化財 講座

期 間 平成23年 7 月 24 日 （日 ）～8 月 31日 （水 ）
主 催 財 団法人群馬県埋蔵文化財 調査事業団
会 場 群馬県埋蔵文化財 調査セ ン タ ー

内 ，，，，，， 企 7回 連続 の有料 講座 （定員100 名 ）
テ ー マ 東国文化の遺跡物語

講座 （午後 1 時～3 時）
① 「岩宿 遺跡とナ ウ マ ンハ ン タ ー」
講師：大工原豊 國學院大學 講師 （平成24年5月 27日 ）

② 「房谷戸遺跡の縄 文土器を読む」
講師：山口逸弘 事業団職員 （平成24年 7 月 8 日 ）

③ 「日 高 遺跡と稲作 の民」
講師：大木紳一郎 事業団職員 （平成24年 9月 2 日 ）

関 連講座 ④ 「郡役所 と東山 道駅路」
講師：神谷佳 明 事業団職員 （平成24年10月 7 日 ）

⑤ 「 上 野国分寺 を め ぐ る 古代の栄華」
講師：飯塚聡 群馬県教育委 員会 （平成24年12月 2 日 ）

⑥ 「火山灰 に 埋 も れた村 黒井峯 遺跡を語 る 」
講師：石井克己 前渋川市子持 公民館長 （平成24年12月 16日 ）

⑦ 「石造物の中世歴史物語」
講師：秋池武 下仁田町民俗資料 館ふ る さ とセ ン タ ー 所 長 （平成25年 2 月 3 日 ）

参加者 延べ 597 名

最新情報展示 埋蔵文化財講座
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ウ 調査遺跡発表会

日 時 平成24年6月 23日 （土） 午 前10 時～午後 3 時10分
主 催 公益 財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団
会 場 前橋テルサ ホ ール

内
谷、ユ—9

(1)阿弥大寺本郷 遺跡の調査（伊勢崎市） 専門員（総括） 矢口裕之
(2)本関町古墳 群 と周 辺 遺跡（伊勢崎市）

古墳 群 と周 辺集落 について 調査2 課長 坂 ロ 一

ー ノ 関古墳 の調査 伊勢崎市 教育委 員会文化財保護課
主 査 出浦崇

釜 の口 遺跡の調査 伊勢崎市 教育委 員会文化財保護課
主 査 川 道 亨

(3)元 総社菅海 遺跡群 の調査（前橋市） 前橋市 教育委 員会文化財保護課
主任 並木勝洋

(4)特別 講浪 県文化財保護審 議委 員
「 群馬 の古墳 研究最 前線～古墳 時代の群馬は元気だ っ た～」 右島和夫

参 加 者

工 まいぶんバスツア ー

ロ］量｀三ざ蔵喜霜9：需口 と明治大学博物館の見学

オ 夏休み親子宿題教室

期 間 平成23年 7 月 24 日 （日 ） ～8 月 3 1日 （水）
主 催 群馬県教育委 員会
実施機関 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団
会 場 群馬県埋蔵文化財調査セ ン タ ー 発掘情報館
対 象 小 ・中学校 児童 •生徒 及び保護 者

内 容
発掘情報館で は 夏休み の自 由 研究 の学習相談や土器や埴輪製作な ど の体験学習 お よ び
学習 支援を 「夏休み親子宿題教室」 として実施す る 。

参 加 者 3,924 人

調査遺跡発表会 夏休み親子宿題教室
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力 埋蔵文化財 専門講座

期 間 平成24年 8 月 4 日 （水 ）～9 月 13 日 （木 ）
主 催 群馬県教育委 員会
実施機関 公益財 団法人群馬県埋蔵文化財 調査事業団
会 場 群馬県埋蔵文化財調 査セ ン タ ー および発掘 調査遺跡
対 象 ①県内公立学校 に勤 務す る 教員 ②市町村 教育委 員会の文化財関係 職員

① 埋蔵文化財 の調査成果を年間 の学習指導 計画の中 に取り入れて学校 教育 の展開に

内 容
幅を持たせ、 地域 の身近な 教材を活用す る 視点 の育成 と基礎知識 の充実を 図 る 。
② 埋蔵文化財 の知識 と技術を 研修し 、 市町村 の埋蔵文化財 と調 査体制 及び学校 教育
と生涯学習 の資質向 上 に資す る 。

8 月 8 日 開講式 ・ オ リ エ ンテー シ ョ ン 「小学校 の授 業で使え る ぐんま の遺跡」 「 中学校 の授 業で

① 
使え る ぐんま の遺跡」

8 月 9 日 「高校 の授 業で使え る ぐんま の遺跡」 「古代風体験学習」
8 月 10 日 「発掘 調査実習」

言 9 月 4日 講義：文化財保護 法 と埋蔵文化財保護 行政 埋蔵文化財 調査の基礎知識 発掘 調査実習
遺跡 のガイ ダンス

翡 9 月 5 日 講義：木製品 金属製品 等の脆弱 遺物の取扱い について 報告書デジタル編集の基礎知識
② 

9 月 6日 発掘 調査実習 l
9 月 11日 講義：土器 付着物の安定 同位体分析からわかる こ と
9 月 12日 発掘調 査実習 2
9 月 13日 発掘調 査実習 3

キ 毛 の国 古墳 サミ ッ ト

主 催 財 団法人群馬県埋蔵文化財 調査事業団
会 場 かみつけ の里博物館

①オ ー プニ ン グセ レモニー 他
平成24年10月 20 日 （士 ）

②展示 会「 東国古墳 文化の世界ー古墳時代は こ う して始ま っ た」
平成25年10月 20 日 （士 ）～11月 26 日 （月 ）

③ 講座： 毛 の国古墳 講座（全 5 回 定員90人 ）
内 容 治水王、 毛 野 の大地を拓 く 10月 21日 講師：若狭徹 （高崎市 教育委 員会）

群馬県にお け る 石製品 ・ 石製模造品 の製作 と古墳 10月 28 日 講師：女屋和志雄 （事業団職員）
群馬県出土 の三角 縁神獣鏡—その特徴 と意義 11 月 4 日 講師 ： 徳田誠志 （宮内庁 書陵部陵墓課 ）
文献資料から見た 7 世紀以 前 の上毛 野ー上毛 野氏 11月 11日 講師：藤森健太郎 （群馬大学教育学部 ）
をめ ぐ る 議論 について—

群馬 にお け る 前方後円墳 の登場とその特徴 11月 25 日 講師：右島和夫 （事業団理事）
①2,000人

参 加 者 ②4,716人
③延べ360人

古墳サ ミ ッ ト 東国古墳文化の世界 古墳サ ミ ッ ト 毛の 国古墳講座

1 6  

I 
I 
| 



ク 県庁3 1階企画展

旦
主＿
会＿

内

時一
催＿

場一
容

平成24年10月 21日 （日 ）～12月 10日 （月 ）
公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査 事業団
群馬県庁3 1階 物産展示 室
「れき し •発掘～ときめき の古代ぐんま～」

ヶ 発掘情報館 午後の古代体験教室

主 催 公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査 事業団
会 場 公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査 事業団 発掘情報館体験学習 室

トンボ玉作り：平成24年12月 11日 （火 ）、 18日 （火 ）、 平成25年 1 月 17日 （木 ）、 24 日 （木 ）、
2 月 12日 （火 ）、 19日 （火 ）

内 容 銅鏡 レ プ リ カ 作り：平成24年12月 13日 （木 ）、 20日 （木 ）、 平成24年 1 月 15日 （火 ）、
22日 （火 ）、 2 月 14 日 （木 ）、 21日 （木）

ア ンギ ン織り：平成25年 3 月 5日 （火 ）、 7 日 （木 ）
縄 文ポ シ ェ ット作り：平成25年 3 月 12日 （火 ）、 14 日 （木 ）

コ 公開考古学講座

期 日 平成25年 2 月 16日 （土 ）午後 1 時30分～午後 3 時
主 催 公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査 事業団
会 場 前橋テルサ ホール

講 師 松村恵司 （独立 行政法人国立 文化財機構奈良 文化財研究 所所 長）
演 題 「古代律令国家 の成立 と東国文化」
受 講 者 562人

県庁31 階企画展 公開考古学講座
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(2)指導 者 の派遣

A 学校 等の体験学習 への派遣
回 月 日 利用団体 内 容 学 年 人 数
1 5月 2 高崎市立塚沢小学校 勾玉づ く り体験 小学6年 100 
2 6 長野原町立第一小学校 火お こ し 、 勾玉づ く り体験 小学6年 5 
3 8 前橋市立岩神小学校 縄 文土器づ く り体験 小学6年 57 
4 6月 15 高山村立高山小学校 縄 文土器づ く り体験 小学6年 4 5  
5 19 玉村町立芝根小学校 勾玉づ く り体験 小学6年 72 
6 20 伊勢崎市立北第二小学校 縄 文土器づ く り体験 小学6年 50 
7 4 伊勢崎宮郷第二小学校 縄 文土器づ く り体験 小学6年 160 
8 7 月 10 伊勢崎 名和小学校 縄 文士器づ く り体験 小学6年 89 

27 渋川西部 公民館 勾玉づ く り体験 小学l ~6年 14 
10 10月 25 高崎市立 里見小学校 勾玉づ く り体験 小学4年 68 
1 1 

11月
2 赤城養護学校小児医療セ ン タ ー分校 縄 文土器づ く り体験 小学l ～中学2年 12 

12 30 玉村町立 上陽小学校 勾玉づ く り体験 小学5年 82 
計754 人

B その他

講派 会・ 講座等への講師派遣、 研究 会・ 講習 会等への派遣、 会議等への派遣が 行われた。

(3) 情報誌等の刊 行

A 『 埋 文 群馬』

号 1頁数 1 テー マ ・ 特集
いま、 地域が見 えてく る

資料展示室

56 I 12 
展示記録

講演記録

掲示板

内 容
『榛 名 山南麓 にあ る 古墳 群』 金井古墳 群 の調査
『水が湧き、 水が流れ る 』 扇 状地の扇端部 に立地す る 笠松 遺跡

『 田 口 上田尻 遺跡 田 口下田尻 遺跡』利根川沿い に驚き の古代ムラ

『 東宮 遺跡』 八 ツ場で発堀 さ れた 江戸時代

平成24年度 調査遺跡発表会『発掘調査で わ か っ た 古墳 時代の社
会』

平成24年度後半 の展示 会・ 講演 会のお知らせ
（刊 行日 平成24年10月 31日 ）

特集 金井東裏遺跡 金井東裏遺跡の あ る とこ ろ

ドキュ メ ント 発掘から移送まで 金井東裏遺跡の発掘調 査『甲を着た古墳人』発見
3000人目 の目撃 者～遺跡説 明 会の記録～

取り上げから移送へ～ 1 .8トン 移送大作戦～

こ れが
“
甲を着た古墳人

”
だ

57 I 12 I I 金井東裏遺跡を襲 っ た火山災害

特別寄稿 金井東裏遺跡の時代背景 と調査の意義
あらた な古墳 時代像がみえてく る ～ 金井東裏遺跡の期待 と課題～

表紙解説
（刊 行日 平成25年 3 月 28日 ）
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B 『 研究紀要』

弓Eコ 頁 論 文 名 執 筆 者

1 吾妻川 中流域 における 縄 文 時代中期後葉 の土器様相一加曾利 E I 式古段 山口逸弘階を中心 として一

17 南蛇井増光寺 遺跡出土土器使用痕跡の再観察 洞 口 正史 ・外 山 政子 ・
大木紳一郎 ・有山径世

27 群馬県玉村町福島飯塚 遺跡における 中世掘立柱建物 の検討 飯森康広

4 3  東宮 遺跡における 天 明三年新暦 八月 五日 の様相— 調査成果から推測 さ れ る 黒澤照弘天 明泥流被害前 の状況ー

3 1  
伊勢崎市 ・玉 村町域 ( 2)における 天 明泥流到達範 囲一天 明三年浅間災害 関俊 明 ・勢藤カ ・中 島63 
に関す る地域史的 研究一 直樹

81 東宮 遺跡出土 の繊維 遺物 について 伊藤美香 ・小原奈津子 ・
黒澤照弘

89 前橋城三 の丸 遺跡出土 の半径土管一前橋地方裁判 所旧庁舎 の排水溝一 石守晃

101 考古学の成果を社 会科 教育 に活かす た め の一 考察ー高校日 本史 教育 におけ山田精一
る 遺跡の取り扱い方ー

（刊 行日 平成25年 3 月 19日 ）
C 『年 報』

弓ロ 頁 内 容
I 事業団の概要

1 1 設立趣旨 2 目的 3 公益財団法人への移行について 4 組織 ・名簿
5 理事会及び 評議員会の開催 状況 6 平成23年度主要行事 7 会計経 理の状況

7 II 事業概要
1 発掘調査事業概要 2 整 理事業概要 3 普及 事業概要

18 III 研究活動概要
3 1  1 職 員自 主 研究活動指定研究

19 w 各 遺跡の調査概要
v 付 篇

1 平成23年度県・市町村 等発掘調査一覧
37 2 平成23年度県・市町村 等整理作 業一覧

3 平成23年度県・市町村 等報告書一覧 （ 事業団分含む ）
4 平成23年度県・市町村 等現地説 明 会•関連 行事一覧

（刊 行日 平成24年10月 1 日 ）
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(4)資料 の保存 と活用

平成24年度発見遺物数 （発見届 け に よ る ）
事 業 遺 跡 名 遺物の年代・種類 コンテナ数 備 考
系統

王久保 遺跡 縄 文 時代～古代時代の土器 ・石器 2 
新田 上 遺跡 古代の土器 62 
上細井中 島 遺跡 古代の土器 1 
上細井蝉山 遺跡 古代の土器 1 

引切塚 遺跡 縄 文 時代、 古墳 時代、 奈 良 時代、 平安 時 5 3  
青柳宿 上 遺跡 代の土器 ・石器 ・鉄器

川端 根岸 遺跡
弥 生 時代、 古墳 時代、 平安 時代、 中 世、 15 一般国道17号上武道路
江戸時代の土器 ・石器 ・鉄器

璽 川端山下 （道 東 ）遺跡
平安 時代、 中世、 江戸時代の土器 · 石器 ・ 2 

鉄器

斎省 関 根細ヶ沢遺跡．
古代、 中世、 近世 の土器 ・石器 ・金属器 ・ 72 
人骨 ・獣 骨

関 根赤城 遺跡
古代、 中世、 近世 の土器 ・石器 ・金属器 ・ 14 
人骨 ・獣 骨

林宮原 遺跡
縄 文 時代の土器 ・石器、 中世～近世 の土器 · 2 
陶磁器 ・銭貨 ・骨 等

町 遺跡
江戸 時代の木製品 ・鉄製品 ・陶磁器 ・石 85 

製品 ・骨 ・鉄滓 等 八 ツ場ダム

上原 I 遺跡
縄 文 時代、 平安 時代、 中世の土器 ・石器 ・ 15 
陶磁器 等

三 平 I 遺跡 縄文 時代～近世 の土器 ・陶磁器 ・石器 等 2 

米 野芦沼 遺跡
縄 文 時代、 平安 時代、 中近世 の土器 等 1 渋 川 大 胡 線社 会資 本 総合整備

（活力基盤 （交安 ））
縄 文 時代、 弥生 時代、 古墳 時代、 江戸 時 国道3 5 3号金井バイ パ ス（上信 自

金井東裏遺跡 代の土器 ・石製品 ・鉄製品 ・骨 ・炭化物・ 100 
動車 道 ）

果実 の種

東 上之宮 遺跡
古墳 時代～近世 の土器 ・土 製 品 ・石器 ・ 95 
石製品 ・木製品 ・鉄製品 ・人骨 ・獣 骨 国道35 4号玉 村 伊 勢 崎バ イ パ ス

南玉二丁町 遺跡 縄 文 時代～近世 の土器 ・石器 ・木製 品 ・ 5 社 会資 本 総合整備 （活 力 創 出基
南玉 埋堀 遺跡 鉄製品 4 4  盤 整備 ）
下之宮尚侭 遺跡 2 

縄 文 時代～弥生 時代の土器 ・石器古墳 時
社 会資 本 整備 総合交付 金 （活 力

』贋
関 遺跡 代～平安 時代の土器 ・石 製 品 ・鉄製 品 ・ 61 

基盤 整備 ）国道4 62号（本関拡幅 ）
中世 の土器
縄 文 時代～中世 の土器 ・石器 ・鉄製品 伊勢崎深谷線（東毛広幹 道【境工

上武士 ・堀北 遺跡 2 区】 ）社 会資本 総合整備 （地域住
宅支援 ）

宗高南 遺跡
縄 文 時代、 古墳 時代、 中近世 の土器 ・石 2 社 会資本 整備 総合交付 金 （街路）
器 事業 （都） 3 . 4 . 18号伊勢崎桐生線
古代の土器片 (26箱 ）・カ マ ド 石材(2箱 ）． 都市 計 画道路3 . 3 . 2吉 井北 通り

本郷畑内遺跡 炭化材 (1箱 ）・鉄製品 (1箱 ） 30 線社 会資 本 整備 総合交付 金 （活
力基盤 ）

新町戸崎 遺跡
近代の煉瓦 ・陶磁器類 ・ガ ラ ス製品 10 温井川社 会資本 総合整備 交付 金

事 業（地域 自 主戦略 ）
古墳 時代～ 平安 時代の土器 ・石製品 ・鉄 （都）3 . 4 . 5原町駅南 口 線外 1 線

下郷古墳 群 製品 19 社 会資 本 整備 総合交付 金 （活 力
基盤 ）

深沢11 遺跡
縄文 時代、 平安 時代の土器 ・石器 ・炭化 4 （国）291号地域 自 主 戦 略 交付 金
物 （安全 ）

20 

三



事業 遺 跡 名 遺物の年代 ・ 種類 Jンテナ数 備 考系統
古墳時代～平安時代の土器 ・ 石製品 社 会 資 本 整 備 総 合 （ 活 力 韮 盤 ）

田谷遺跡 52 （都） 3 . 2 . 2東毛幹線（太 田第ニエ
区）

石神遺跡 旧石器時代～近世の土器 ・ 石器 ・ 鉄製品
72 

社会資本整備総合 （ 活 力 創 出 基
盤整備） （国） 1 22号 （八重笠道路）

笠松遺跡 縄文時代～近世の土器 ・ 陶磁器 ・ 石製品 ・ 5 太田大間 々 線バイ パ ス 地方特定
金属製品 道路整備

寺中遺跡上宿遺跡 古墳時代～平安時代の土器 ・ 石製品 23 足利伊勢崎線社会資本総合整備
（活力基盤 （交安） ）

前六供遺跡 古墳時代～近世の土器 ・ 陶磁器 ・ 木器 6 単独道路改築事業 （一） 大原境三

貸
ツ木線

間之原遺跡 縄文時代、 古墳時代、 奈 良平安 時代、 近 33 国 道354号大泉 邑楽 バ イ パ ス 社世の土器 ・ 石器

， 縄文時代、 古墳時代、 奈良平安時代、 中 会資本総合整備 （ 活 力 創 出基盤
間之原東遺跡 近世の土器 ・ 石器

3 整備）

宇貫北沖遺跡 縄文 時代～近世 の土器 ・ 石器 ・ 石製 品 ・ 4 社会資本総合整備交付金 （下水）
木製品 ・ 金属製品 ・ 骨 県央水質浄化セ ン タ ー施設整備

金井古墳群 古墳時代の土器 ・ 金属器 3 県一埋蔵文化財発掘調査

高林西原古墳群 縄文時代～近世 の 土器 ・ 陶磁器 ・ 埴輪 ・ 8 群烏県灯がんセ ン タ ー緩和ケ ア
石製品 病棟建設

贔林西原古墳群 縄文時代土器片、 古墳時代の埴輪、 古代 3 群馬県立が んセ ン タ ー緩和ケ ア
（外構） の瓦塔等 病棟外構工事

前橋城遣跡 江戸時代の土器 ・ 陶磁器 ・ 木器 ・ 金属器 ・ 71 前橋地方合同庁舎整備骨

高崎城遺跡 近現代の陶磁器 ・ 瓦 3 前橋地家裁高崎支部庁舎耐震改
修等

987箱
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保存 処 理室 の仕 事

対 象 作 業項目
金 属製 品 金属製品ク リ ー ニ ン グ作 業
金 属製 品 脆弱金属製品含浸強化処 理
金属製品 他 X線写真撮影
木 製 品 木製品実測 ・トレー ス
木 製 品 プ レパ フ ー ト作成
木 製 品 真空凍結乾燥 処 理
木 製 品 樹種 同定作 業
土 器 脆弱 土器強化処 理

石 製 品 脆弱石製品強化処 理

写真 室 の仕 事 平成24年度幹線別撮影量

事業系統 I 国 土 交通省関 連 I 公共開発関 連 普及 事業関 連
2 , 023 

11 % 
9 , 087 

47 % 

発掘調査説 明 会等

遺跡名 等 期 間

笠松遺跡
平成24年5月 13日 （日 ）
10 : 00~ 1s : oo 

金井古墳群
平成24年6月 17日 （日 ）
10 : 00~ 15 : 00 

町民文化祭参加 平成23年11月 3 日 （木 ）

平成24年12月 12日 （水 ）
金井東裏遺跡 10 : 00~ 15 : 00 

金井東裏遺跡 平成25年 3 月 3 日 （日 ）～
「 よ ろ いを着た古
墳人」 特別 公開

平成25年 3 月 8 日 （金 ）

5 , 148 
27 % 

場 所

笠松遺跡現地

金井古墳群 現地

長野原町立
若人の館

金井東裏遺跡現地

公益財団 法人
群馬県 埋蔵文化財
調査事業団

参加者

330人

223人

378人

2 , 635人

8 , 306人

その他

遺跡数

2 ,923 
15 % 

概

26 
3 
4 
3 
3 

20 
6 
8 
2 

要

点 数
711 

5 
49 
23 
21 

3 23 
117 
， 

2 

計
19 , 181 

古代の新田郡衝 と東山 道駅路・下新田
ルー トの一部 と、 出 土遺物の公開。
2 基 の古墳の石 室や墳丘 の構築 状態や
出 土遺物の公開と説 明。
八 ッ 場ダム建 設関 連。 町民文化祭に併
せ発掘調査のパネルや遺物の展示。 勾
玉作り体験学習 を実施。
古墳 時代後期 に 噴火 し た榛 名 山 の火山
灰 の下から発見さ れた 「甲を着た古墳
人」 と周 辺出 土遺物の公開。

金井東裏遺跡から出 土 し た甲着装人骨
（甲 1)、 矛、 鉄鏃を 公開。

金井東裏遺跡発掘調査説明会 「よ ろ いを着た古墳人」 特別公開

22 
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III 研 究 活 動 概 要

1 職員 自 主研究活動指定研究

平成23年度の職員 自 主研究活動事業の指定は下 記 の 4 件であった。

No . 氏 名 研 究 課 題
1 飯 森 康 広 富岡市・甘楽郡地域城館の縄張研究

2 笹 澤 泰 史 古代群馬の鍛冶技術の変遷

3 長 谷 川 博 幸 古墳時代前期赤城山南麓におけ る土器交流につい て

4 飯 島 義 雄 利根川 ・ 渡良瀬川間の用水遺構の研究

23 



w 各遺跡の調査概要
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1 王久保遺跡
2 新田上遺跡
3 上細井中 島遺跡
4 上細井蝉山遺跡
5 引切塚遺跡
6 青柳宿上遺跡
7 川端根岸遺跡
8 川端山下 （道東） 遺跡
9 関根細 ヶ 沢遺跡
1 0 関根赤城遺跡
1 1 林宮原遺跡
1 2 町遺跡

平成24年度 調査遺跡位置図

1 3 上原 I 遺跡
1 4 三平 1 遺跡
1 5 米野芦沼遺跡
1 6 金井東裏遺跡
1 7 東上之宮遺跡
18 南玉二丁町遺跡他
1 9 関遺跡
20 上武土 ・ 堀北遺跡
21 宗高南遺跡
22 本郷畑内遺跡
23 新町戸崎遺跡
24 下郷古墳群

25 深沢 I I 遺跡
26 田谷遺跡
27 石神遺跡
28 笠松遺跡
29 寺中遺跡 ・ 上宿遺跡
30 前六供遺跡
31 間之原遺跡 ・ 間之原東遺跡
32 宇貫北沖遺跡
33 金井古墳群
34 高林西原古墳群
35 前橘城遺跡
36 高崎城遺跡

24 

谷/II岳（
―i (

三：し」］］ ：
／
） 

\?(
J

11 / 

11 
13 14

＼ へ： ノ
J

r

赤
：山

浅 間

山

］ ＼＼ ＼＼＾＾＼＼ 33 ● 1 8:21//

/

m (
/ 

＼＼ -三\\j`i/]口��•21 � 2; 
4 
．． 

26 

白 根

山

/
’
 

\\ 



お う く ぼ

1 王久保遺跡

所在地 前橋市上細井町

担当者 木津博明 ・ 笹澤泰史

遺跡の立地
たつ く ちかわ

遺跡は、 前橋市北部、 赤城山南西麓の竜の口川の

東側の台地上に位置する。 東側には上町遺跡、 西側
しんでんかみ

には竜の口川を隔 てて新田上遺跡が位置してい る。

標高は、 およそ1 43 m である。

調査の概要

本調査は、 一般国道1 7 号（上武道路） 改築事業に伴

う発堀調査で6 42 団 を対象とした。 平 成21 年 度に行っ

た調査区 (1 区～ 4 区） の南側 (5 区） を調査し、 王久

保 遺跡の全ての調査が終了 した。 ま た、 今年 度は、

整 理 事業も並行して実施しており、 報告書を刊行し

た。

旧石器時代 確認調査の結果、 選構 ・ 遺 物 は検出

されなかっ た。

奈良時代 竪穴住居跡 l 軒、 粘土採掘坑1 基を調

査した。 粘土採掘坑は、 調査区内南端で発見された

が、 さらに南側の調査区外へ延びている。 採掘され

た粘土は、 竪穴住居跡のカ マ ド構築材の粘土と同質

であるので、 その採掘が目的の一つにあっ たと考え

られる。

平安時代 竪穴住居跡 4 軒、 鍛冶工房跡 l 軒、 土

坑 4 墓を調査した。 鍛冶工房跡は、 竪穴住居跡より

新しい遺構である。 鉄製品の出土はなかっ たが、 鍛
ふいご

造剥片が多数出士 した。 このほ かに輔の羽 口片が出

土 した。 竪穴住居跡は、 いずれも横長 の長方形を呈

す る形状を呈し、 カ マ ド を東側に備える構造である。

竪穴住居跡は、 8 世紀から 9 世紀中頃である。

中世 柱穴48 基を調査したが、 調査区内に散 在す

る状態のため、 建物 の復元はできなかっ た。

（木津博明）

国土地理院 5 万分の 1 地形図 「前橋」使用

奈良時代 粘士採掘坑（北か ら）

平安時代 重複竪穴住居跡全景 （南西か ら）

平安時代 鍛冶工房跡全景 （北東から）
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し んでんかみ

2 新田上遺跡

所在地 前橋市上細井町

担当者 木津博明 ・笹澤泰史

遺跡の立地
たつ く ちかわ

遺跡は、 前橋市北部、 赤城山南西麓の竜の口川 と
かんのんがわ

観音川に挟ま れた、 赤城白川扇状地の扇端部に位置

する。 標高は、 およそ143 m である。

調査の概要

調査は、 一般国道17号（上武道路） 改築事業に伴う

発掘調査で10 ,328 rrlを対象 と した。

旧石器時代 調査を行ったと ころAs-Okl~ As-BP

の間 から、 7 カ 所の石器集中部（ナイ フ型石器・削器・

縦長剥片・石核） を確聡した。

縄文時代 竪穴住居跡20 軒（前期 3 軒・中期1 5軒・

後期 2 軒） 、 土坑28 9 基、 配石遺構 2 カ 所を調査した。

中期の住居・遺 物 が中心であり、 石器・土器が多数

出土した。

弥生時代 中期の土坑 4 基を調査した。 赤城南麓

地域では、 希少な調査例である。

古墳時代 竪穴住居跡1 軒、道1 条を調査した他、

土師器等の土器類が出土した。

奈良 ・ 平安時代 竪穴住居跡32 軒、 竪穴状遺構1 9

基、 掘立柱 建物 3 棟、 溝 9 条、 道跡5 条、 土坑3 72

基を調査した。 竪穴住居跡は、 遺 存状態が良好で、

規模が大きく深い。 道跡は、 2 条の溝に挟ま れた部

分 が路面 と して使用 されてい る。 9 世紀後半から10

世紀後半頃の間 、 3 時期に渡り修築され、 長期間に

渡り、 維持管理 されたこと が判明 した。

中世 土坑74 基を調査した。

近世 溝 3 条、 土坑5 基を調査した。 建物 の坪詰

礎を検出 した。 陶磁器が少量出土し、 ま た古銭の天

保通宝も見つかった。

（木津博明）

26 

国土地理院 5 万分の 1 地形図 「前橋」使用

縄文時代 竪穴住居跡全景 （西か ら ）

弥生時代 土坑全景（北か ら ）

平安時代 溝全景（西か ら）



かみほそ い な か じ ま

3 上細井中 島遺跡

所在地 前橋市上細井町

担当者 木津博明・笹澤泰史

遺跡の立地
かんのんがわ

遺跡は、 前橋市北部、 赤城山南西麓、 観音川の西

の台地上に位置する 。 東側に、 観音川を隔てて新田

上遺跡が、 西側に浅い谷地を隔てて、 蝉山 遺跡が位

置してい る 。 標高は、 およそ143 m である 。

調査の概要

調査は、 一般国道17号（上武道路）改築事業に伴 う

発掘調査である 。 平成21年度調査に引き続き、 未収

用地であった8 09 団を調査した。

旧石器時代 確認調査を実施したが、 遺構・遺 物

は発見されなかった。

縄文時代 第1 面 では、 竪穴住居跡1 軒、 土坑42

基を調査し、 中期の土器・石器も出土 した。 第 2 面

では、 早期後半の遺 物包含層の調査を実施した。 早

期の遺 物 包含層は、 調査区の北側へ更に広がる こと

を確認した。

近世 溝1 条を調査した。

（木津博明）

国上地理院 5 万分の 1 地形図 「前橋」使用

縄文早期の土器（南東か ら ）

第1面（縄文時代中期）全景 （東か ら ）

-· 
� 、 · 』 .

第2面（縄文時代早期） 遺物出土状況（西か ら ）
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かみほそ い せみやま

4 上細井蝉山遺跡

所在地 前橋市上細井町

担当者 木津博明 ・笹澤泰史

遺跡の立地
かんのんがわ

遺跡は、 前橋市北部、 赤城山南西麓、 観音川の西

の台地上に位置する。 東側に上細井中 島 遺跡、 西側

に山王 ・柴遺跡群 が位置 し てい る。 標高は、 およそ

14 3m である。

調査の概要

調査は、 一般国道1 7 号 （上武道路） 改築事業に伴う

発掘調査である。 平 成21年度の調査に引き続き、 末

収用地であっ た21 rrl を調査し た。

平安時代 溝と判断される落ち込み1 条を調査 し

た。 調査範囲が狭い ため、 遺構の全容は不明 である

が、 溝の一部であると判断 し た。 少量の土師器が出

土 し た。

（木津博明）

28 

国士地理院 5 万分の 1 地形図「前橋」使用

調査区設定 （西か ら ）

調査風景 （西か ら ）

溝状遺構全景（西か ら）



ひ き き り づか

5 引切塚遺跡

所在地 前橋市青柳町地内

担当者 杉山秀宏・長澤典子

遺跡の立地

遺跡は、 赤城山 の南麓、 白川の右岸の扇状地上に

ある。 県道津久田停車場前橋線を境に東側の引切塚

遺跡と西側の青柳宿上遺跡に分 かれてい る。 標高は

およそ9 0m である。

調査の概要

調査は、 一般国道1 7 号（上武道路）改築事業に伴う

発掘 調査で、 2 , 06 4 rrl を青柳宿上遺跡と併行して調

査を行った。

縄文時代 縄文時代早期の遺 物包含層が洪水層下

から確認され、 180 点前後の土器・石器が出土した。

縄文時代晩期の土器が旧河道跡から出土し、 県道を

挟んで西側に存在する青柳宿上遺跡にも連続するこ

とが確認されてい る。

弥生時代 長方形平面で長辺が5 mの竪穴住居跡

と、 方形平面で1 辺が 7 m ある大形の弥生時代から

古墳時代にかけての竪穴住居跡が確認された。

古墳時代 径 3 m 、 深さ1 . 5 m の井戸が確認され

た。 出土遺 物 から古墳時代の遺構と考え られる。 他

に土坑が 2 基、 溝が1 条検出された。

（杉山秀宏）

国土地理院 5 万分の 1 「前橋」使用

赤城白川 （左側） と 引切塚遺跡

縄文時代 早期遺物出士状況

古墳時代 竪穴住居跡
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あおやぎしゅく う え

6 青柳宿上遺跡

所在地 前橋市青柳町地内

担当者 杉山秀宏・長澤典子

遺跡の立地

遺跡は、 赤城山の南麓、 白川の右岸の扇状地上に

ある。 県道津久田停車場前橋線を境に西側の青柳宿

上遺跡と東側の引切塚遺跡に分かれてい る。 標高は

およそ9 0m である。

調査の概要

調査は、 平成24年度一般国道1 7 号（上武道路） 改築

事業に伴う発掘調査で、 l l , 5 13mを対象と し た。

旧石器時代 調査地南西部分から剥片が数点出土

し た。 周 辺を拡張 し たが、 広がりは認められな かっ

た。

縄文時代 洪水層 により覆わ れた縄文時代早期の

遺 物 包含層を確認 し 、 東接する引切塚遺跡同様の成

果が得られた。 長辺約 3 m の隅丸長方形の竪穴住居

跡も 1 軒検出された。 柱穴や炉は確認されてい な い 。

浅い 土坑の壁面に板状礫を並べた状態の集石遺構が

複数確認された 。 礫の表面が被熱するものが多 い こ

とから、 屋外炉と考えることができる。 縄文時代晩

期の遺 物 が、 引切塚遺跡から連続する旧河道より出

土 し てい る。

古墳時代 後期6 世紀代竪穴住居跡が中心である。

平面形は方形及び長方形で、 一辺 3 m の小形、 4 m

~5 mの中形、 6 mの大形の 3 種類に分けることが

できる。 カ マ ド の向きは、 北 東方向を向くものが 9

割を占め、 一部に西向きのものがある。 幅約 l m~

2 m 、 深 さ約0 . 7 m~ l m の溝が丘陵状の地形の縁

辺に確認された。 用水路の機能を持つ ものと考えら

れる。 尚、 旧河道付近には、 川原石を集 め割れた土

器や焼土が集中する集積遺構が検出された。 古墳時

代の祭祀遺構の可能性がある。

（杉山秀宏）
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国土地理院 5 万分の 1 「前橋」使用

縄文時代 早期竪穴住居跡遺物出土状況

縄文時代 早期集石遺構

古墳時代 溝全景



かわばた ね ぎ し

7 川端根岸遺跡

所在地 前橋市川端町

担当者 木津博明・麻生敏隆・長澤典子・飯島義雄

遺跡の立地
おおせきかわ も も

遺跡は、 前橋市北部、 赤城山南西麓の大堰川 と 桃
の き がわ

ノ 木川 に挟 ま れた低地にある。 標高は、 お よそ12 6

m である。

調査の概要

調査は、 一般国道17 号 （上武道路） 改築事業に伴う

発掘調査で、 1 6 ,000 rrlを調査した。 調査区は、 市道

や水路の区画等に従い 、 A 区～ F 区 と 称した。

弥生時代 E 区より中期中葉の土器が出土 した。

古墳時代 溝 9 条、 水田 2 面 (5 世紀洪水層下水

田跡、 As-C下水田跡） を調査した。

平安時代 竪穴住居跡 4 軒 、 溝 l 条、 土坑10 基を

調査した。 溝は、 大堰川から引水を目的に構築さ れ

た灌漑用水と考えられる。 少量であるが、 9 世紀前

半頃の土師器杯が出土してい る。 竪穴住居跡は、 カ

マ ド を南東隅に備える構造で、 時期は10 世紀末頃で

ある。

中世 竪穴状遺構 7 軒、 掘立柱建物 2 棟、 溝3 7 条、

道跡 l 条、 土坑1 ,0 86 基、 水田1 面 を調査した。 出

士 遺 物 は、 軟質陶器内耳鍋・播鉢・土師質士器皿・

瀬戸焼瓶子・青磁などである。 方形区画を構 成 する

城館跡の外堀 と 内堀 を確認 した。 外堀は南 北 に約

100 m 、 内堀 は南北約6 5 m 、 東西約50 m を測 る。 内

堀に囲 ま れた内郭から多数の柱穴跡を検 出 したが、

確認できた掘立柱建物跡は、 1 棟のみ であった。 ま

た、 内堀の一部分から鉄滓、 羽 口 、 および荒砥石 が

出土した。 こ のこ と から、 利器（刀 等） を製作した鍛

冶工房が存在 したこ と がうかがえる。

近世 E 区の旧細 ヶ 沢川河道縁辺部で馬歯がま と

ま った状態で5 カ 所から出土した。 何らかの祭祀が

行わ れた可能性が考えられる。

（長澤典子）

国土地理院 5 万分の 1 地形図 「前橋」使用

古墳時代 洪水層下水田跡（南東か ら）

古墳時代 溝全景（北か ら ）

近世 馬下顎部（西か ら ）
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かわばたや ま し た み ち ひがし

8 川端山下 （道東） 遺跡

所在地 前橋市川端町

担当者 木津博明・麻生敏隆・長澤典子・飯島義雄

遺跡の立地
おお

遺跡は、 前橋市北部、 赤城山西南麓に位置し 、 大
せきかわ も も の き がわ

堰川 と桃ノ木川 に挟ま れた低地にある。 調査区 中央
こ ま か ざわかわ

には、 1日細 ヶ 沢川 の流路が推定される。 標高は、 お

よそ12 7 m である。

調査の概要

調査は、 一般国道1 7 号（上武道路） 改築事業に伴う

発掘調査で、 2 ,2 7 9 rrl を調査 し た。 調査区 は、 市道

や水路の区画等に従い 、 A · B 区と呼称 し た。

平安時代 竪穴住居跡1 軒、 溝1 条を調査 し た。

中世 竪穴状遺構1 基、 溝 2 条、 土坑 2 基地下式

土坑 2 墓を調査 し た。 室町時代の溝から軟質陶器製

の燭台、 地下式土坑か らは、 太 刀 の銅製足金 物 （帯

取り金具） が出土 し た。 燭台は出土例が少 なく、 特

殊な遺構が存在し たと考えられる。 調査区の北接部
と う ふ く じ

周 辺には、 「東福寺」の存在が地元の口伝に残ってお

り、 関連性が推測される。

近世 溝1 条 を調査 し た。 出土遺 物 は、 陶磁器、

焙烙などである。

（長澤典子）
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国土地理院 5 万分の 1 地形図「前橋」使用

2 号溝全景 （西か ら ）

1 号地下式土坑全景（西か ら）

4 号溝全景 （南西か ら ）



，

 

せ き ね こ ま か ざわ

関根細 ヶ 沢遺跡

所在地

担当者

前橋市関根町細 ヶ 沢

新井 仁 ・ 久保 学・ 笹澤泰史・ 相京健史

遺跡は前橋市北部、 赤城山麓南西
も も の き がわ

端部に位置する。 周 辺に は南東流する桃ノ木川と南
こ ま か ざわかわ

流する細 ヶ 沢川があり、 この 2 つの河川 に より形 成

遺跡の立地

された自 然堤防上に立 地 してい る。 標高は約130 m

である。

調査の概要

調査は一般国追1 7号（上武道路） 改築事業に伴う発

掘調査で、 9 ,303 rrlを調査した。

国土地理院 5 万分の 1 地形図 「前橋」使用

古墳時代

平安時代

4 区 ・5 区のAs-C混土上面で水田を検

出した。 上層 に は榛名山ニ ッ 岳の噴火を起源とする

数回 の土石流が厚 く 堆積してい た。 水田は畳 l 畳未

満～ 3 畳ほ どの小区画水田で、 残存状態は良 く 、 ほ

ぼ全域で畦畔や水口 などを確詔することができた。

竪穴住居跡1 55軒、 土坑338 韮、 溝3 4 条、

製鉄炉 3 基等を調査した。 竪穴住居跡はほ ぼ10 世紀

代で、 そのほ とんどは重複 してお り、 短期間 に 建て

替えが行わ れたと考えら れる。 焼失住居が 4 軒あり、

炭化材の遺存状態が良好で、 上屋構造や建部材等に

つい ての良好な資料が得 ら れた。 竪穴住居跡から は

土師器や須恵器の他に 多数の灰釉陶器が出土し、 緑

釉陶器も数点出土 してい る。

態が良好で、 近 く に は鍛冶工房跡もあり、 古代の鉄

生 産から 鉄器製作ま でを行っ てい た様相を明 ら かに

することができた。

中 ・ 近世

3 基の製鉄炉は残存状

1 区 ・ 2 区 ・ 4 区 ・5 区 で耕 作 痕 を

検 出 した。 平面形は半月 形 で、 幅約1 7 cm、 深 さ約

1 2cm、 断面は三角 形で深 く 耕作されており、 埋土中

に はAs-Bが混入してい る。 方向が一定でない ことか

ら 、 As-B降下後に 開墾ま たは復旧が行わ れた作業痕

跡である。

調査区全景（南東か ら ）

2 号製鉄炉（東か ら）

（久保 学）

4 区耕作痕跡（南か ら）
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せ き ね あ か ぎ

1 0  関根赤城遺跡

所在地 前橋市関根町赤城東

担当者 久保 学 ・相京建史

遺跡の立地

遺跡は赤城山麓南西端部、 前橋市北部に位置する。
も も の き がわ こ ま か ざわかわ

周 辺には南東流する桃ノ木川 と 南流する細 ヶ 沢川が

あり、 こ の 2 つの河川に挟ま れた北 と 南 東方向に緩

や かに傾斜する自 然堤防上に立地 し てい る。 標高は

約130 m である。

調査の概要

調査は一般国道17 号（上武道路） 改築事業に伴う発

掘 調査で、 1 ,3 6 9 rrl を調査 し た。 主要な遺構は平 安

時代である。

古 墳 時 代 東端地 点 で狭 い 範 囲 で あ っ た が、

Hr-FA下の畠を検出 し た。 畝間にはHr-FAの堆積が見

られた。

平安時代 調査区全体から10 世紀代の竪穴住居跡

を検出 し た。 竪穴 住居跡3 9 軒、 土坑10 1 基、 溝12 条

等を調査し た。 竪穴住居跡平面は方形で、 小型のも

のから大型のものま で多様である。 そのほ と んどは

重複 し てお り、 短期間に建て替えが多く行 わ れてい

たと考えられる。 カ マ ド の多くは南東寄 りに位置し

ており、 石組構造をもつものが主である。 竪穴住居

跡からは土師器や須恵器の他に多数の灰釉陶器が出

土 し てお り、 緑釉陶器も数点出土 し てい る。 遺跡西

端部では、 北に向 かう緩や かな傾斜地でAs-B混土層

下から畠を検出 し てい る。

中 ・ 近世 溝 7 条、 土坑15 基等を調査 し た。 溝の

ほ と んどは東西 ま たは南北に延び、 直交する例が多

い 。 中には箱薬研 の形状を持つ溝もあり、 区画溝の

可能性が考えられる。 周 辺には「 関根の寄居」 や 「金

山城」 もある こ と から、 関連 も考 える必要がある。

他に火葬墓 3 基を検出 し た。

（久保 学）
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国土地理院 5 万分の 1 地形図 「前橋」使用

Hr-FA下畠全景 （南か ら ）

平安時代 竪穴住居跡全景（西か ら ）

2 区全景 ・ 奥の林が「関根の寄居」 （東か ら ）



はやしみやは ら

1 1  林宮原遺跡

所在地 吾妻郡長野原町大字林字宮原

担当者 山 口逸弘・黒澤照弘

遺跡の立地

遺跡は、 吾妻川最上位段丘上面に位置し、 南側へ

の緩や かな斜面地にある。 調査区南側は段丘崖が展

開 し、 下位段丘面との境となってい る。 北側は山地

斜面が東西に迫るが、 斜面裾野には王城山神社があ

る。 標高 は620 m前後、 吾妻川河床からは約80 m の

比高差を測る。

調査の概要

調査は、 八ッ場ダム建設工事に関連する町道建設

に伴い発掘調査が行わ れた。 当初、 西側用地42 orrl

が対象であったが、 東側用地の伐採後の試掘によっ

て、 遺構の広 がりが確認されたため東側用地4 3orrl

を新たに加えて行った。

検 出 された遺構 は、 土坑1 5碁、 ピ ッ ト1 72 墓 が検

出された。 竪穴住居跡など他の遺構は無かった。

中近世 柱穴はその配列から、 6 棟以上の掘立柱

建物跡になることが確認できた。 このうち1 号建物

跡は、 柱穴の深さが l mを測り、 軸 長 も10 m を超え

るなど規模の大きな建物跡である。 ま た、 1 号建物

西側の柱穴底面には、 湧水によるためか柱材の一部

が遺存 してい た。 確認された6 棟の掘立 柱建物跡に

は重複も見られ、 おそらく数回の建て替 えが行 わ れ

たものと思 わ れる。 揺立 柱建物跡からの出土遺 物 は

少量であるが、 柱穴内より内耳土器片や円弾が出土

したことから、 時期を中世と判断した。

土坑は、 陥穴状土坑や墓坑を調査した。 遺構密 度

は低く、 重複も少ない 。 陥穴状土坑は古代～ 中世、

土坑は古代～近世のものと思 わ れる。 土坑のうち 3

基は墓坑で、 人骨が出土してい る。

（黒澤照弘）

国士地理院 5 万分の 1 地形図「草津」使用

柱穴群出土状況（東か ら）

1 号建物跡（東か ら ）

1 号建物跡 柱穴柱材出土状況
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ま ち

1 2  町遺跡

所在地 吾妻郡長野原町大 字長野原字町

担当者 山 口逸弘 ・ 黒澤照弘

遺跡の立地
し ら すながわ

遺跡は、 吾妻川と白砂川の合流点の北西、 吾妻川

左岸の中位段丘面に位置する。 北側に山地地形が東

西に連続 し、 長野原城が占地する。 標高は約61 0m

前後 である。

調査の概要

調査は、 八ッ場ダム 建設工事に関連する県道 建設

に伴う発掘 調査で、 4 ,483 m を調査した。 昨年度、

調査区北 東部を調査しており、 今年度は残 りの対象

地の調査を行 っ た。 遺構の確認は、 天明泥流（1 783年）

を除去した面で行 っ た。 主な遺構は建物跡と畑跡で

ある。

近世 建物跡は調査区西端 で 1 棟が確認された。

板間の一部 のみの検出に止 ま っ たが、 大 引 や根太、

床板ま でもが残存 しており、 良好な追存状態であっ

た。 出土遺 物 も、 床板下を中心に団扇や扇子、 下駄、

横笛、 漆椀など脆弱な木製品や漆製品な ど が集 中 し

て見られた。 本遺跡は、 泥流下でかつ湧水が近接し

てい たため、 脆弱な遺 物 も良好に遺 存 したものと思

わ れる。 ま た、 建物跡と堆積泥流の様相 から、 天明

泥流は数波に分 かれ、 建物 を倒壊させたと観察され

た。 なお、 礎石下の調査を行 っ たが、 天明期 以 前 の

建物跡の痕跡は見出せなかっ た。

畑跡は、 一部が天明泥流により壊されてい たが、

畝間溝にはAs-Aが良好に堆積してい た。 地形に沿っ

て、 各所に石垣や段差を設けた畑跡である。 この畑

跡上面には、 木製品や建築材が散 乱してい た。 これ

らは、 西端 の建物跡周辺から天明泥流により流下し

た遺 物 と思 わ れる。

畑跡下からは、 鍛冶に伴う鉄滓や鍛造剥片、 羽 口

や鉄製品が出士した。 時期は伴出 した陶磁器から近

世前半～中頃と思 わ れ、 天明期以 前、 近隣で鍛冶生

産が行わ れてい たものと考えられる。 （黒澤照弘）
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国土地理院 5 万分の 1 地形図「草津」使用

天明泥流下畑跡（北西か ら）

1 号建物跡（南西か ら）

1 号建物跡 横笛出土状況



う え は ら

1 3  上原 I 遺跡

所在地 吾妻郡長野原町大字林字上原

担当者 山 口逸弘・黒澤照弘

遺跡の立地

遺跡は、 吾妻川左岸最上位段丘面に位置する。 周

辺は扇状地状の地形で、 緩や かな南斜面が広 がる。

周 辺遺跡の密 度は濃く、 林花畑遺跡、 林中原 I • II 

遺跡、 上原w遺跡などが調査され、 縄文時代～古代、

中近世に至る遺構・遺 物 が検出されてい る。 標高は

約640 m 前後である。

調査の概要

調査は、 八ッ場ダム建設工事に関連する町道及び

造 成 地建設に伴う発掘調査で、 1 ,3 92 rrl を調査した。

西側隣接地におい ては、 土地改良事業により、 長野

原町教育委員会が発掘調査を行ってい る。

発掘調査により 2 面の遺構面が確認された。 第1

面 は、 黒色土上層 で、 平安時代の竪穴住居跡 4 軒、

陥穴11 基などが確認された。 第 2 面は、 第1 面より

l m程掘り下げ、 黒色土下層～ロ ーム漸移層 で行っ

た。 主に縄文時代前期の集落跡が調査対象となり、

竪穴住居跡8 軒などを検出 した。

縄文時代 縄文時代前期初 頭 の竪穴住居跡8 軒

は、 埋没谷を囲むように確認された。 不 整 円形～不

整楕円形の平面形を呈 し、 炉は地床炉である。 柱穴

配置の規則性は認められなかったが、 炭化材が残存

するピ ッ ト も見られた。 出土遺 物量 は多く、 土器は

羽状縄文を施し胎土に繊維を含む特徴を有す。 石器

は、 押圧剥離を施す小型石器とともに、 黒曜石製の

石鏃が多 い 。 一方、 打製石斧の出土量が少なかった。

平安時代 竪穴住居跡 4 軒のうち 2 軒が建て替え

に伴う重複住居跡であり、 南東側 カ マ ド と北側カマ

ド を検出 した。 住居跡の年代は出士土器から、 9 世

紀後半代にみられる。 陥穴は調査区東側の埋没谷の

谷頭周 辺に集中 してい た。 深さ 2 mを超える例が多

く、 その立地から、 谷頭にある湧水点に集 ま る獲 物

を狙った設営とも思 わ れる。 （黒澤照弘）

国土地理院 5 万分の 1 地形図 「草津J使用

縄文時代 前期初頭竪穴住居跡群（北西か ら ）

6 号竪穴住居跡縄文土器出士状況（南か ら ）

重複する 平安時代竪穴住居跡（西か ら ）
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さ んだいら

1 4  三平 I 遺跡

所在地 吾妻郡長野原町大字川原畑字三平

担当者 山 口逸弘・黒澤照弘

遺跡の立地

遺跡は吾妻川左岸最上位段丘面にある。 周 辺は緩

やかな南斜面だが、 調査区東側は急斜面地形 と なり
あなやまざわ

穴山沢に至る。 調査区の70 m西には平成1 6 • 1 7年度

に調査し た三平 I 遺跡90 区がある。

調査の概要

調査は、 八ッ場ダム建設工事に関連する県道建設

に伴う発掘調査で、 3 ,120 m を調査 し た。 9月 に調

査着手 し たが、 上原 I 遺跡の調査のため10 • 11月 の

間を中断 し 、 12月 より調査を再 開 し た。

遺跡の西側は黒色土の堆積が厚いため、 調査区西

半は2 面調査 と なり、 黒色土上層 と ロ ーム漸移層 の

2 回に分けた調査と なった。 遺構は、 1 面 目 の調査

でおよそ検出された。 竪穴住居跡 3 軒、 土坑21 基、

陥穴1 9 基、 掘立柱建物跡1 棟などを確 認 し た。

縄文時代 調査区西側で、 縄文時代早期～前期の

遺 物 が集中的に出土 し た。 量的には少ない が、 早期

の押型文系土器片は同一個体が含 ま れ、 貴重な資料

である。

平安時代 竪穴住居跡 3 軒は、 調査区西側に集 中

する傾向が見られ、 集落跡は西側の区域外に延びる

ものと と らえられた。 出土土器から、 3 軒 と も 9 世

紀後半代に比定される。

陥穴は調査区全域にま ばらに検出された。 長軸方

向 や規模などから、 幾つ かのま と ま りが予想され、

地形に沿った設営方法が確認できた。

近世 掘立柱建物跡は、 柱穴から出土 し た陶磁器

から近世に比定 し た。 調査区南側で長軸を東西に持

ち 、 柱穴で構 成 される建物跡である。

（黒澤照弘）
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国土地理院 5 万分の 1 地形図「草津」使用

遺跡全景（北西か ら ）

平安時代 竪穴住居跡（東か ら ）

陥穴 （南か ら ）



こ め の あ し ぬ ま

1 5  米野芦沼遺跡

所在地 前橋市富士見町

担当者 麻生敏隆

遺跡の立地

遺跡は赤城山南東麓の南西に向 かって樹枝状に延
ほつ け ざわがわ

びた台地の頂部に位置する。 東は法華沢川 により
たちばながわ

深い 谷が形 成 されており、 西 は 橘 川やその支流に

よって数条の谷筋が入 り込 ん でい る。 標高は22 5m

~22 6 m である。 現在の河床からは約10 m~15m の

比高差である。

調査の概要

調査は、 平成2 4年7月1 日 から 7月31 日 ま で実施

した。 発掘調査面積は210 rrl である。

縄文時代 沢に向 かって傾斜する遺跡の西 端 で

は、 中期後半の竪穴住居跡1 軒が検出された。 南側

半分 が調査区外であるが、 円形の形状であると考え

られる。 掘り込みは浅く、 北側の壁だけが明確に残っ

ており、 すり鉢状に緩やかに立ち上がってい る。 炉

跡は確認されなかった。 この他に縄文時代中期前半

の陥穴 2 基が確認され、 前期から中期にかけての土

器と打製石鏃などの石器が出土してい る。

古代 9 世紀 中 頃 の竪穴住居跡1 軒 が検 出 され

た。 カ マ ド は東壁のほ ぼ中央に付設されてい る。 掘

り込みは浅く、 北壁の大半と南壁は調査区外に延び

る。 その他に、 土坑1 基が検出 されてい る。

中近世 土坑5 基・ピ ッ ト8 基が検出された。 掘

立柱建物 の柱穴と考えられるピ ッ ト が確認され、 江

戸時代前期以前の建物 の存在をうかがわせる。 この

時期の遺 物 として、 在地系の屠篠 ． 鍋 などの土器、

鉄製品などが出土してい る。

（麻生敏隆）

国土地理院 5 万分の 1 地形図 「前橋」使用

遺跡全景（西か ら ）

縄文時代 中期竪穴住居跡 （北か ら ）

平安時代 竪穴住居跡全景（西か ら ）
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かな い ひがし う ら

1 6  金井東裏遺跡

所在地 渋川市金井

担当者 友廣哲也・杉山秀宏・山 中 豊 • 宮下 寛

遺跡の立地

遺跡は、 吾妻川右岸の台地上に立地 し てい る。 遺

跡か ら約 8 km南西 の位置に榛名 山 ニ ッ 岳 （1 , 34 3m )

があり、 標商は約228 m である。

調査の概要

調査は、 国道353号金井バイパス （上信 自 動車道）

の道路建設工事に伴う発掘調査である。 市道などを

調査区境として便宜的に1 区～ 7 区と呼称 し 、 調査

面積は6 , 338 m である。 調査区の状況にもよるが調

査面は 9 面 である。

縄文時代 2 区では直径約 l mの土坑群 と前期の

竪穴住居跡が1 軒検出された。 5 区では、 包含層か

ら遺 物 が多数出土 し竪穴住居跡は 8 軒検出され時期

は加曾利E式期段階である。 1 9 号竪穴住居跡か らは

縦約1 . 5m横約0 . 7 mの石 囲炉が検出され甕が埋 設さ

れてい た。

弥生時代 竪穴住居跡は5 軒検出され、 時期はい

ずれも後期である。 4 号竪穴住居跡は縦約 l l m 、 横

約6 . 5m の長方形 で大 規模 と なり、 壁周 溝 のほ か主

柱穴が 6 基、 床面からぱ炉が 3 韮検出された。

古墳時代 榛名 山ニッ岳 の火 山噴火によるHr-FP

約 2 m 、 Hr-FA約50 cmが堆積する。 Hr-FPを除去する

と1 区・2 区・4 区からは道と馬蹄痕が検出された。

4 区の31 号溝はHr-FAの火山灰や火砕流によって埋

没 し 、 小札甲 を着装 し た成 人男性の人骨 、 乳児頭骨、

小札甲1 領、 鉄鏃20 数本が出土 し 、 31 号溝の周 辺か

ら矛が出土 し た。 竪穴状遺構 2 基、 祭祀跡 2 カ 所、

5 世紀後半を中心とする竪穴住居跡は10 軒で、 周 堤

帯やカ マ ド 等の残存状態は良好であった。 3 号 ． 9

号竪穴住居跡は焼失住居 で 9 号竪穴住居跡は炭化し

た貯蔵穴の蓋、 垂木、 萱、 40 数個の桃の種が残存 し

てい た。

近世 昂耕作痕、 土坑や溝などが検出された。

（宮下 寛）
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国土地理院 5 万分の 1 地形図 「中之条」 「沼田」使用

5 区19号竪穴住居跡遺物出士状況（東か ら ）

4 区 9 号竪穴住居跡遺物出土状況（東か ら ）

4 区31号溝甲着装人骨出土状況（南か ら ）



ひがしかみ の みや

1 7  東上之宮遺跡

所在地 伊勢崎市東上之宮町

担当者 新井 仁 • 藤井義徳・小林 正

遺跡の立地

遺跡は、 利根川左岸の平坦地上にあり、 表士下に

は天明三（18 73 )年の浅閻山噴火に際に発生 し た泥流

が厚く堆積 し てい る。 標高は62 m 前後である。

調査の概要

調査は、 平成23年度国道3 54 号玉村伊勢崎バイ パ

ス社会資本総合整備事業（活力創出 基盤整備） に伴 う

発掘調査で、 14 ,338 団 を調査し た。 調査は前年度か

ら継続 し て行われたが、 古墳時代から近世ま での多

面におよび、 調査面は、 調査区によりやや状況は異

なるが、 延べ10 面となった。

平安時代以前 利根川寄りの1 区・ 5 区で、 洪水

層下から 4 世紀の竪穴 住居跡14 軒や畑を検 出 し た。

ま た、 同 じ洪水層上からは6 世紀前半から 9 世紀代

の竪穴住居跡88 軒を検 出 し た。

中世～近世初頭 l 区～ 3 区 ・ 5 区 で、 最高で四

時期の水田を検出 し た。 い ずれも後世の耕作により

水田面や畦畔の高ま りは削平され、 擬似畦畔や耕作

痕、 水田区画造 成 時に掘削された溝を確認するにと

どま った。 ま た、 1 区では掘立 柱建物 も確認 し たほ

か、 3 区も含めて人骨を伴 う 墓も確 認された。

近世 l 区 ・ 3 区 ・ 5 区の調査区にお い て、 As-A

に直接覆われた水田・畑・道路・溝、 墓地が良好な

状態で検出された。 水田面には稲株の痕跡や草取り

の際に残された足跡が残されてい た。 畑 は、 畝幅

50 cm~ 90 cm程の区画が合計16 筆検出 された。 ま た、

1 区 ・ 3 区 ・ 5 区の一部におい て、 これらの水田や

畑の下層 から灰褐色洪水砂に覆われた水田や畑が検

出 されたほ か、 この洪水層を攪拌 し た畑も確認され

た。

（小林 正）

国上地理院 5 万分の 1 地形図「高崎」使用

古墳時代 前期竪穴住居跡（南か ら ）

中世 墓（南か ら ）

江戸時代 田畑（北か ら ）

4 1  



なんぎょ く に ち ょ う ま ち な んぎょ く う めぼ り

18 南玉二丁町遺跡 ・南玉埋堀遺跡 ・
し た の み や な か お き し も の み や た か ま ま

下之宮中沖遺跡・下之宮高侭遺跡

所在地 玉村町南玉 ・下之宮

担当者 井川達雄・田村 博・飯島義雄・山下歳信

遺跡の立地

遺跡は、 利根川の南側、 玉村町南玉・下之宮に所

在する。 遺跡の北側が住宅地、 南側が耕作地となっ

ており、 標高は約6 5 m である。

調査の概要

調査は、 国道3 54 号線社会資本総合整備（活力創出

基盤整備） 事業（伊勢崎玉村BP) に伴 う発掘 調査で、

面積は1 9 , 730 団 である。 路線の而から南玉二丁町遺

跡、 南玉埋掘遺跡、 下之宮中沖遺跡、 下之宮高侭遺

跡である。

縄文時代 数点の遺 物 が出土したが、 遺構は確認

されなかった。

古墳時代 南玉二丁町遺跡 4 区 ・5 区、 南玉埋堀

遺跡 3 区の微高地において竪穴住居跡・土坑等が検

出 された。

奈良平安時代 南玉二丁町遺跡 3 区～5 区、 南玉

埋堀遺跡 4 区 ・5 区の微高地にお い て竪穴住居跡・

土坑等が検出された。 ま た、 南玉二丁町遺跡 4 区、

南玉埋堀遺跡1 区～5 区の低地においてAs-B下水田

が検出された。

中近世 下之宮高侭遺跡1 区に中世の館の土塁・

虎口が検出された。 南玉二丁町遺跡 4 区・5 区、 南

玉 埋 堀 遺跡 l 区～5 区、 下之宮高侭遺跡1 区 では、

中世からAs-A降下前後ま での溝・復旧坑・畑・道路

等が検出 された。 ま た、 南玉埋堀遺跡 2 区 ・ 3 区に

お い てAs-A泥流で埋没 した矢川 が確認 され、 右岸

寄 りの流路中 から下駄等の木製品や陶磁器が出土 し

た。

（田村 博）
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国土地理院 5 万分の 1 地形図 「高崎」使用

南玉埋堀遺跡 3 区 6 号竪穴住居跡（西か ら ）

南玉埋堀遺跡 3 区 4 号復旧坑（南か ら ）

南玉二丁町遺跡 5 区 4 号畑（西か ら ）



せ き

19 関遺跡

所在地 伊勢崎市本関町

担当者 友廣哲也・山 中 豊

遺跡の立地

遺跡は伊勢崎市を東西に走る北 関東自 動車道、 伊

勢崎イ ン タ ー チ ェ ン ジの南西1 kmに位置する。 大
かすかわ

間 々扇状地の西端部で、 南流する粕川の左岸に立地

する。 標高は約80 m である。

調査の概要

調査は平成24年度社会責 本整備総合交付金事業

（活力 基盤整備） 国道4 62 号 （ 本関拡幅） に伴う発掘調

査で、 4 ,2 9 5 rrl を調査 し た。 調査区内は粕川 の頻繁

な氾濫により、 何面にもわ たる洪水層 を確 認 し た。

このため調査は 3 面にわたり実施した。 調査区は南

北 に長 い ことから、 北 から 1 区～ 6 区に分割 し実施

し た。

古墳時代 As-C混土を耕作土とする水田を調査区

全域で検出 し た。 水田の畔の形状は地形の傾斜に対

応 し て、 耕作地の低い方向に水が落ち るような位置

に水口 を配置 し てい る。 ま た高低差が大きい 部分 で

は水田面 自体が水平に高低をもち 、 水が低い方向に

畔をオーバー フ ロ ーするような構造が見てとれた。

古墳時代～平安時代 竪穴住居跡は6 6 軒検出 し た

が、 一部の竪穴住居跡は洪水で覆われてい た。 6 世

紀から10 世紀代のものが存在し た。 ま た、 竪穴住居

跡の壁やカ マ ド を壊 し てい る。 土器片を含ん だ洪水

土の堆積を確認 し た。

平安時代～中近世 畠跡を確認 し た。 畠 は洪水に

よる士砂、 さらには洪水で流された軽石等で埋 没 し

てい た。 畠 の耕作痕は、 幅5 cm~30 cm、 深 さ 3 cm

~30 cmであっ た。

（ 山 中 豊）

国土地理院 5 万分の 1 地形図 「前橋」「高崎」使用

古墳時代 水田 （北か ら）

平安時代 竪穴住居跡（西か ら ）

平安時代 畠を切っ ている竪穴住居跡（南か ら ）

4 3 



かみ た け し ほ り き た

20 上武士 ・ 堀北遺跡

所在地 伊勢崎市境町大字上武士

担当者 齊藤利 昭 • 藤井義徳

遺跡の立地

遺跡は伊勢崎市の東部に位置し、 標高40 m前後の

利根川 中流北岸の沖積地にある。

調査の概要

調査は平成2 3年度主要地方道伊勢崎深谷線社会資

本総合整備（東毛広幹道【境工区】） 事業に伴う発掘調

査で、 1 , 339 m を調査した。 調査区 は 3 区 と 4 区に

分 かれ、 3 区は機械耕作により、 かなり攪拌されて

い た。 そのため遺 物 の出土量も少ない 。

縄文時代 3 区で5 基の土坑を検出 した。 6 号土

坑は、 袋状土坑と呼ばれる形状で、 縄文時代前期の

土器片が出土してい る。 3 区と 4 区に炉がなく、 柱

穴も不明瞭な竪穴住居跡もしくは、 大型土坑状の遺

構を確認した。

古墳時代 古墳時代前期の方形周 溝墓を2 基調査

した。 1 括は1 辺が1 5 mを超える大型のもので、 周

溝内 からは、 As-B下洪水堆積層下よりHr-FAが確認

された。 4 区の低地では水田が検出され、 畦畔下に

Hr-FAが確認された。 こ の洪水層下の水田 は古墳時

代と考えられる。

古代～中世 3 区の中央部を縦断する形で 3 号溝

が開削され、 後に l m近い 深さの薬研状の断面をも

つ並走する 2 条の溝が低台地を横断する形で開削さ

れてい る。 埋 没土 の半分近く砂層 の堆積が見られ、

水流があっ たこ とがうかがわ れる。 4 区の台地部で

方形区画状の浅い溝 2 条と谷内でAs-B下の洪水層を

掘り込む 3 条の溝を確認した。

（藤井義徳）
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国土地理院 5 万分の 1 地形図 「高崎」 「深谷」使用

縄文時代 6 号土坑（南か ら ）

古墳時代 2 号方形周溝墓（南か ら）

中世 3 区溝群（北か ら）



むねた かみなみ

2 1  宗高南遺跡

所在地 伊勢崎市平和町

担当者 田村 博・飯島義雄

遺跡の立地

遺跡は伊勢崎市平和町に所在 し 、 J R線・東武線
かすかわ

伊勢崎駅から約500 m 東側に位置す る。 粕川右岸の

伊勢崎台地上に立 地 し 、周 辺は市街地となってい る。

標高は約6 5mである。

調査の概要

調査は、 社会資 本整備総合交付金（街路） 事業（都）

3 . 4 .18 伊勢崎桐生線の道路建設工事に伴う発掘調査

で、 調査面積は7 39 mである。

縄文時代 数点の遺 物 が出土 し たが、 遺構は確認

されなかった。

古墳時代 調査区東側より竪穴住居跡4 軒 が検出

された。 い ずれの竪穴住居跡も残存状態は良好では

なく、 出土遺 物 も少ない 。 形態および出土遺 物 から

1 号 ・ 2 号竪穴住居跡は後期、 3 号 ・ 4 号竪穴住居

跡は 2 号竪穴住居跡に切られることから後期以 前と

考えられる。

中近世 溝 3 条、 道路 l 条、 粘土採掘坑 4 基、 井

戸1 基が検出された。 1 号道路は最下部に連続 し た

長楕円形状の凹みである波板状遺構をもち 、 北側に

は側溝もしくは区画溝と考えられる1 号溝が並行し

てい る。 この1 号道路・1 号溝は、 西は伊勢崎駅方

面 から、 東は天増寺橋 ・赤城神社方面へと向 かって

お り、 中世以降の重要な道路であった可能性がある。

2 号～ 4 号粘土採掘坑は1 号道路の路面を南側から

掘 り込んでおり、 一時期 、 道路 と し ての機能が停止

し てい た可能性も考えられる。 2 号・ 3 号溝は1 号

道路・1 号溝に直交す ることから、 同時期の区画溝

であったと考えられる。

（田村 博）

国土地理院 5 万分の 1 地形図「高崎」使用

古墳時代 2 号竪穴住居跡（南か ら）

中近世 1 号道路・ 1 号溝（東か ら）

中近世 2 号溝 ・ 1 号粘士採掘坑（南か ら）
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ほ ん ご う は た う ち

22 本郷畑内遺跡

所在地 高 崎市吉井町本郷大字畑内

担当者 関根懺ニ・津金澤吉茂

遺跡の立地
かぶら がわ

遺跡は、 鏑川右岸 の下位段丘 中 央 北 寄 りの標高

11 7 m付近に位置する。

調査の概要

調査は、 都市計画道路3 .3 . 2吉井北 通 り線街路事

業に伴う発掘調査で、 6 ,3 51 rrl を調査 し た。 調査対

象地は中央西寄 りの低地を挟んで西 調査区 と 東調査

区に分 か れてい た。 発掘 は幅員26 m 、 東西約3 50 m

と細長い範囲を長手方向に半裁 し 、 前半、 後半に分

け実施 し た。

弥生時代後期 ・古墳時代前期 弥生時代後期の竪

穴住居跡 l 軒 と 古墳時代前期竪穴住居跡 2 軒、 古墳

時代前期土器分布地点1 カ 所。 これらの遺構は、 西

側調査区で検出された。 古墳時代前期の竪穴住居跡

貯蔵穴内から、 台付甕等の土器 と 共に釧状土製品の

完形品が出土 し た。

古墳時代後期～奈良 • 平安時代 古墳時代後期か

ら平安時代にかけての竪穴住居跡数は6 2軒で、 その

分布は西側調査区では粗、 東側調査区西部分 で比較

的密に検出 された。 掘立 柱建物 は竪穴住居跡の分布

が粗になる場所で検出された。 竪穴住居跡は大きさ

が、 小形のものと 大形のものと 様々であるが、 古墳

時代後期 と 奈良時代のものの中には大形の竪穴住居

跡が確 認 できた。 カ マ ド は、 2 軒 のみ 北 カ マ ド で、

大半が東側に配置されてい た。 遺 物 のほ と ん どは、

土師器、 須恵器の破片であったが、 平安時代の竪穴

住居跡から石製丸靭や、 一部に赤色顔料の付着 し た

平瓦の破片も出土 し た。

近世 西 調査区の一角 で粘土採掘坑1 碁が検出さ

れた。 粘土の層 は20 cm~30 cmほ どと薄い状態 であっ

た。 覆土上層から馬歯が少量出土 し た。

その他 縄文時代の土器は風倒木痕に流れ込ん だ

ような状況で少量出土 し てい るが、 明確な遺構は確

認できなかった。 （関根慎二）
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国土地理院 5 万分の 1 地形図「富岡」使用

古代 竪穴住居跡（西か ら）

古代 掘立柱建物 （南東か ら ）

遺跡説明会（東か ら ）



し ん ま ち と ざき

23 新町戸崎遺跡

所在地 高崎市新町

担当者 齊藤利昭

遺跡の立地
あゆがわ

遺跡は、 鮎JI I扇状地扇端部の沖積地内を東流す る
ぬ く い がわ

湿井J I I下流部に位置し 、 温井川 は遺跡地北側約600
からすがわ

m で烏｝ l | に合流する。 標高は約60mで あ る。 追跡地

下部に は 河川氾濫堆和土が見 ら れる。

調査の概要

調査は、 平成24年度地域 自 主戦略交付金事業（一

級河川涅井川） に伴 う 発掘調査で、 480rrl を調査 し た。

ク ラ シェフ ー ズ新町工場の前身は、 明治 10年か ら 操
かんぎよ う り ょ う ＜ ずいと ぽうせき じょ

業を 開始 し た 旧内務省勧 業 寮 屑糸紡績所で あ り 、

明治期か ら 昭和期の発展段階で増改築が行われ、 そ
れん が つみ ご がん

れ と 共に 温井川の氾濫に備え煉瓦和護岸 も 設置さ れ

た と考え ら れる。 こ の煉瓦護岸の調査である。

近代 煉瓦の和み方 と しては、 長手面の列 と 小 口

面の列が交互に積み上げ ら れる「イ ギ リ ス積み」で構

築 さ れ て い る。 表面側 は 下位 に 向 か い 厚 み を 増 さ

せ、 階段状 に3段に構築さ れ て い る。 背面側は直立

1 段 で梢み上 げ ら れ て い る。 支柱は2 . 7m~ 3 . 5m

間隔で設け ら れ、 支柱間を26区画に分けている。 最

上部に長さ90cm、 幅25cmほ どの大矢石風の藪塚石が

乗せ ら れていた。 2 カ所ある湾曲部は小口積や長手

面の列に 小口面を組み合わせて い る。 ま た 、 護岸下

部に は背面側盛士の水抜 き 穴 と して径 5 cm前後の鉄

管を配置 し て い る。 そ の他、 工場排水管 と して土管

を敷設 し ているが、 護岸を組み上げ後に穴をあけ差

し込んだ状況が見 ら れた。 使用 さ れた煉瓦は、 長さ

約22 . 3cm、 幅約 10 . 5cm、 厚 さ 約5 . 8cm、 重 さ 約 3 kg 

の規格であ っ た。 ま た積み上げら れた煉瓦の平面上

に 「上敷免製」 と 刻印があるも の が見つか り 、 埼玉県

深谷市上敷免に所在する明治21年(1888年） に操業を

開始 し た 『 日 本煉瓦製造株式會社』製であ るこ と がわ

かっ た。

（齊藤利昭）

国土地理院 5 万分の 1 地形図「高崎」使用

調査区空中写真（西か ら）

煉瓦護岸表面被覆土除去作業（西か ら）

刻印煉瓦「上敷免製」
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し も ご う

24 下郷古墳群

所在地 吾妻郡東吾妻町

担当者 友廣哲也・山中 豊

遺跡の立地

遺跡は東吾妻町を東西に走る吾妻J I ［ 右岸に位置

し、 吾妻川 J R 吾妻線原町駅の対岸北約1 kmにある。

吾妻川により形 成 された河岸段丘上に立地 し、 吾妻

川は遺跡の北側に100 m離れて東流す る。 南側は榛

名山の北 東麓上にある。

調査の概要

調査は平成24 年 度（都）3 .4 . 5原町駅南 口線外1 線

社会資本整備総合交付金（活力 基盤） 事業に伴う発掘

調査で、 2 ,180 m を調査した。 調査区 を東西に横切

る 2 本の現道があり、 これを境に北 から1 区～ 3 区

に分割し調査を実施した。

縄文時代 3 区のロ ー ム上面 で河川跡を検 出 し

た。 遺構は検出できず、 砂礫層内から縄文時代中期

の土器が集中 して出土した。

古墳時代 2 区北 端 で 3 世紀～ 4 世紀の竪穴住居

跡を1 軒検出 した。 住居内から北陸系辛祉履、 東海

系ひさご壺、 南 関東系単 口縁台付甕、 畿内系小形丸

底土器、 在来系の高坪等が出土した。

奈良・ 平安時代 1 区、 2 区にて、 竪穴住居跡42 軒 、

掘立 柱建物 を 5 棟検出 した。 掘立 柱建物 には布堀を

もつ もの、 根石 をもつ もの、 方形の柱穴（内 l 基は

長辺120 cm、 短辺8 5cm、 深さ120 cmを測り、 中心には径、

深さ、 共 に約20 cmの柱痕） をもつ ものなどが見 られ

た。 掘立 柱建物 に伴う柵状遺構も検出され、 公的な

建物 あるい は社寺や役所等に関連する建物 と推定さ

れる。 集落跡の上層 では、 As-Bで埋没した畠跡を検

出 した。 畠 の畝幅は10 cmから広 い もので30 cm、 畝間

との高低差は 5 cm~20 cmであった。

（山 中 豊）
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心刃 ＂ ＾
国土地理院 5 万分の 1 地形図「中之条」使用

古墳時代 前期竪穴住居跡遺物出土状況（西か ら ）

石を持つ掘立柱建物

公的建物 と 考 え ら れる 掘立柱建物の柱穴（南か ら ）
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ふ か さ わ

25 深沢 II 遺跡

所在地 みなかみ町月 夜野字澤入

担当者 宮下 寛

遺跡の立地

遺跡は利根川右岸の段丘上に位置 し、 周 囲に味
おおみね

城山（7 57 m) や大峰山（1,2 54 m) などの 山 々が連 な

る。 上越新幹線上毛高原駅か ら約400 m 北側に位置

し、 県道2 91 号線に隣接する。 調査区西側の傾斜面

地には棚田が広がり、 標高は約4 6 5m である。

調査の概要

調査は、 （国）2 91 号地域 自 主戦略交付金（交安） の

道路建設工事に伴う発掘調査で、 500 rrlを調査 し た。

表士からロ ーム漸 移層 ま で約0 . 5m~2 .0 m の厚さ

で調査区北西側から南東側にかけて傾斜地である。

縄文時代 調査区南東部の斜面地か ら中期の竪穴

住居跡が1 軒検出 された。 1 号竪穴住居跡は後世の

水田耕作などによりほ とんど削平されており、 床面

及び西壁面の一部が残存するのみ であった。 規模は

直径約 7 m の円形で、 14 碁の柱穴が確認された。 中

央部に埋甕炉が付設され底部を欠いた甕が埋 設され

ていた。 時期は加曾利 E 3 式期と想定される。 土坑

は 3 甚検出され、 形状は円形であり規模は直径約1 .0

m~1 . 2m であった。 2 号竪穴住居跡と重複する 3

号土坑の底面は平坦面であるが、 壁面は袋状に掘り

込ま れ、 底面付近から縄文土器片が検出された。

平安時代 竪穴住居跡とピッ ト が検出された。 2

号竪穴 住居跡は一辺約3 .4 m の規模となり、 10 世紀

前半の月 夜野型の羽釜の ほか坪などの遺物 が床面か

ら多数出土 し た。 床面精査及び掘り方調査によって

ピッ ト が 2 韮検出された。 竪穴住居跡南側中央部の

埋没土中に僅かな焼土が確認されたが、 カ マ ド は検

出 されなかった。 3 号竪穴住居跡は、 長軸長約3 . 6

m、 短軸長約3 .0 rn の 隅丸長方形であった。 東壁の

北 東隅にカ マ ド が付設され、 埋没土及び床面付近か

ら炭化物 が多数検出され10 世紀前半の坪などが出士

し た。 1 号 ピッ トは柱痕が認められ 9 世紀後半の坪

が出土 し た。 （宮下 寛）

国土地理院 5 万分の 1 地形図 「四万」使用

1 号竪穴住居跡遺物出士状況 （東か ら ）

2 号竪穴住居跡遺物出土状況（南東か ら）

3 号竪穴住居跡遺物出土状況（西か ら ）
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26 田谷遺跡

所在地 太田市西矢島町・東矢島町

担当者 女屋和志雄・都木直人

遺跡の立地

遺跡は大 間 々扇状地の南東部、 宝泉台地から南東

に延びる台地上にある。 標高8 6 m である。

調査の概要

調査は社会資本整備総合 （活力 基盤） （都）3 .2 .2 東

毛幹線（太田第ニエ区） 事業に伴う発掘調査で、 9 ,28 6

rrl を調査 し た。

旧石器時代 1 区・3 区・4 区で確認調査を行い、

4 区では計10 点の石器が浅間火山褐色軽石 (As-BP グ

ルー プ） 相 当 の層 で出土 し た。

古墳時代 1 区 では方形周 溝墓 4 碁 が検 出 され

た。 一辺が約20 m の1 号が最大 で、 4 号が前方後方

形である。 3 区と 4 区では5 世紀前半の方形区画の

遺構が検出され、 低墳丘墓か、 周 溝墓に伴う遺構 で

はない かとみられる。 4 区では前期の竪穴住居跡と

土坑を検出 し た。

奈良 • 平安時代 1 区では竪穴住居跡 9 軒、 掘宜

柱建物10 棟、井戸などが検出された。 掘立柱建物 は、

柱間が 2 間 X 3 間のものと、 2 間 X 4 間 のものが南

に面 し てコ の字に配置されてい る。 3 区と 4 区では、

竪穴住居跡8 軒と士坑•井戸が検出され、 5 区では、

灌漑用 とみられる溝が検出された。

中 ・ 近世 3 区と 4 区にま たがり近世の屋敷跡が

検出された。

（都木直人）

50 

国土地理院 5 万分の 1 地形図「深谷」使用

方形周溝墓周堀 ( 1 区）

溝遺物出土状況 ( 4 区）

重複する 溝( 5 区）



い し がみ

27 石神遺跡

所在地 太田市龍舞町

担当者 齊藤利昭 ・新井 仁・藤井義徳

遺跡の立地

遺跡は太田市の東部、 金 山丘陵南東部に位置し、
わた ら せ かわ

標高は30 m 前後を測り、 旧渡良瀬川 の氾濫原上にあ

る。 起伏は小さく微高地上に集落が点在する。

調査の概要

調査は平成24 年度社会資 本総合 整備（活力創出 基

盤整備） （国）122 号（八重笠道路） 事業に伴う発掘調査

で、 10 ,203 rrlを調査した 。

旧石器時代 1 区～ 4 区で確認調査を行った 。 l 

区 で448 点、 4 区 で6 7 点 の黒曜石剥片が集 中 して出

土し、 旧石器の石器製作跡が確認された 。

縄文時代 3 区で 2 基の土坑が検出された 。 内 l

拮は直径 2 mの陥穴で、 底面中央部に30 cmのピッ ト

が確認された。 遺 物 は前期の土器片が数点出土した 。

古墳時代 4 区の南端 で前期の竪穴住居跡1 軒が

確認された。 竪穴住居跡の大半は重複する奈良 • 平

安時代の竪穴住居跡に壊されてい た が、 土器片が数

点出土した 。 3 区では、 後期の竪穴住居跡 2 軒が確

認された。

奈良 • 平安時代 1 区～ 4 区ま でのほとん ど の竪

穴住居跡がこ の時期で、 98 軒が検出された 。 竪穴住

居跡は小型なものから長辺が6 mを超える大型なも

のま で多様である。 1 区 ・ 2 区では重複する竪穴住

居跡が多く見られ、 継続的に集落が営 ま れてい た と

考えられる。 ま た、 カ マ ド が1 軒の竪穴住居跡から

2 基、 3 基と複数確認できる竪穴住居跡も数軒あっ

た 。 掘立 柱建物 は1 区～ 3 区で12 棟確認でき、 2 区

で調査した 4 棟は、 近接ま た は重複して建てられて

い た 。

中 ・ 近世 1 区～ 4 区 で溝が58 条、 井戸が21 基確

認され、 井戸は 4 区に半数以上の12 基が集 中 してい

た 。 ま た、 長方形の形をした近現代の土坑も多数確

認された。 （藤井義徳）

国土地理院 5 万分の 1 地形図 「深谷」使用

旧石器出土状況（北か ら ）

2 区東端竪穴住居跡群（北か ら ）

重複する 掘立柱建物跡 と 竪穴住居跡 （西か ら）

5 1  



28 
か さ ま つ

笠松遺跡

所在地

担当者

太田市新田小金井町

麻生敏隆 ・ 飯島義雄

遺跡の立地

遺跡は太田市北西部に位置 し、 大 間 々扇状地の南

端部に立 地 し、 南方には扇端低地が広がる。 東部に

は、 国指定史跡新田郡庁跡が隣接してい る。 標高は

62 m~ 6 3 m である。

調査の概要

調査は（主） 太田大 間 々バイパス地方特定道路整備

事業の工事に伴う発掘調査で、 （主） 足利伊勢崎線に

接する 4 区とその北方約70 mの5 区の 2 地点がその

対象地である。 調査面積は4 ,4 7 1 rrl である。

古代 4 区の足利伊勢崎線に沿った地点では、 東

西 ・ 南北 の方向 で「 L」字形に曲 がる大きな溝とその

内部に何 度か建て替えら れた大型の掘立 柱建物 が検

出された 。 溝の埋没土の上位には浅間 B 軽石が純層

で堆積しており、 古代末期にはほ ぼ埋 ま っていたこ

とが判明 した。 ま た、 溝の埋没土の下位層 から は 9

世紀前半の須恵器が出土 しており、 遅くてもこの時

期には掘削されていたものと考えら れる。 遺構群 は

平 成21年度 ・22年度に調査された（主） 足利伊勢崎線

の南部(1 区 ・ 2 区） と、 遺跡の東側の市道を挟ん だ

地点 ( 3 区） で検出された溝 ・ 建物 群 と一体となった

施設であると考えら れる。

ま た、 4 区の中央部では、 南 東方向 から 北西方向

のほ ぼ同一方向に並行して堀削された 2 条の溝 （1

号溝 ． 9 号溝） が検出された。 1 号溝は上幅約5 m

と長 大 で断面は逆台形であり、 何 度か揺り返しがな

されてい るものと思 わ れる。 9 号溝は上幅約0 . 9 m

で断面は「 U」字形である。 この 2 条の溝は、 太田市

教育委員会により東部 で検出されてい る東山道駅

路 ・ 下新田ルー ト の一部と推定される。

中 ・近世 4 区 ・ 5 区から は、 古代の溝などを切り、

中 ・ 近世の遺構と思 わ れる溝 ・ 土坑 • 井戸 ・ 礎石 建

物 などが検出された。 （麻生敏隆・飯島義雄）
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国土地理院 5 万分の 1 地形図「桐生及び足利」「深谷」使用

4 区南半部全景（北か ら）

古代 区画溝（北西か ら ）

古代 掘立柱建物（南か ら ）



て ら なか かみ じ ゅ く

29 寺中遺跡 ・ 上宿遺跡

所在地 太田市丸山町・矢田堀町

担当者 麻生敏隆・飯島義雄

遺跡の立地

遺跡は太田市東部の金山丘陵 と 八王子丘陵の間に

位置し、 大 間 々扇状地の東南部に立 地する。 械丘嶽
かわ

川 から約 2 km西方で、 標高は55m~ 56 m である。

調査の概要

調査は（主） 足利伊勢崎線社会資本総合 整備（活力

基盤（公 安）） 事業に伴う発掘調査で、 寺 中 遺跡では

（主）足利伊勢崎線 と （主） 太田桐生線の丸山町交差点

から西方の北側拡幅部の幅約 8 m、 長 さ約1 50 m、

上宿遺跡では同交差点から南部へ約70 m先の東側で

幅約 3 m、 長 さ約50 m がその対象地であった。 調査

面積は1 ,34 5rrlである。

古代 奈良 • 平安時代を中心と し た古代の竪穴住

居跡が、 寺中 遺跡では扇状地の中央部に近い西半部

を中心と し て26 軒、 扇状地の東端 もしくは渡良瀬川

の 自 然堤防上にあたる上宿遺跡では1 軒検 出され

た。

寺中 遺跡では、 渡良瀬川によりもたらされたロ ー

ム土や砂礫等の堆積層を甚盤 と し、 西から東へ傾斜

する緩やかな斜面上に数軒ずつ ま と ま りながら、 一

部 は重複 し て構築されてい た。 それらの周 囲には

10 cm~ 20 cmの土器等を含む 遺 物 包含層 が存在 し て

い た。 竪穴住居跡の中 や 遺 物 包含層 からは比較的多

くの土師器や須恵器が出士 し てお り、 それらの中に

は、 「門家」と焼成 後に刻嚇された須恵器もふくま れる。

中 ・ 近世 古代の竪穴住居跡等を掘り込ん で粘土

採掘坑や溝が検出された。 粘土採掘坑は寺中 遺跡の

西部で比較的ま と ま って検出され、 表土下約70 cm~

80 cmに堆積 し ている土を採取 し てい るものと想定さ

れる。 寺中 遺跡の中央部で検出された溝は、 南西か

ら北 東への走向を示 し、 上幅約3 .0 m、 下幅約0 .8 m、

深さ約1 . 2m と 比較的規模が大きく、 水 の流 れた痕

跡は確認されなかった。 （麻生敏隆・飯島義雄）

喪泉J芦輯‘
国土地理院 5 万分の 1 地形図 「桐生及び足利」 「深谷」使用

寺中遺跡 1 区西半部全景（西か ら ）

奈良時代 竪穴住居跡（西か ら）

近世 大きな溝（南か ら）
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ま え ろ っ く

30 前六供遺跡

所在地 太田市新田上田中 町

担当者 齊藤利昭

遺跡の立地

遺跡は、 大間々扇状地扇端部の湧水池が点在する

地域のやや南にあ り、 起伏の少ない平坦面上にある。

標高は約6 0 mであ る。 東側300 mには国指定史跡新田
い し だ がわ

荘遺跡矢太神水源から発する石田川が南流する。 ま

た、 石田川を挟ん だ対岸には、 堀が巡り土塁の残る

中世新田氏関連の江田館が所在する。

調査の概要

調査は、 平成 24年度単独 公 共 単独道路改築事業

(-) 大原境三ツ木線に伴う発掘調査で、 540 rrl を調

査 し た。 調査範囲 は県道3 15号線拡幅工事に伴うも

のであ り、 調査区全長約1 50 m、 調査区 の幅 は、 北

側で約 l m、 南側で約 4 mを測る。

古墳時代 調査区中央付近で 4 軒の竪穴住居跡を

検出 した。 そのうち 2 軒は重複 し てい た。 各竪穴住

居跡は、 調査区幅が狭 く 、 ま た後世の土坑や溝な ど

に壊され完全 な形状 で検出 できた竪穴 住居跡は無

かっ た。 5 号竪穴住居跡では、 坪、 甕等の遺 物 が南

隅でま とま っ て出土 し、 掘 り方面の調査時には床下

から径約40 cmの円形土坑が確認され、 3 個の小型甕

が出土 し た。

奈良 • 平安時代 5 軒の竪穴住居跡の調査を行っ

た。 古墳時代の竪穴住居跡同様に調査区幅が狭 く 、

中 ・近世の土坑・溝や後世の攪乱により壊され完全

な形状は検出 できていない 。 内 3 軒の竪穴住居跡は

東壁にカ マ ド が付設されてい た。

中 ・ 近世 道路を挟んだ東側に中世の館跡とされ

る長慶寺がある。 現在の寺域は広 く ないが、 調査区

南端部で深さ約 l mを測る東西に走る溝が検出でき

た。 調査は溝の北 法面のみであ っ たが、 館堀の可能

性が考えられる。 ま た、 調査区 中央部 で 2 条の並走

する 浅い溝を検出 し た。 両側側溝の道跡の可能性が

考えられる。 その他に、 脆弱 な骨片と共 に数枚の古

銭を伴う墓壊1 基の調査を行 っ た。 （齊藤利昭）
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しよ｀`コmr .
国土地理院 5 万分の 1 地形図「深谷」使用

1 号墓坑（東か ら ）

5 号竪穴住居跡全景 （南西か ら）

5 号竪穴住居跡内床下士坑出土遺物 （南か ら）



あ い の は ら あ い の は ら ひがし

31 間之原遺跡 ・ 間之原東遺跡

所在地 太田市龍舞町、 大 泉町上小泉

担当者 宮下 寛 • 田村 博

遺跡の立地

遺跡は利根川の左岸に広が る邑楽台地上に位 置

し、 国道3 54 号及び県道38 号足利・千代田線に接する。

東西に走行する道路を境に北側が間之原遺跡、 南側

が間之原東遺跡である。 周 辺は、 現在も緩や かな起

伏が所々みられるがほ ぼ平坦な地形とな り 標高は約

3 5m である。

調査の概要

調査は国道3 54 号線（ 大 泉 邑楽バイ パス） 道路建設

工事に伴う発掘調査で、 1,431rrlを調査した。

間之原遺跡の調査区名は、 平 成 22年度の発掘調査

を踏襲し 3 区とした。

縄文時代 遺構確認面や後世の攪乱層 などから前

期～中期の土器小破片や石鏃などの遺 物 が数点出土

した。 当該時期の遺構は確認できなかった。

古墳時代～平安時代 竪穴住居跡、 竪穴状 遺構、

土坑、 ピ ッ ト が検出 された。 間之原遺跡 3 区 では、

調査区のほぼ全域から6 世紀～8 世紀の竪穴住居跡

が重複して18 軒確認された。 間之原東遺跡 l 区では、

竪穴住居跡1 軒が検出された。 検出された竪穴住居

跡は古墳時代後期が主体である。 規模は一辺が約 4

m~5 mが 中心で、 内部に 4 本の主柱穴や貯蔵穴、

周 溝をもつものが多く、 カ マ ドの残存状況は良好で

あ り 西壁、 東壁、 北壁などにそれぞれ付設されてい

た。 カマ ド の周 辺から土師器など遺 物 の出土が多く、

滑石の臼玉が複数出土 した。 竪穴状遺構は6 号 ・13

号竪穴住居跡と重複して 2 韮検出された。 形状は円

形であ り 、 内部底面から貼床や ピ ッ ト 、 遺 物 の出土

が認められたがカマ ド などは検出 されなかった。 間

之原遺跡 3 区では、 ピッ ト が34 基、 間之原東遺跡で

は8 基が検出 された。 長径約50 cm、 深 さ2 .0 m 以 上

の規模となる大型のピッ ト は16 基を数え、 底部から

は6 世紀とみられる完形の坪や椀などが出土した。

（宮下 寛）

国土地理院 5 万分の 1 地形図「深谷」使用

間之原遺跡 3 区全景（南か ら ）

間之原東遺跡 1 区全景（北か ら ）

間之原遺跡 3 区 2 局竪穴住居跡遺物出土状況（東か ら ）
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32 宇貫北沖遺跡

所在地 玉村町大字宇貫

担当者 田村 博・小林 正

遺跡の立地
からすがわ

遺跡は、 利根川と烏川に挟ま れた微高地上にある。

現代の削平によ り、 As-C混土黒色士層 ま で攪乱され

る地区が多 かったが、 一部ではAs-B混土層及びAs-A

層 が残存 していた。 標高は71 m 前後である。

調査の概要

調査は、 平成24年度社会資本整備総合交付金事業

（下水） 県央水質浄化セ ン タ ー 施設整備工事に伴う発

掘 調査で、 6 , soomを調査した。 平安時代から近世

ま での各時代の遺構を検出 したが、 削平によ り大半

は同一面 での調査となった。

平安時代 竪穴状遺構や土坑、 溝などが検出され

た。 土坑の中には細 かく割れた土器がま とま って出

土 したものもある。 竪穴住居跡は確 認されなかった

が、 近くに集落が存在する可能性がある。

中世～近世初頭 溝や井戸、 土坑、 ピッ ト 、 耕作

痕群 などが検出された。 溝の中には、 規模は小さい

ものの薬研堀の形状を呈するものもある。 複数の溝

で囲 ま れた区画内では、 ピッ ト や井戸が見つ かって

おり、 屋敷地となっていたと考え られる。 井戸は列

のよ うに並 ん で検出されたのが特徴的である。 ま た、

その東側では、 As-B混土層を攪拌した無数の耕作痕

を検出 した。

近世 部 分的にAs-Aに直接覆わ れた溝 が検 出 さ

れ、 溝の隣には人の足跡が列となって見つ かってい

る。 水田あるいは畑のよ うな柔らかいところ を歩い

たと思 わ れ、 耕作地が広がってい た可能性がある。

ま た、 As-Aの軽石を処分 するために掘削された復旧

坑群 も検出された。 その他、 As-A以降の溝も複数検

出 された。

（小林 正）
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国士地理院 5 万分の 1 地形図 「高崎」使用

平安時代 士器がま と ま っ て見つかっ た土坑（南か ら ）

中世 溝（南か ら ）

江戸時代 復旧坑群（北か ら ）



かな い

33 金井古墳群

所在地 北群馬郡榛東村大字広馬場

担当者 関根憤ニ ・ 津金澤吉茂

遺跡の立地

遺跡は、 榛名山南麓に広がる相馬ケ原扇状地の扇

端部に立地し、 標高2 55m~2 6 0 m付近に位置する。

調査の概要

調査は、 群馬県県央第一水道事務所浄水場増 設工

事に伴う発掘調査で、 3 , 744 団 を調査した。

榛 東村54 号墳、 高 さ30 cm~ 70 cm、 直 径20 m の円

形 基壇の上に、 直径10 m 、 高 さ1 .2 m の墳丘を載せ

た 2 段築 成 の円墳である。 古墳主体部は横穴式石室

で、 ほ ぼ南側を向 い て開 口 する。 玄室の大きさは奥

壁前幅1 . 6 m 、 中央幅1 . 7 m 、 玄門幅l . Om と や や胴

張 り気味で、 長 さ3 .0 m。 羨道部 は玄 門前幅l . Om 、

羨門部0 .8 m 、 長 さ2 .2 m で、 石室全 長 は5 .2 m 、 奥

壁部での高さ1 .8 m。 前庭部は羨門の前に逆ハの字
は そ う

状に掘り窪められ、 須恵器聰や土師器坪などが出土

した。 石室内遺 物 には、 耳環、 小刀、 貴め金具、 鉄

鏃、 釘のほ か人の臼歯も認められた。

榛東村55号墳本古墳は、 直径20 m の周 堀に囲 ま れ

た 基壇の上に、 直径12 m 、 高 さ1 . 5 m の墳丘を載せ

た 2 段築 成 の円墳である。 古墳主体部は南西方向に

開 口する横穴式石室。 石室は後世の大きな破壊を受

けてい て、 玄室は奥壁幅2 .0 m と確認できたものの、

玄室、 羨道の長 さ、 高 さ と も不明 である。 しかし、

玄室の壁材は幅 l m前後の大 振 りなもので、 石室の

規模も墳丘の大きさに較べると 一際大きかった。 出

土 遺 物 には、 馬具の杏葉、 辻金具、 鞍金具、 絞具、

刀装具の鍔、 責め金具の他に、 用途不明の鋲状銅製

品 が多く認められた。 前庭部は羨道部から急傾斜で

下がり、 墓道を連想させるようにU 字状石組が取り

付けられてい た。 なお 、 裏込め石 の中 から、 耳環、

責め金具、 両頭金具が出土した。

（関根慎二）

国土地理院 5 万分の 1 地形図 「榛名 山」 「前橋」使用

54号墳墳丘除去後の石室状況 （西か ら ）

55号墳墳丘除去後の石室状況（西か ら ）

遺跡説明会状況（西か ら ）
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た かばやしに し は ら

34 高林西原古墳群

所在地 太田市高林西町

担当者 関根憤ニ ・ 宮下 寛 ・ 津金澤吉茂

遺跡の立地

遺跡は、 太田市南部に位置 し、 大間々 扇状地末端

の さ ら に東側に あた り 、 低い洪積台地が東西に 分布

す る と こ ろ で あ る 。 こ の洪積台地は、 北か ら 新井台

地、 飯塚台地、 矢島台地、 商林台地 と 呼ばれている。

高林台地は、 調査地 と な っ た県立がんセ ン タ ー の西

側付近か ら 大泉町へ と 続 く 広い台地で、 南北の幅は

追跡付近で1 . 8km弱である。 標高36mで あ る 。

調査の概要

調査は、 県立がんセ ン タ ー緩和ケ ア病棟及び外構

建設工事に よ る も ので、 3 , 274rrlを調査 した。調査は、

8 月 ・ 9 月 に病棟部分、 3 月 に外構工事部分が行わ

れた。

縄文時代 加曽利 E 式土器の小片が集中する場所

が 1 カ所検出さ れた。 埋甕であ っ た も のが、 後世の

撹乱に よ り 小片 と な っ た も の と思われる。

古墳時代 上幅 3 m、 下幅1 . 5m、 深さ 1 . 7mの大

溝が検出された。 溝は東西方向に作られてお り 、 前

期土器が出土 した。古墳は、 4 基検出さ れた。墳丘は、

削平さ れてお り 、 周溝のみの検出であ る 。 1 2号 ・ 13

号墳は、 周溝の幅約 4 m、 深 さ 1 . 3m で あ る 。 墳丘

裾部か ら 、 埴輪が検出 さ れた。 古墳の確認面に、 僅

か にHr-FAが認め ら れた こ と か ら 6 世紀以降の構築

と 考 え ら れる 。 1 3号墳は、 ほ ぼ全周が検出さ れた。

中 世 幅 l m、 深 さ 20cm~ 30cmの 溝 が、 鍵 の 手

状に検出さ れた。 埋没土にAs-Bが入 っ ている こ と か

ら 中世に作 ら れた と 考え ら れ る 。 こ の溝は、 前回の

調査区で も 確認さ れている。 土地の 区画に係わ る 溝

と 考 え られる。

その他、 時期不明の土坑 ・ ピ ッ ト な どが検出さ れ

ている。

（関根懺二）
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国土地理院 5 万分の 1 地形図「深谷」使用

13号墳全景 （東か ら ）

13号墳埴輪出土状況（南か ら）

大溝全景（北東か ら）



ま え ば し じ ょ う

35 前橋城遺跡

所在地 前橋市大手町

担当者 女屋和志雄 ・ 都木直人

遺跡の立地

遺跡は前橋台地上にあり、 標高は約13 9 m。 調査

区は、 市指定史跡車橋門の西、 前橋城三の丸に隣接

した南郭の一角 に位置する。

調査の概要

調査は前橋地方合同庁舎（仮称） 新営事業に伴う発

掘調査で、 2 ,2 4 sm を調査した。 。

古代 調査区 の一部を、 As-C混土層下面ま で調査

した。 円筒埴輪や土師器片等が出土したが、 遺構は

確認されなかった。

近世 乎岩親吉及び酒井氏が前橋藩の藩主であっ

た天正十八（1 5 90 )年以降、 破却される明和六 (17 6 9 )

年頃ま での前橋城の遺構を検出 した。 およそ南北に

走行する直線的な溝は、 絵図により調査区内に位置

すると想定されてい た「十人小路」に伴う溝 と 思 わ れ

る。 溝は 4 カ 所、 一部重複するようにあり、 検出さ

れた溝の中には中世に遡るものや、 慶応三 (18 6 7 )年

に前橋城を再築した際に造り直されたものもあると

考えてい る。 ま た、 その一つ である10 号溝からは、

炭化した多量の種実が出土してい る。 こ れらの溝に
一部重複して、 掘立柱建物 が13 棟検出された。 井戸

もあり、 城内の屋敷跡が検出されたものと 思 わ れる。

陣屋支配の時期及び再築前橋城に伴う遺構や明治

前半頃の遺構も検出された。 溝6 条、 土坑22 基など

が検出されたが、 土坑の半数以上には桶が据えられ

てい た。 排水施設であった可能性も考えられる。

（都木直人）

国士地理院 5 万分の 1 地形図「前橋」使用

「十人小路」 に伴 う 溝

「十人小路」 に伴 う 溝

掘立柱建物群
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たかさ き じ ょ う

36 高崎城遺跡

所在地 高 崎市高松町

担当者 齊藤利昭

遺跡の立地

遺跡は高 崎市役所北 西に位置 し、 200 m ほ ど西 の
からすがわ

国道17 号商松立 体を越 えて烏川の崖線に至る。 標高

は約93 m である。 高崎城本丸南東部に構築された梅

ノ 木郭の推定地にあたる。

調査の概要

調査は、 前橋地家裁高崎支部の庁舎耐震改修工事

に伴い耐震設備設置個所及び受水槽移設ゃ配電ケー

ブル切り回 し範囲 を調査対象とし、 293 団 を調査し

た。

近世 ・ 近代 受 水槽 設置箇 所は攪乱が多く遺 構

は検 出 できなかった。 本館南 の耐震設備設置箇 所

は、 商崎城縄張り図を参照し、 本丸南 東の馬出 し梅

ノ 木郭と二の丸を境の堀跡内と想定でき調査を開始

した。 調査区内中央部に本館への電気の送電用 埋 設

ケー ブルが敷設され、 ま た予定外の埋設管等があり

全面発掘はできなかった 。 調査区内の表土下は、 薄

く突き固 め られた版築層 が20 cm~30 cmの厚 み で確

認でき、 旧陸軍第十五連隊関連 の構築物 が所々見ら

れることから、 堀上に作られる建物 の 基礎を強化す

るための版築土と考えられる。

高 崎城 関連の遺構は、 梅ノ 木郭縄張り図にある埋

門（ウ ズメ モ ン） の対岸の張出部と考えられる地山面

を検出 した。 法面の深さ約3 . Sm を測 り、 急傾斜と

なってい る。 下部に幅70 cm程の平坦面が作られ、 木

杭が辺に沿い 3 本並 ん で打ち込ま れてい た。 この平

坦面上及び先端部には10 cm~ 50 cmの大小礫が乱 れ

て出土し石組みの崩落とも考えられる。 上部には炭

化物層や 基盤層 の高 崎泥流混 じ りの埋め土の堆積が

見られ、 その中に明治期の瀬戸産の皿や茶碗がま と

ま って出土した。 頂部は、 攪乱溝等により壊されて

い る。 埋め土 中に陶磁器が出土した。

（齊藤利昭）
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国士地理院 5 万分の 1 地形図「高崎」「富岡」使用

調査区全景（東か ら ）

埋門対岸張 り 出 し部遺物出士状況（北か ら ）

埋門対岸張 り 出 し部（東か ら）
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付 篇

ー平成24年度県 ・ 市町村等発掘調査一覧
番号 遺跡名 所在地 担当 原因 ・ 面積哨 期間 主な 内容

あ
安

んな
中

か市し

1 あ悪
く 途

つ ひ
東
がし II 分譲住宅造成工事 平24 . 4 .  13 

原市字東 市教委 菅原龍彦
1 , 503 ～平24. 5 . 28 

円墳3、 方墳1

松井田町国衝 市教委 菅原龍彦
小規模上地改 良 事

平24 . 1 1 . 15 弥生住居4、 古墳住居6、 土坑10、 溝1 、 ピ ッ2 こ国
く
衝
が

下
しもつ

辻
じ

II 業 （ 農道建設工事 ）
字下辻 測研 水谷貴之 ～平25 . 1 . 1 1 ト 4

242 

松井田町二軒 市教委 菅原龍彦
県営農地整備事業

平24 . 4 . 16 縄文住居1 10、 古墳住居8、 配石墓26、 列3 二
に け

軒
ん

在
ざい

家
け は

原
ら

田
だ

Il 松 義 中 部 地 区
在家字原田 市嘱託 壁伸明

1 4 , 000 
～平25 . 3 . 25 石1士坑343、 溝2、 円墳l

4 北き
た
浦
う ら 野殿字北浦 市教委 瀧川仲男

携帯電話基地局建
平安住居5

設 100

5 上
う えノ

の たい
平

ら
小俣字上ノ 平 市教委 瀧川仲男

携帯電話基地局建 平24 . 7 .  2 
中世溝1

設 56 ～平24 . 7 . 13 

6 
西
に し

横
よ こ

野
の

東
と う

部
ぷ

地
ち

区< 
松井田町人見 市教委 井上慎也

県 営農地整備事業 平24 . 1 1 . 6 旧石器ブロ ッ ク ・ 礫群、 縄文士坑、 弥生
遺
い せ

跡き群ぐ
ん

1 4 , 000 ～平24 . 1 1 . 13 士坑139、 古墳住居l 、 古代溝
さん贔采 さん

ょ 市教委 井上慎也 工 業 団 地 造 成 平25 . 3 . 1 1 予備調査、 縄文住居、 土坑、 古代住居、7 二 II . ニ
鷺宮

木
ぎ

I11 • 平
ひらつ塚

か
毛野考研 高橋清文 2 , 000 ～平25 . 3 . 31 溝等

伊い
勢
せ 崎さ き市し

1 い
今

ま
井
い

北
きた原

はら
( 9 次）

赤堀今井町二 平24 . 7 . 17 

丁 目
毛野考研 土井道昭 倉庫建設 40 

～平24. 7 . 25 
古代住居2、 ピ ッ ト 3

2 
お
太

お

田
た 1本

9ん
郷
ごう

( 2 次） 太田町
市教委 早川隆弘 分譲住宅地 造 成 平24 . 6 . 25 

古代住居1
出浦崇 19 ～平24 . 6 . 26 

3 
お
大

おみ道
ち
上
う え ( 5 次） 八寸町

市教委 早川隆弘 分譲住宅地造成 平24 . 10 . 23
古墳住居l

出浦崇 18 ～平24 . 10 . 25

4 
か
川

わか
上

み
( 7 次） 下触町

ス ナ ガ環測 分譲住宅地 造 成 平24 . 12 . 17
古代住居5、 土坑l 、 ピ ッ ト 1

荻野博巳 285 ～平25 . I .  15 

5 さん
軒
げん

屋や 市教委 早川隆弘 平24 . 9 . 18 
三 (18次） 上植木本町

出浦崇
確認調査 350 

～平24 . 10 . 16
時期不明溝6

6 史し せ跡きお
女
んなぼ

堀
り 下触町

市教委 剪藤力
学術調査 205 

平24 . 10 . 15
中世灌漑用水路 ·

川道亨 ～平25 . 1 . 30 

7 下し も
諏
す

訪
わ ち

町
ょ う

( 2 次） 日乃出町 ス ナ ガ環測 板垣宏
分譲住宅地造成 平25 . 2 .  8 

古墳～古代住居、 士坑、 溝
900 ～平25 . 3 . 3 1  

8 下
し もふ渕

ち

名
な

(13次） 境下渕名 ス ナ ガ環測 板垣宏 農道改修 70 
平24 . 1 1 . 5 古墳～古代住居1 1 、 中世溝4、 竪穴状遺

～平24 . 12 . 14 構1 、 土坑8

1 
お
大

おい
泉
ずみ町

まち

せ
専

ん
光
こ う

寺
じ

付
ふ

近き
ん

仙石地内 町教委 関本寿雄 店舗 平24 . 4 .  5 遺構検出されず
2 毘び 沙しゃも

門
ん

寄木戸 町教委 関本寿雄 集合住宅 平24 . 5 . 29 時期不明、 ピ ッ ト l
3 か川

わい
入り

古氷 町教委 関本寿雄 建売 り 住宅 平24 . 8 .  7 遺構検出 さ れず
4 

み
宮

や下した 寄木戸 町教委 関本寿雄 宅地造成 平24. 8 . 10 溝2 （同一遺構の可能性あ り ）
5 大泉町

あ
間

い
之
の

原はら
北小泉 町教委 関本寿雄 宅地造成 平24 . 1 1 .26 溝1

6 せ専
ん
光
こ う

寺
じ

付
ふ

近き
ん

仙石地内 町教委 関本寿雄 個人住宅 平25 . 4 . 12 
建物部分（盛土対応） 、 浄化槽部分遺構検
出 さ れず

7 せ
仙

ん

石
ごくせ

専
ん
光
こ う

寺
じ

付
ふ

近
きん

仙石 町教委 関本寿雄 個人住宅 平25 . 1 . 10 遺構検出 さ れず
お
太

お田た 市し

1 て天
ん

良
ら

七
しち

堂どう 天良町 ・ 市野 平24. 1 1 .  I 

井町
市教委 中村渉 学術調査 1 , 100 

～平25 . 2 . 2 1  
新田郡衡北限溝、 区画溝、 正倉4

2 細
99そ谷や

は
八ち幡ま

ん
細谷町 市教委 長谷川幸男 消防庁舎 661 

平24 . 8 .  6 
古墳周堀1、 方形周溝墓1

～平24. 9 . 2 1

県
・

市
町
村
等
発
掘
調
査
一

覧
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県
・

市
町
村
等
発
掘
調
査
一

覧

番号 遺跡名 所在地 担当 原因 ・ 面積rrl 期間 主な 内容

3 川
かわ

久
く

保
ぽ ・ か

川
わ

久
く

保ぼ

新田下田中町
市 教 委 長 谷川 幸 男 工業団地 2 , 584 

平24 . 1 1 . 15
古墳住居2、 奈良住居1 、 溝5、 土坑4II 毛野考古 早川麗司 ～平25 . 2 .  8 

4 木
ぎ が刈り

· 間
ま

々
ま

下し
た

新田市野井町 市教委 長谷川幸男 市道拡幅 33 
平24 . 9 . 19 

古墳時代溝1、 土坑3
～平24. 9 . 28 

5 
つ釣り堂どう

新野町 市教委 長谷川幸男 市道新設 258 
平25 . 2 . 12 古墳住居3、 奈 良平安住居8、 井戸2、 土

～平25. 3 . 15 坑16

6 花はなぞ園の 新田中江田町 市教委 山口高志 老人施設 400 
平24. 9 .  3 

古墳住居1 、 平安住居2、 土坑8、 井戸4
～平24. 9 . 28 

7 東
と う

部
ぷ

地
ち

区
く

遺
い せ

跡
き
群ぐん 岩松町 市教委 山口高志 区画整理 50 

平24 . 8 . 23 
古墳住居2、 溝I、 土坑l

～平24 . 9 .  7 

8 
上
かみ新

しんで
田

ん
・ 世

せ
良
ら

田
だ

世良田町
市 教 委 山 口 高志

圃場整備 1 , 22 1  
平24 . 1 1 . 30

中世溝9、 土坑51、 井戸5か
環

ん
濠ごう し集

ゅう
落
ら く

毛野考古 山本千春 ～平25 . 3 . 14

， 矢
や

部ペ 只上町 市教委 山口高志 老人施設 45 . 5  
平25 . 2 .  12 

平安住居1、 井戸1、 土坑1
～平25 . 2 . 22 

10 下しも
田
た じ

島
ま

下田島町 市教委 山口高志 区画整理 1 1 7  
平25 . 2 . 22 

古墳周堀1、 溝1、 土坑1 、 井戸1
～平25 . 3 .  l 

I I  は浜
ま ち町ょう古

こ
墳
ふん群ぐん 浜町 市教委 山口高志 区画整理 30. 5  

平24 . 10 . 29
平安住居l、 土坑1

～平24 . 1 0 . 31

12  
だ
大いに日

ちや
山

ま
古
こ ふ

墳
ん群ぐん

石原町 市教委 山口高志
太 陽 光 発 霞 所 平25 . I .  25 

古墳周堀l
31 . 4  ～平25. 1 .  26 

13 下しも原
99ら

新道町 市教委 山口高志 携帯基地局 64 
平24 . 1 1 . 21

平安住居1、 土坑9
～平24 . 1 1 . 29

14  金かなや
山

ま じ城ょうあ
跡と 金山町

市教委 中村渉
学術調査 214 

平24 . 12 . 1 1
大手道 水路、 石垣

須田茂 ～平25 . 3 . 27 

15 江え 田
だ や

館
かたあ

跡と
新田上江田町

市教委 中村渉
学術調査 400 

平24 . 6 . 26 
掘立柱建物、 柱穴列、 土坑、 竪穴状遺構

須田茂 ～平24. 9 . 27 
桐き り

生●う市し

つ
塚か越ごし 市教委 加部二生 平24 . 4 .  9 弥生住居跡1 、 古墳3、 井 戸跡］ 、 肥溜3、

広沢町四丁目
新井雅幸

宅地造成 445 
～平24. 6 . 14 竪穴遺構1 、 掘立遺構、 溝状遺構2

2 富
ふ 士じ

見
み

ヶ
が 丘おか

3 広沢町二丁 目
市教委 加部二生

集合住宅 1 10 
平24 . 5 . 18 

古墳1、 中世城館跡（堀、 土塁）
新井雅幸 ～平24. 5 . 28 

3 
か
鏑

ぶら
木
●

F 新里町新川 市教委 加部二生 農地改良 ］ 52 平24 . 6 .  1 な し

4 あ
新

ら
屋
や

敷し
き
前
まえ

川 内町三丁 目
市教委 加部二生

個人住宅 8 
平24 . 6 . 15

古代住居跡2、 縄文住居1 、 土坑10
新井雅幸 ～平24 . 6 . 20 

5 や
山

ま う
内

ち
出
で

c 新里町武井 市教委 加部二生 個人住宅 84 平24 . 6 . 15 な し
6 久

＜
保
ぽ

井
い

E 新里町新川 市教委 加部二生 個人住宅 70 平24 . 8 . 2 1 な し ． 
7 童どう子じ 原はら 川 内町二丁 目

市教委 加部二生
下水道工事 250 

平24 . 8 .2 1
縄文住居跡7、 土坑10、 古代住居2

新井雅幸 ～平24 . 10 . 24 
8 お乙つ

後
ご 閑か I 新里町山上 市教委 加部二生 個人住宅 165 平24 . 8 .31  な し

， 
あ
天

まが
笠

さみ南なみ L 新里町山上 市教委 加部二生 農地改良 1 , 056 
平24 . 9 .  7 古代住居6、 竪穴状遺構6、 士坑多数、 中

～平25. 3 . 29 世館跡堀、 井戸跡、 建物跡

10 神しんめ
明いや

山ま 広沢町三丁 目
市教委 加部二生

擁壁工事 61 . 24 
平24 . 10 . 3 

古墳住居1、 縄文土坑5
新井雅幸 ～平24 . 10 . 5 

1 1  富
ふ 士じ

見
み

ヶ
が お丘か

l 広沢町二丁 目
市教委 加部二生

個人住宅 5 平24 . 10 . 17 な し
新井雅幸

12 械M 新里町新川 市教委 加部二生 宅地造成 184 平24 . 10 . 18 な し
13 前●えは

畑
た

J 新里町野 市教委 加部二生 宅地造成 60 平24 . 10 . 25 な し

14 
富
ふ 士じ

見
み ヶが お丘か

3 
広沢町二丁目

市教委 加部二生
個人住宅9

平24 . 10 .30 
縄文数点、 カ ワ ラ ケ l

（第 2 次） 新井雅幸 ～平24 . 1 1 . 1 
15 松

まつば
原

らみ
峯

ね
VII 新里町武井 市教委 加部二生 分譲住宅造成 374 平24 . 1 1 . 1 な し

16 
せ
関

きち
長
ょ う

者
じゃづ

塚
か

古墳
新里町関 市教委 加部二生 農地改良 300 

平24 . 1 1 . 8 五角 形墳周溝
（第w次） ～平24 . 1 2 . 29

17 十じ
ゅう三

さんづ
塚か I 新里町新川 市教委 加部二生 宅地造成 368 平25 . 3 . 2 1 な し
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番号遺跡名所在地担当原因・面積rrl期間主な内容

渋
しぷか川わ

市
し

1 い

石
し1
原
9らに

西
し
浦
うら

遺跡3
平24.5. I 

石原字西浦市教委剣持克洋分譲住宅建設37.5
～平24.5. 9 

古代住居1

2 尉尉置舌饒籍石原字久保貝
市教委剣持克洋

駐車場用地造成平24.6.15 
弥生住居l

2 道68.8 ～平24.6.26 

3 
は
八

っさ
崎

き
大
おおみ

宮
や

遺跡2
北橘町八崎字

市教委剣持克洋介護施設建設130 
平24.7.17 

古代住居2、掘立柱建物跡］ 大宮～平24.7.20 

4 
し
白ろ井

いか
吠ますか

谷
い

戸
と白井字吠谷戸市教委鈴木孝規

携帯基地局電波塔平24.11.26
古代住居4、上坑l、製鉄関連遺構1

建設22 ～平24.12.7 

5 
な
中

かす
筋

じ
第13次調査行幸田字中筋市教委剣持克洋

分譲住宅地造成平24.11.26
古墳住居l、畠跡、古代住居1

31 ～平24.12.7 
た
高

か
崎
さき

市
し

井
い

野
の

・天
てんす

水
い介護施設建設平24.4. 2 

井野町高澤考研澤田福宏
1,610 ～平24.5.15 

古墳溝、古代水田

2 
か
上

み
小
こ

ば塙王�・稲
いな

荷り
上小塙町市教委滝沢匡介護施設建設39 

平24.4. 9 
古代水田 ひ

東
がし

～平24.4.12 

3 
か
貝

い
沢ざわ塚っか

越
ご

し貝沢町市教委滝沢匡
福祉施設建設

平24.3. 6 古代水田
52.9 

4 
下
しも斎

さい
田
たじ重ゅう

土どや
薬く

下斎田町
市教委岡田真飯

道路建設400 
平24.4.13 

縄文包含層、古墳溝、中世溝
悔塚光生手島芙実子～平24.6.29 

縄文包含層、弥生中期後半～後期礫床墓

5 
下
しも里

さと
見
みみ

宮
やが

谷
い

戸
と

第
下里見町

市教委岡崎裕了
学童クラブ200 

平24.4.19 4、土坑1、古墳竪穴4、土坑5、集石遺構1、
3次山本ジェームズ～平24.8.24 ピット26、古代竪穴3、土坑1、集石遺構1、

畠跡、中近世溝3

6 吉よし
井
いじ城ょう

東とう
吉井町吉井市教委黒田晃介護施設建設546 

平24.2.24 
時期不明溝6、ピット4

～平24.5.31 

7 す菅が
谷
やた高かは

畑た菅谷町
市教委原田直人

士地区画整理800 
平24.7.11 古代竪穴3、溝6、土坑3、中世溝l、ピッ

神戸聖語～平25.3.28 ト群

8 棟むなだ高か
遺
いせ跡き

群ぐん棟高町
市教委田辺芳昭士地区画整理平24.4. 2 縄文竪穴l、敷石遺構1、古墳畠跡、古代

関根和之4,400 ～平25.3.29 竪穴17

， 
は
浜ま尻

じりむ
村

らに
西

し
浜尻町市教委角田真也土地区画整理140 

平24.5.21 
古代竪穴、中近世溝、井戸

～平24.6.25 

10 
か
上

みな
中

か
居
い

・西
にし

屋
や

敷
しき

上中居町技研測量山田誠司複合施設552 
平24.5.31古墳土坑2、ピット2、古代溝2、中近世溝8、

第4次～平24.7.17 井戸3、土坑11、ピット7

11 
乗
のつ

附け
・五

ごひ
百
ゃくや

山
ま

乗附町測研水谷貴之宅地分譲138 
平24.5.28 

古墳竪穴
第2次～平24.6.30 

12 井
い

出
で

村
むらう

内ち井出町市教委滝沢匡個人住宅752 
平24.6.11 

縄文包含層、古墳竪穴3、畠1
～平24.6.27 

13 
八
やわ

幡
た

・
な
中

かは
原

ら
第4

八幡町毛野考研高橋清文宅地造成199 
平24.6.18 

古墳竪穴8、古代溝4、掘立柱建物2
次～平24.7.12 

14 江
え

木ぎみ
南
なみ屋

や
敷し

き
江木町市教委滝沢匡賃貸住宅47 平24.6. 6 古代水田、古代溝

15 あ東ずまち
町
ょう

第7次東町歴史の杜村上章義
店舗兼共同住宅平24.7. 2 

古代水田、中世溝2、近世遺物
230 ～平24.7.11 

16 
か
上

みな
中

か
居
い

前
まえ屋

や
敷
しき

第
上中居町

市教委清水豊
道路建設900 

平24.7. 6 
古墳～近世溝15、上坑7、井戸跡3

2次手島芙実子～平24.9. 6 

17 下
しも之

のじ城よう
遺
いせ跡き

群ぐん
下之城町

市教委黒田晃土地区画整理平24.7. 4 古代水田、古代溝l、中世溝8、井戸4、ピッ
岡崎裕子8,410 ～平25.3.29 ト群、近世溝10

18 
か
貝いざ沢わし

正
ょうて天ん貝沢町市教委滝沢匡個人住宅17 

平24.7.30 
古墳周堀1

～平24.7.31 

19 正
しょうか

観
ん

寺じべ弁んざ財い

正観寺町
市教委原田直人

個人住宅362 
平24.8. 7 

古墳～平安竪穴10、近世井戸1 神戸聖語～平24.8.30 

20 
は
萩

ぎ
原
はら

・
お
沖

きな
中

か
第7

萩原町技研測量前田和昭工場用地1,651 
平24.9. I 

古墳溝、水田、古代水田
次～平24.11.16

県
・

市
町
村
等
発
掘
調
査
＿

覧
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県
・

市
町
村
等
発
掘
調
査
＿

覧

番号 遺跡名 所在地 担当 原因 ・ 面積団 期間 主な 内容

21  飯
いいだ宝•第 3 次 飯玉町 市教委 大野義人 学童 ク ラ ブ 354 

平24 . 9 .  18  
古代～中世溝6

～平24. 9 . 27 

22 
下
し も

斎
さい

田
だ む向

かい
第 2 下斎田町

市教委 岡田真
道路建設 800 

平24 . 10 . 2 中近世溝、 中世土坑、 占代溝、 土坑、 ピ ッ

次 飯塚光生 ～平24 . 1 1 . 30 ト 、 古墳溝

23 
西
にし

横
よ こ

手
て ・ 1

西
こしめ免ん

第
西横手町 技研測量 前田和昭 工場用地 28 . 8  

平24 . 1 1 . 1 
古墳水王、 平安水田、 近世溝

4 次 ～平24 . 1 1 . 30

24 下しもた
滝

き
・ 斎

さい
田
だ 下し

も
下滝町 毛野考研 石丸淳史 鉄塔増設 81 

平24 . 1 1 . 14 古墳竪穴7、 古代竪穴3、 中世上坑12、 ピ ッ
～平24 . 1 1 . 29 ト 17

25 多
た

胡
ご

碑
ひ し

周
ゅ う へ

辺
ん

2 吉井町池
市教委 滝沢匡

遺跡範囲確認 960 
平24 . 1 2 .  4 縄文包含層 、 古代竪穴10、 ピ ッ ト 6、 中

次 手島芙実子 ～平25. 3 . 29 世井戸1 、 時期不明竪穴3

26 
吉
よ し

井
い

・ 雑ざつ
木
き 味み 第

吉井町吉井 山下工業 青木利文 建売分譲 150 
平24 . 12 . 6 

古代溝9、 近世土坑2、 ピ ッ ト 8
2 次 ～平24 . 12 . 28

27 酋繭争 ． 茜麓第
西横手町 技研測量 前田和昭 工場用地 1 , 661 . 7  

平24 . 12 . 27
古墳水田、 平安水EB

5 次 ～平25 . 2 . 28 

28 矢
や な

中
か ・ む村ら前

まえ
矢中町 高澤考研 澤田福宏

特別養護老人ホ ー 平25 . I .  7 
古代水田、 竪穴

ム 1 , 186 ～平25. 2 . 20 

29 
た
高

かせ
関

きむ村
ら
前
まえ

第 3 次 高関町 市教委 大野義人 土地区画整理 740 
平25 . 1 . 28 古代以前溝1、 古代～ 中世溝2、 縄文包含

～平25. 3 .31  層

30 
下
し も

之の
じ城ょ

う 仲なか お沖き
第

下之城町 市教委 清水豊 工場用地 2 , 280 
平24. 4 .  3 

古墳溝、 平安水田、 縄文包含層
4 次 ～平24 . 6 .  8 

3 1  北
きた

寝
ね

保
19

窪
く ぼ

c 号墳
棟高町 市教委 大野義人 個人住宅 333 

平24 . 4 . 16 
古墳円墳1

第 2 次 ～平24 . 9 . 1 1  

館
たてば林やし市し

1 
間
●

堀
99り

1 
平24 . 4 .24 

上赤生田町 市教委 奈良純一 個人住宅 120 
～平24 . 5 . 31 

縄文住居1、 年代不明土坑多数

2 
ひ日な

向た
古
こ ふ

墳
ん
群ぐん 日 向町 市教委 奈良純一 その他 10 平24 . 5 . 17 年代不明溝1

3 
お岡

か
野
の

・ 屋
や

敷
し き 前

まえ
・

岡野町 市教委 奈良純一 個人住宅 10 平24 . 7 . 10 年代不明溝2闘
4 

た
館

てば林や
し じ城ょ

う せ
跡

き ・じ城ょ う
大手町 市教委 奈良純一 集合住宅 17 平24 . 7 . 14 年代不明溝1下か ま

町ち

5 
た
館

てば
林
や し じ城ょう せ

跡
● ・じ城ょう

大手町 市教委 奈良純一 その他 IO 平24 . 1 1 . 28 年代不明土坑1、 掘削痕下か ま
町ち

6 天てん神じ
ん

新栄町字天神 市教委 奈良純一 集合住宅 187 . 5  
平24 . 12 . 1 2

井戸1、 年代不明溝、 土坑多数
～平24 . 12 . 20

玉
た ま

村む
ら

町
まち

た
玉

ま む村
ら

町
まちNo . 71 1 遺 大 字 下新 田 ・ 都市計画道路 斉 田 古代As-B直下水田、． 中、 近世以降井戸1、

跡 斎田
町教委 中島直樹

上之手線新設 134 
平24 . 10 . 10

土坑2、 ピ ッ ト 2、 溝4

富と
みお岡

か市し

I か
上

み た高
か

田
た ち筑く ぜ

前
ん

上
う え ・ 市教委 横田大輔

県営農地整備事業
平24 . 5 .  1 古代住居9、 掘立柱建物跡5、 畠跡1 、 溝跡1、

上
かみた

高
か

田
た 稲いな

葉
ば 上う

え 妙義町上高田
毛野考研 宮本久子

（ 松 義 東 部 地 区 ）
～平24 . 8 . 31 土坑66

6 , 000 
か
上

み
高
たか

田
た

社
しゃ 宮

く
子
じ

妙 義 町 上 高
市教委 水田雅美 県営農地整備事業

平24 . 4 . 25 
縄文住居1 16、 土坑364、 弥生住居22、 士

2 原
はら ・ な

中
か

里
さ と 下し も

原
はら ・ 毛野考研 有山径世 （ 松 義 中 部 地 区 ） 坑2、 古代住居142、 掘立柱建物跡23、 .:L

な
中

か
里
さ とな

中
か
原
はら 田 ・ 中里

南E8法正 36 , 000 
～平24 . 10 . 12

坑10、 溝跡1

な
中

か
里
さ と み

宮
や

平
だいら

・
な
中

か
里
さ と

市教委 水 田 雅 美
県営農地整備事業

平24 . 12 . 173 妙義町中里 （ 松 義 中 部 地 区 ） 縄文住居1、 土坑2、 古代溝跡1、 土坑1開 山下工業 矢島博文 ～平25 . 3 .  8 
1 0 , 000 

4 史
し せ

跡
き き

旧
ゅ う

富と
み お岡

か せ
製

い
富岡 市教委 片野雄介 学術調査 374 

平25 . 1 . 2 1  近現代 エ女寄宿舎跡 煉瓦施設、 花壇、

糸
し じ

場ょう
～平25 . 3 . 31 土管、 近現代 候門所跡 柱基礎

5 な七
の

日
か い

市ち六ろく た反ん

田
だ

七 日市 毛野考研 常深尚
民 間 保育 園 建設 平25 . 1 . 2 1  縄文土坑1、 平安水田跡1 、 時期不明土坑
809 ～平25 . 2 . 15 1 
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番号 遺跡名 所在地 担当 原因 ・ 面積rrl 期間 主な内容
な長

が
野
の

原
は ら

町
ま ち

I 
林
はやしみ

宮
やは

原
ら

( 9 次）
平24 . 4 . 12 

林字宮原 町教委 富田孝彦 町道林線拡幅 33 
• 平24 . 5 . 2 1  

遺構な し 、 土師器、 陶磁器出土

縄文前期初頭住居9、 中期後半住居4、 士
坑2、 ピ ッ ト （石器埋納） 1 、 弥生前期 末

2 上
う え

原
は ら

I ( 2 次） 林字上原 町教委 富田孝彦
土 地 改 良 事 業 平24 . 5 . 22 土坑1 、 古墳前期住居1 、 中 期土坑1、 古
4,312  ～平24. 10 .  5 代住居12、 陥 し 穴59、 焼土遺構5、 近世

以降土坑5、 焼土遺構5、 時期不明住居1、
土坑50、 焼土遺構3、 ピ ッ ト 62ほか

平24 . 4 . 17 縄文中期初頭土坑1 、 後期前葉住居1 、 土

3 上
うえは

原
ら
IV 林字上原 町教委 富田孝彦

土 地 改 良 事 業 ～平24. 4 . 20 坑2、 埋没谷1、 古墳後期住居2、 古代住居2、

3 , 106 平24 . 9 . 2 1  時期不明焼上遺構4、 土坑11 、 ピ ッ ト 9、

～平24 . 1 1 . 30 ［日河川1 、 流路跡8ほか
4 な長

が
野
の

原
は らあ

字
ざ遠とお西に

し
長野原字遠西 町教委 富田孝彦 個人住宅 9 平24 . 5 . 17 遺構な し 、 天明泥流確認

5 上
う えノの た

平
いら 与喜屋字上ノ

町教委 富田孝彦
携帯電話基地局

平24 . 6 .  8 遺構な し 、 黒曜石製石鏃出土
平 1 6 . 2  

6 お応
う
桑くわあ

字
ざ
新
しんで田

ん
原
ばら

応桑字新田原 町教委 富田孝彦 個人住宅 1 4 . 8  平24 . 6 . 26 遺構な し

7 
与
よ

喜
き

屋
や あ

字
ざや

山
ま

岸
ぎし ・ 与 喜 屋 字 山

町教委 富田孝彦 送電線鉄塔 38 . 4  平24 . 7 . 10 遺構な しあ
字

ざお
大

おみ峯ね 岸 ・ 字大峯

8 
や
山

ま
岸
ぎし

II 与喜屋字山岸 町教委 富田孝彦 送電線鉄塔 67 
平24 . 7 . 19•30

縄文前期末土坑1 、 古代住居1、 陥 し穴3
～平24 . 8 .  2 

， 東
ひがし9

原
9ら

I ( 3 次） 林字東原 町教委 富田孝彦 個人住宅 2 1 . 6  平24 . 8 .  3 
遺構な し 、 縄文土器、 弥生土器、 陶磁器

片出土

10 長な
が

野
の は

原
ら じ

城ょ
う あ
跡と 長野原字嶋木 町教委 富田孝彦 町道長野原線 105 

平24 . 10 . 1 
近世天明畑1 、 陶磁器片出土

～平24 . 10 . 4 

1 1  お応
う
桑くわあ

字
ざ新

しんで
田

んば
原

ら
応桑字新田原 町教委 富田孝彦

高齢者 向 け 住 宅
平24 . 1 1 . 1 遺構な し

141 . 6  

1 2  嶋
し ま

木
ぎ

I ( 3 次） 長野原字嶋木 町教委 富田孝彦
町 道 長 野 原 線

平24 . 1 1 . 13 近世天明畑、 陶磁器片出土
36 . 96 

13 
な長

が
野
の は原

ら じ
城
よ う あ

跡
と

（ 2  
長野原字嶋木 町教委 富田孝彦

町 道 長 野 原 線 平24 . 1 1 . 13
遺構な し

次） 53 . 6  ～平24 . 1 1 . 14

14  東
ひがしか

貝
い
瀬
ぜ

皿 長野原字東貝
町教委 富田孝彦

町 道 長 野 原 線
平24. 1 1 . 16 近世天明畑

瀬 1 9 . 36 

15  つ坪
ぽ
井
い

( 9 次） 大津字松木 町教委 富田孝彦 個人住宅 32 . 2  平24 . 1 1 . 20
縄文前期前半土坑1、 中 期後半土坑3（ う
ち2基は掘立柱建物の柱穴）、 保存協定

東ひ
がしあ吾

がつ
妻

ま
町
まち

1 農 業 基 盤 整 備 平24 . 10 . 9 
縄文袋状士坑4、 円 形土坑8、 土坑8、 黒

松
まつ谷

や
松
まつ下

しも 大字松谷 町教委 吉田智哉
1 , 477 ～平25. 1 .  9 

曜石集中区2、 中世以降竪穴状遺構l、 掘

立柱建物跡4、 ピ ッ ト 群1等

藤
ふじお岡か市し

1 
本ほ

ん
郷ご

う
下
しもが海い

戸と
特別支援学校敷地 平25 . 1 .  8 

本郷 市教委 針谷友規
造成 1 , 200 ～平25. 2 . 22 

古墳時代住居6、 土坑、 ピ ッ ト 多数

2 
宿
し ゅ く

神
じん

田
だ

地
ち

区
く

遺
神田 市教委 亀井健太郎

農業基盤整備事業 平24 . 4 . 10 
古墳8、 溝11 、 土坑3

跡群 1 , 992 ～平25. 1 . 3 1  

3 
ひ
平

ら
井
い

地
ち

区
く

2 号北
三ツ木 市教委 井上勉 公園造成 30 

平25. 3 . 18 
古墳1

古墳 ～平25. 3 . 29 
4 宿

し ゅ く
神
じん

田
だ

II 神田 市教委 針谷友規 住宅建設 31 . 5  平24 . 6 . 27 時期不明土坑l
5 城

しろ屋
や

敷
しき III 藤岡 市教委 針谷友規 住宅建設 19 平24 . 7 . 27 時期不明土坑2、 時期不明落込み1

6 下
しも栗く り須

す
津
つ

島
し ま

下栗須 市教委 針谷友規 浄化槽設置 9 平25 . 1 . 30 古墳時代住居l、 ピ ッ ト 1

7 矢
や

場
ば 宝ほ う せ

泉
んぼ坊う

矢場 市教委 亀井健太郎
工事車両搬入路設 平25. 3 .  4 

平安時代落込み1
置 7 . 5 ～平25. 3 . 25 

県
・

市
町
村
等
発
掘
調
査
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番号 遺跡名 所在地 担当 原因 ・ 面積rrl 期間 主な 内容
前まえ橋ばし市し

上こうず野99こ国く府ふ あ
跡と 市教委 阿久澤智和 平24 . 7 .  2 古墳～ 平安 時 代 の 住 居27、 古 代 の 溝l、元総社町

並木勝洋
範囲確認調査 705 

～平25 . 2 .  8 中世の溝12、 中近世の井戸15、 ピ ッ ト 32

2 
元もと総そ

う
社じゃお蒼う 海み 遺

い せ跡
き

元総社町 市教委 藤坂和延
区 画 整 理 事 業 平24 . 5 .  10  縄文住居4、 土 坑2、 埋 甕2、 古墳～平安

群ぐん
(40) 1 , 280 ～平24 . 12 . 27 住居39、 鍛冶遺構l 、 土坑2、 中近世井戸l

元もと総そう社じゃお蒼う海み 遺
い せ

跡き 市教委 小峰篤 区 画 整 理 事 業 平24 . 5 .  10  
縄 文、 古 墳～ 古 代 住 居67、 鍛 冶 工 房1 、

3 元総社町 竪穴状遺構3、 掘立柱建物1、 土坑1 、 溝1 、群
ぐん(4 1 )  瀧澤重雄 1 ,943 ～平24 . 12 . 21

井戸1、 道路状遺構1 、 風倒木1

4 
元もと総そ

う
社じゃお蒼う 海み 遺

い せ
跡き

総社町総社 市教委 小峰篤
区画整理事業 8 平24 . 5 . 18 遺構な し群

ぐん
(42) 瀧澤重雄

5 
元もと 総そ

う
社じゃお蒼う 海み 遺

い せ
跡

き

元総社町
市教委 小蜂篤

区画整理事業 280 
平24 . 5 . 18 

古代住居4、 溝l群
ぐん

(43) 瀧澤重雄 ～平24. 6 .  7 

6 
元もと総そ

う
社じゃ蒼おう 海み 遺

い せ跡
き

元総社町 市教委 藤坂和延 区画整理事業 30 
平24 . 8 . 3 1

平安住居1 、 時期不明井戸l群
ぐん

（46) ～平24. 9 .  7 

7 
元もと総そう社じゃお蒼う海み 遺

い せ跡
き

元総社町 市教委 藤坂和延 区画整理事業 160 
平24 . 10 . 15

平安住居6、 時期不明井戸2、 土坑3群
ぐん(49) ～平24. 1 0 . 24 

8 
元もと総そう社じゃお蒼う海み 遺

い せ跡き
元総社町 市教委 藤坂和延 区画整理事業 290 

平24 . 1 1 . 5 
縄文住居l 、 古墳～平安住居18群

ぐん(50) ～平24 . 12 . 1 2

， 

あ
安

ん づ通う
・ 1洞えら

No . 2 
粕川町室沢 市教委 阿久澤智和

範囲確詔調査 650 
平24 . 7 . 23 縄文時代後晩期の遺物包含層、 縄文時代

遺跡 並木勝洋 ～平24 . 1 1 . 16 住居1

10 
元もと総そう 社じゃお蒼う 海み 遺

い せ跡
き

元総社町
市教委 福田貫之

区画整理事業 320 
平24 . 8 . 20 古代住居3、 溝5、 堀2、 土壌墓l、 井戸l、

群
ぐん

(44) 技研測量 山田誠司 ～平24. 9 . 30 土坑39、 ピ ッ ト 32

1 1  
元もと総そう 社じゃお蒼う 海み 遺

い せ
跡き

元総社町
市教委 福田貫之

区画整理事業 660 
平24 . 9 . 26 古 瑣～古代住居2、 溝8、 堀2、 土 壊墓1、

群
ぐん

(45) 技研測量 山田誠司 ～平24 . 10 . 3 1 地下式坑1 、 井戸4、 土坑21、 ピ ッ ト 104

12  
元もと総そう 社じゃ蒼おう 海み 遺

い せ跡
き

元総社町
市教委 福田貫之

区画整理事業 156 
平25 . 1 .  7 

堀3、 土坑5、 井戸6、 柱列跡2、 ピ ッ ト 72群
ぐん

(47) シ ン技術 相澤正信 ～平25. 3 . 22 

13 
元もと総そう 社じゃお蒼う 海み 遺

い せ
跡き

元総社町 市教委 福田貫之 区 画 整 理 事 業 平25 . 2 .  4 古墳～古代住居32、 竪穴状遺構4、 溝4、

群
ぐん(48) 毛野考研 日 沖剛史 1 , 380 ～平25. 2 . 26 土坑13、 集石l 、 柱穴多数

14 
六
ろ つ

供
く

遺
い せ

跡
き

群
ぐん

六供町 市教委 福田貫之
区画整理事業 400 

平24 . 12 . 1 2
古墳住居12、 土坑6、 柱穴15、 溝2No . 7 山下工業 櫻井和哉 ～平24 . 1 2 . 28

15 筒蒼口冨餅廂
下佐烏町 毛野考研 井上太 工場建設 5 , 29 1  

平24 . 1 1 . 26 古墳遺物包含陪、 畠、 水 田、 平安水田、

遺
い

跡
せき

群
ぐん

No . 2 ～平25 . 2 . 26 中世溝

16 
朝あさ 倉く ら

工
こ う ぎ業よ う だ団ん 地ち

下佐鳥町 スナガ環測 板垣宏 倉庫建設 713 
平24 . 7 . 17 

古墳水田、 古墳溝、 溝
遺
い せ

跡
き
群
ぐん

No . 3 ～平24. 8 . 27 

17 
朝あ

さ 倉く ら 工こ う ぎ業ょ
う だ団ん 地ち

下佐烏町 山下工業 青木利文 工場建設 174 
平25 . 1 .25 

平安水田、 溝7
遺
い せ

跡
き
群ぐん

No . 4 ～平25. 2 .  3 

18  
あ
朝さ 倉く ら 工こ う ぎ業ょ う だ団ん 地ち

下佐鳥町 毛野考研 宮本久子 工場建設 4 , 763 
平25 . 2 . 18 

古墳水田、 平安水田、 溝42、 掘立柱）
遺
い せ

跡
き
群
ぐん

No . 5 ～平25 . 4 .  5 

19 
か
上

み
佐
さ

鳥と りな
中

か
原
はら前まえ 皿 上佐鳥町 山下工業 櫻井和哉 医療施設建設 302 

平25. 3 .  4 
平安水田、 溝l

～平25 . 3 . 25 

20 前ま え
箱
はこ

田
だ

村
むら

西
に し III 前箱田町

シ ン技術
店舗建設 900 

平25. 2 . 18 
平安水田、 溝

菊池康一郎 ～平25. 3 .  1 

み ど り 市し

1 
馬
ま み

見
のお岡か

第15地点
市教委 萩谷千明 平24. 5 . 2 1  

笠懸町西鹿田
松島正志

個人住宅 49 . 4  
～平24. 5 . 23 

奈良 • 平安柱穴2

2 北
きたや

山
ま
第12地点 笠懸町阿左美

市教委 萩谷千明
病院建築 70 

平24 . 7 . 10
縄文柱穴6、 平安柱穴1

松島正志 ～平24 . 7 . 12 

3 大おおば
畑
たけ

大間々 町浅原 市教委 萩谷千明
個人住宅 72 

平24 . 8 . 20 
遺構な し

松島正志 ～平24 . 8 . 23 

4 馬
ま み

見
のお岡か

第16地点 笠懸町西鹿田
市教委 萩谷千明

個人住宅 8 
平24 . 8 . 27 

遺構な し
松島正志 ～平24 . 8 . 28 

5 
み
宮

や
久

く
保
ぼ

第 4 地点 笠懸町阿左美
市教委 萩谷千明

個人住宅 20 平24 . 10 . 15 遺構、 遺物な し
松島正志

66 
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番号 遺跡名 所在地 担当 原因 ・ 面積団 期間 主な内容

6 鹿
か

の
か
川

わ
第 2 地点 笠懸町鹿

市教委 萩谷千明
個人住宅 3 平24 . 10 . 18 縄文土器多数

松島正志

7 ほ堀
りが
上

み
第 6 地点 笠懸町阿左美

市教委 萩谷千明
露天駐車場 140 

平24 . 12 . 17 
遺構な し

松島正志 ～平24 . 1 2 . 19

8 清
し み

水
ず

北
き た ぐ口ち

第 2 地
笠懸町鹿

市教委 萩谷千明
個人住宅 13 . 5  

平25 . I .  18  
縄文柱穴1

点 松島正志 ～平25. 1 . 2 1  

， 北き
た原はら 大間々 町桐原 市教委 萩谷千明 個人住宅 ・ 住 宅 権 平25. 2 . 19 

縄文士坑1
松島正志 事務所 72 ～平25 . 2 . 2 1  

1 

け
県
上
こ

ん
う ず
野

き教
け

ょう
こ
国
委
くいぷ
分ん寺じ あ

跡と 前橋市元総社 県教委 橋本淳 平 成24年 度 国 宝 平24 . 9 . 24 古代寺院
町 重要文化財等保 存 ～平25. 1 .  9 

整備事業

県
・

市
町
村
等
発
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調
査
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平成24年度県 ・ 市町村等整理作業一覧

県
・

市
町
村
等
整
理
作
業
＿

覧

番号 遺跡名 整理担当者 整理期間 調査期間 遺跡の 内容
あ
安

んな中
か市し

I あ悪く途
つ ひ

東
が し Il 平24. 5 . 29 平24. 4 . 13 

市教委 菅原龍彦
～平24 . 1 1 . 30 ～平24 . 5 . 28 

円墳3、 方墳1

2 国
→ く術

が 下しもつ
辻

じ
II 市教委 菅原龍彦 平25 . 1 . 15 平24 . 1 1 . 15

弥生住居4、 古墳住居6、 士坑10、 溝1 、 ピ ッ ト 4
市嘱託 壁伸明 ～平25 . 3 . 29 ～平25 . 1 . 1 1  

3 
西
に し

横よ
こ

野
の ち

中
ゅ う

部
ぷ

地
ち

市教委 菅原龍彦 平24 . 4 . 16 平20年度
縄文、 古墳、 古代集落、 終末期古墳、 古代溝状遺構

区
く

遺
い

跡
せき

群ぐ
ん

市嘱託 壁伸明 ～平25 . 3 . 25 ～平24年度

4 
西
に し

横
よ こ

野
の

東
と う

部
ぷ

地
ち

区
く

市教委 井上慎也
平24 . 4 . 24 平18年度 旧石器遺物、 縄文住居46、 弥生士坑139、 古墳住居184、 水場、

遺
い せ

跡
き
群ぐん ～平25 . 3 . 25 ～平24年度 土坑、 古墳1、 古代住居20、 古代道路、 区画溝、 溝等

伊い
勢
せ 崎さ き市し

1 あ
新

ら屋や
敷
し き

( 2 次）
ス ナ ガ環測 平24 . 1 1 . 29 平24 . 1 .  4 

金子正人 ～平25 . 3 . 15 ～平24. 3 . 15 
古墳住居4、 溝3、 土坑7、 ピ ッ ト 30、 畝間状遺構

2 
今
いま

井
い

北
き た

原
19ら

( 4 ~ 
市教委 出浦崇

平24 . 4 .  2 平 9 . 9 . 5
古墳住居6、 古代住居1 、 溝3

6 次） ～平24 . 10 . 3 1 ～平 9 . 10 . 2 1

3 今
いま

井
い

北
き たは原

ら
( 9 次） 毛野考研 上井道昭

平24 . 7 . 26 平24 . 7 .  17  
占代住居2、 ピ ッ ト 3

～平24 . 10 . 31 ～平24 . 7 . 25 

4 
伊
い

与
よ

久
く

・ 久
く

保
ぽ

田
た

市教委 早川隆弘 平24. 6 .  1 平23 . 10 . 3 古代住居1、 竪穴状遺構2、 士坑7、 古代～近世溝8、 古代水
東
ひがし

( 3 次） 勢藤力 ～平24 . 1 2 . 28 ～平23 . 10 . 27 田面

5 川
かわ

上
う え

( 7 次）
ス ナ ガ環測 平25 . 1 . 16 平24 . 12 . 17

古代住居5、 土坑1 、 ピ ッ ト 1
荻野博巳 ～平25 . 3 . 1 5 ～平25 . 1 . 15 

6 三
さんげ

軒ん屋や 市教委 出浦崇
平24. 4 .  1 平 1 4 · 1 6 · 1 7 · 1 9

佐位郡街正倉跡
～平24 . 12 . 28 年度～平23年度

7 下
し も

ノ
の

西
に し

( 2 次） 市教委 早川隆弘
平24 . 6 .  I 平23 . 4 . 25 

古代住居2
～平25 . 3 . 1 5 ～平23. 4 . 27 

8 西1
こしや

山
ま

市教委 剪藤力
平24 . 6 .  1 平23 . 4 .  4 

古墳住居1、 古代溝2
～平25 . 3 . 15 ～平23. 4 . 6 

， 
や社

しろ
北
きた ( 2 次） 市教委 出浦崇

平24 . 1 1 . 1 平 8 . 1 1 . 7 縄文住居7、 古墳～古代住居54、 古墳祭祀遺構l 、 石組遺構2、
～平25. 3 . 29 ～平 9 . 6 . 24 石敷遺構1

お
大

おい泉
ずみま

町
ち

I 
寄よ り木

き
戸ど ひ東

が し
原は

ら 平24. 4 .  9 平 1 . 6 . 15 
町教委 関本寿雄

～平24. 7 . 27 ～平I . 6 . 30 
古代住居跡1、 土坑1 （時期不明）

2 横
よ こ ま

町
ち
遺跡 II 町教委 関本寿雄

平24 . 4 .  9 平 8 . 9 . 9
古墳前期 （石田川期）住居跡1

～平24 . 7 . 27 ～平 8 . 9 . 1 2  

3 西
に し

原
9よら

町教委 関本寿雄
平24 . 9 .  3 平1 1 . 7 . 23 

古代住居跡3
～平25 . 2 . 26 ～平J I . 8 .  4 

お
太

お田た 市し

1 平24 . 5 . 14 平23
太田市内 市教委 中村渉

～平25. 3 . 29 ～平24年度

2 岩
いわ松

まつせ

千
ん歳ざい

2 市教委 中村渉
平24 . 4 .  2 平17 . 2 . 14

～平25 . 3 . 29 ～平17 . 12 . 13

3 北
ほ く

部
ぷ

ス ポー ツ 公
こ う

市教委 中村渉
平24 . 4 .  2 平17. 2 . 15

え園んな内
い
遺い

せ
跡

き
群ぐ

ん
～平25 . 3 . 25 ～平18 . 7 . 31 

4 駒
こ ま形

がた
神じ

ん
社じゃは埴

に
輪
わ 窯よう

市教委 中村渉
平24 . 4 .  2 昭62. 4 .  5 

埴輪窯跡、 埴輪集積場
蘇 ～平25. 3 . 25 ～昭62 . 7 .  8 

5 
か
金なや山まじ城ょうあ

跡と 市教委 中村渉 平25 . 2 .  1 平19年度
戦国期山城

須田 茂 ～平25 . 2 .28 ～平23年度
か甘ん楽

ら
町まち

1 
下
し も

小
こ づ塚

か
N 

平24 . 4 .  2 平13 . 1 .  9 
町教委 小安和順

～平25 . 3 . 29 ～平1 3 . 5 . 30 
弥生住居23、 古墳住居30、 平安住居1 1

桐
き り生ゅ う 市し

1 あ
天

まが
笠

さみ南なみ J 平24 . 4 .  1 平23 . 4 . 1 1  
市教委 加部二生

～平25 . 3 . 15 ～平23. 5 . 31 
古代住居1 、 中世竪穴状遺構1 、 中世溝状遺構2、 土坑8

2 
せ
関

き ち長ょ
う

者じゃ づ塚
か

古
こ ふ墳

ん

市教委 加部二生
平24 . 4 .  1 平23 . 6 .  8 

市指定史跡の終末期五角 形墳周溝南西隅部
II[ ～平25 . 3 . 15 ～平23. 6 . 2 1  

68 



番号 遺跡名 整理担当者 整理期間 調査期間 遺跡の内容

3 
あ
天

まが
笠さみ

南な
み k 市教委 加部二生

平24. 4 .  I 平23 . 6 . 22 
古墳住居1 、 古代住居1 、 溝状遺構3、 中～近世士坑5

～平25. 3 . 15 ～平23. 7 . 28 

4 童ど
う

子
じ ば原ら 市教委 加部二生 平24 . 4 .  1 平23 . 9 . 20 古代住居2、 土壌2、 ピ ッ ト 66、 溝状遺構5、 道跡l、 竪穴遺

新井雅幸 ～平25 . 3 . 15 ～平23 . 1 1 . 15 構1

5 大
だい

雄
ゆ う い伽今 豆即 （ 第 1 市教委 加部二生 平24 . 4 .  1 平23 . 10 . 25 縄文住居4、 土坑8、 ピ ッ ト 22、 古墳住居1、 時期不明住居1 、

次） 新井雅幸 ～平25 . 3 . 15 ～平23 . 1 1 . 7 上坑8、 ピ ッ ト 10、 溝状遺構l

6 
や
止

まか
上

み
新
しん

町
まち1V 市教委 加部二生

平24 . 4 .  1 平23 . 12 . 1 
溝状遺構］

～平25. 3 . 1 ～平23 . 12 . 28

7 元も
と じ

宿ゅ く I 市教委 加部二生
平24 . 4 .  1 平24 . 1 . 10 

縄文住居3、 溝状遺構1 、 縄文～中世土坑4、 風倒木痕1
～平25 . 3 . 15 ～平24. 3 . 23 

渋
しぶか川わ市し

後
う しろ

田
だ ひ東

がし
遺跡 3

平24 . 5 .  1 平23 . 1 1 . 15
市教委 剣持克洋

～平24 . 9 . 30 ～平23 . 1 1 . 18
弥生住居3

2 
津
つ

久
く

田
だ

上
かみ

安
あ

城
じろ

遺
市教委 後藤佳一

平24. 4 .  1 平22. 7 .  2 ~ 古代住居4、 竪穴状遺構2、 掘 立柱建物跡5、 柵列］、 土坑
跡 2 ～平25 . 3 .3 1  平23 . 3 . 1 1  30、 石組1、 風倒木痕2 倒木痕l

3 
あ
有り馬

ま て寺らばた畑
け

市教委 後藤佳一 平24 . 4 .  1 平23 . 9 . 26 古代住居41、 溝3、 井戸3、 柵列5、 土坑多数、 古墳畠跡、 方形、
～平25. 3 .31  ～平24 . 3 . 30 円形周溝墓8、 弥生住居1 1

高
たか崎さき市し

1 む棟なだ
高

か
遺
い

跡
せき群ぐん 平24 . 5 .  8 平13 . 4 .  1 

市教委 田辺芳昭
～平25 . 3 . 29 ～平18 . 3 . 31 

古墳竪穴、 畠跡、 低墳丘墓、 古代竪穴、 掘立柱建物

2 た高
か崎さ き じ

城
ょ う

第20次 市教委 清水豊
平24. 4 .  9 平23 . 5 .  2 古墳竪穴l 、 古代竪穴3、 中世溝2、 近代建物基礎、 溝5、 井

～平25 . 3 . 29 ～平24. 3 . 28 戸1

3 す菅
が
谷
や た高

かは畑た
市教委 田辺芳昭

平24. 7 . 11  平12 . 4 .  I 
古墳竪穴、 古代竪穴、 掘立柱建物

～平25 . 3 . 28 ～平16 . 3 . 31 

4 は浜ま尻
じ り村むら西に

し
市教委 滝沢匡

平24 . 5 . 21  平10. 4 .  1 
古墳竪穴、 畠、 古代竪穴、 井戸、 中世堀、 ピ ッ ト

～平25 . 3 . 29 ～平15 . 3 . 31 

5 
下
し も里さ と

見
み み

宮
やが

谷
い

戸
と

第
市教委 黒田晃

平24 . 6 .  1 平23 . 4 . 13 
縄文包含層、 古墳竪穴24、 鍛冶炉 ？ 1、 金床、 古代畠跡

2 次 ～平25 . 3 .30 ～平23. 8 . 18 

6 
下
しも 斎さ

い

田
だ じ

重ゅ
う

上ど
や薬く

市教委 岡 田 真 飯 平24 . 7 .  2 平24 . 4 . 13 
縄文包含層、 古墳溝、 中世溝師 塚光生 手島芙実子 ～平25 . 3 . 29 ～平24 . 6 . 29 

市教委 岡 田 真 飯 平24. 4 .  I 平23 . 4 .  I 
縄文包含層、 古墳l 、 方形周 溝墓4、 竪穴6、 溝14、 井戸4、

7 下しも斎さ
い

田
だ

遺
い

跡
せき

群ぐ
ん

土坑14、 ピ ッ ト 36、 畠跡、 古代～中世溝4、 中世以降溝18、
塚光生 手島芙実子 ～平25 . 3 . 29 ～平23 . 12 . 27

井戸2、 士坑墓5、 火葬施設1、 士坑5、 ピ ッ ト 6

市教委 岡 田 真 山
平24. 4 .  1 平23 . 7 .  1 

縄文包含層、 古墳溝2、 古代竪穴7、 掘立建物5、 井戸5、 土
8 下し

も
斎さ

い

田だ
む向

かい
本 ジ ェ ー ム ズ 飯塚 坑75、 ピ ッ ト82、 溝64、 配石1 、 水田、 中世以降士坑3、 溝

光生
～平25 . 3 . 29 ～平24. 3 .31  

61、 井戸16、 ピ ッ ト 3

， 
か
上

みた滝
き
遺
い

跡
せき

群ぐん 市教委 清水豊 平24 . 4 .  1 平22 . 8 . 24 縄文包含層、 士坑2、 古墳溝4、 古代竪穴7、 掘立建物5、 井

飯塚光生 ～平25 . 3 . 29 ～平23. 3 .31  戸16、 土坑、 水田、 中世井戸、 溝

10 
み

水
ず

沼ぬ
まて寺ら沢さわ 市教委 角 田真也

平24 . 6 .  1 平23 . 6 . 20 縄文竪穴20、 土坑、 弥生土坑、 古代竪穴14、 鍛冶遺構3、 土坑、

～平25. 3 . 29 ～平24 . 3 . 30 耕作痕、 中近世竪穴2、 土坑、 近世墓l

11  
下しも 之の

じ
城ょ

う 仲なか お沖き 市教委 山 本 ジ ェ ー 平24. 4 .  I 平21 . 7 . 13 
古代水田

第 3 次 ムズ ～平25 . 3 . 29 ～平22 . 3 . 24 

12 
下しも 之の

じ
城
ょ う な仲か お沖き

市教委 清水豊
平24 . 4 .  I 平24 . 2 .  1 

古墳溝、 古代水田
第 4 次 ～平25 . 3 . 29 ～平24. 6 . 30 

13 
下
しも 之の じ城ょ

う む村ら 前
まえ

市教委 大野義人
平24 . 12 . 10 平23 . 1 1 . 1 

古代溝、 水田跡
第 7 次 ～平25 . 3 .29 ～平24 . 3 . 15 

14 
か
貝

い
沢ざ

わ
五
ご れ霊い

神
じん

社
じ ゃ

古こ
市教委 山 本 ジ ェ ー 平24 . 6 .  1 平24. 1 .  5 

古墳南側周堀、 土坑、 ピ ッ ト 、 古代～中世溝9、 近世上坑5繭 ムズ ～平24 . 12 . 28 ～平24 . 3 . 30 

15 
あ
足

し
門ど ひ東

がし屋や 敷
しき間

ま

市教委 田辺芳昭
平24. 6 .  1 平23 . 5 . 18 

中世 ？ 畠跡
～平24 . 12 . 28 ～平23. 6 . 17 

平22 . 4 . 1 2  

1 6  権
ごん

王
だ せ

関
き

谷
や

第
市教委 角 田真也

平24. 4 .  9 ～ 平22 . 6 . 25 
自 然流路、 縄文前期～晩期、 弥生前期～後期遺物包含

1 、 2 次 ～平25. 3 . 29 平23 . 4 . 1 1  

～平23. 5 . 24 

県
・

市
町
村
等
整
理
作
業

覧
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県
・

市
町
村
等
整
理
作
業
一

覧

番号 遺跡名 整理担当者 整理期間 調査期間 遺跡の内容

17 穴篠 ． 笛篠 第
毛野考餅 高橋清文

平24 . 7 . 23 平24 . 6 .  18 
古墳竪穴8、 古代溝4、 掘立柱建物2

4 次 ～平24 . 1 1 . 30 ～平24 . 7 . 12 

18 
か
上

みな
中

か
居
い ・ 西

に し
屋
や

敷
しき

技研測量 山田誠司
平24 . 9 . 18 平24 . 5 . 3 1 古墳士坑2、 ピ ッ ト 2、 古代溝2、 中近世溝8、 井戸3、 士坑

第 4 次 ～平24 . 9 . 28 ～平24 . 7 . 17 1 1 、 ピ ッ ト 7

19 乗
の つ附99 • 五

ご ひ
百ゃ くや

山
● 

測研 水谷貴之
平24. 7 .  1 平24 . 5 . 28 

古墳竪穴
～平24 . 1 0 . 31 ～平24 . 6 . 30 

20 下
し もた

滝
き ・ 斎

さい田t＇ 下し も
毛野考研 石丸淳史

平24 . 12 . 3 平24 . 1 1 . 14
古墳竪穴7、 古代竪穴3、 中世土坑12、 ピ ッ ト 17

～平25 . 3 . 15 ～平24 . 1 1 . 29 

2 1  住
すみよ

吉
しち
町

ょ う
第 2 次 毛野考研 南田法正

平24 . 4 .  6 平24 . 3 . 26 
占代水田跡、 近世～近代建物1 、 ピ ッ ト 4

～平24 . 6 . 30 ～平24 . 4 .  5 

22 東
あずまち

町
ょ う

第 7 次 歴史の杜 村上章義
平24 . 7 . 17 平24 . 7 .  2 

古代水田、 中世溝2、 近世遺物
～平24. 9 . 30 ～平24 . 7 . 1 1  

23 井
い

野
の

・ 天
てんす

水
い

高澤考研 澤田福宏
平24 . 5 . 16 平24 . 4 .  2 

古墳溝、 古代水田
～平24 . 8 . 30 ～平24 . 5 . 15

24 
吉
よ し

井
い ・ 雑ざっ

木
き 味み

山下工業 青木利文
平24 . 12 . 29 平24 . 12 . 6

古代溝9、 近世土坑2、 ピ ッ ト 8
第 2 次 ～平25 . 3 . 29 ～平24 . 1 2 . 28
館たてば林や

し市し

1 
間
● ぽ堀

り
1 

平24 . 6 .  1 平24 . 4 . 24 
市教委 奈良純一

～平25. 3 . 31 ～平24 . 5 . 31 
縄文住居1、 年代不明土坑多数

2 
ひ
日

な
向

た

古
こ

墳
ふん

群ぐん
市教委 奈良純一

平24 . 5 . 18  
平24 . 5 . 17 年代不明溝l

～平25 . 3 . 31 

3 
お岡か

野
の ・ 屋

や
敷
し き 前まえ

· 
市教委 奈良純一

平24 . 7 . 1 1  
平24 . 7 . 10 年代不明溝2麗 ～平25 . 3 . 31 

4 
館たてば

林
や し じ城

ょ う せ跡
き ・じ城よう

市教委 奈良純一
平24. 7 . 15 

平24 . 7 . 14 年代不明溝1
下
か ま町ち ～平25 . 3 . 31

5 
館たてば

林
や し じ城ょう せ跡き ・じ城ょ

う

市教委 奈良純一
平24 . 1 1 . 29

平24 . 1 1 . 28 年代不明土坑1 、 掘削痕下
か ま町

ち
～平25. 3 . 31

6 天
てん

神じ
ん

市教委 奈良純一
平24 . 12 . 21 平24 . 12 . 12

井戸1 、 年代不明溝、 土坑多数
～平25. 3 . 31 ～平24 . 1 2 . 20

玉たま村むら
町まち

1 ふ深
か
沢
さわ 平24. 5 .3 1  平 7 . 2 . 20 古墳（届堀） 2、 住居1 、 土坑1 、 溝8、 As-B以降溝1 、 近世以

町教委 中 島直樹
～平24 . 12 . 27 ～平 7 . 3 . 1 5  降か溝2、 時期不明溝4、 時期不明 ピ ッ ト 3

2 
ふ深

か さ沢
わ

（ 第 2 次 調
町教委 中 島直樹

平24. 5 .3 1  平 7 . 12 . 4 占墳（ 周 堀） 1 、 住居1、 古墳時代以降土坑2、 古代水田1 、

査） ～平24 . 12 . 27 ～平 7 . 12 . 26 As-A以降士坑4、 時期不明 ピ ッ ト 3

玉
た ま む

村
ら ま

町
ち
No . 7 1 1遺 平24 . 5 . 31 

平24 . 1 .  25 
古代As-B直下水田、 中 ・ 近世以降井戸1 、 土坑2、 ピ ッ ト 2、3 町教委 中島直樹 ～平24 . 1 .26 

跡 ～平24 . 12 . 27
平24 . 10 . 10

溝4 .

富と
みお岡か市し

平24 . 5 .  1 
1 

か
上

み r•高か 田だ 筑ち く ぜ前ん
上
う え ・ ～平24 . 7 .30 平23 . 1 2 . 1 

か上
み
高
たか

田
た 稲いな

葉
ば

上うえ 市教委 横田大輔
平24 . 10 . 1 ～平24 . 3 . 16

古代住居18、 溝跡l、 土坑8、 井戸l

～平25 . 1 . 31 

平23 . I .20 
～平23 . 2 . 18

平23 . 6 . 14 

2 
か
上

み た
高

か
田
た

社
しゃ 宮

ぐ
子じ

市教委 水田雅美
平24 . 10 . 20 ～平23. 9 . 30 縄 文 住 居105、 土 坑330、 弥 生 住 居25、 土 坑2、 古 代 住 居

は原ら ・ な中
かざ里と下し も原は

ら
～平25 . 3 . 19 平23 . 12 . 6 1 18、 掘立柱建物跡20、 溝跡1、 土坑10

～平24 . 3 . 16
平24 . 4 . 25 

～平24 . 10 . 12

史
し せ跡き き旧ゅ う

富と
み お岡

か せ製
い

平24. 9 .  1 平23 . 10 . 7 
近現代 西置繭所周 囲 煉瓦造排水溝、 除雷施設、 土管、

3 市教委 片野雄介 溝跡、 近現代 蚕種製造所跡 建物基礎、 布甚礎、 蚕種洗糸
し じ場

ょ う
～平25 . 3 . 31 ～平24 . 3 . 3 1

落場跡、 石組側溝、 地下室跡
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番号 遺跡名 整理担当者 整理期間 調査期間 遺跡の内容
な
長

が野の は
原

ら

町
まち

I 
は
林

や し な
中

か
原
はら

I ( 9 平24 . 4 .  9 平18 . 9 . 19 

次）
町教委 富田孝彦

～平24 . 7 . 30 ～平18 . 10 . 25
縄文後期住居2、 配石遺構24、 土坑10

平24 . 7 . 2 

2 
林
はやし な

中
か は

原
ら

I ( 12  
町教委 富田孝彦

～平24 . 8 . 23 平19 . 4 . 1 1  縄文後期住居2、 配石遺構10、 土坑15、 中期後半包含層、

次） 平25. 3 . 25 ～平19 . 6 . 28 古代掘立柱建物1 ほ か
～平25 . 3 . 29 

3 
は
林

や し な
中

か
原
はら

I ( 14 
町教委 富田孝彦

平24 . 4 .  9 平19 . 10 . 4 
縄文中期後半住居2、 土坑15

次） ～平24 . 4 . 27 ～平19 . 1 1 . 20

4 
は
林

や し な
中

か
原
はら

I ( 15 
町教委 富田孝彦

平24. 4 .  5 平20 . 10 . 27
縄文中期末住居1、 後期住居3、 配石遺構22、 土坑4

次） ～平25 . 3 .29 ～平20 . 12 . 5 

平20 . 10 . 8 

5 
林
はや し な

中
か は

原
ら

I ( 16 
町教委 富田孝彦

平24. I . 23 ～平20. 1 0 . 22 
縄文中期末～後期包含層、 埋没河道、 土坑11

次） ～平24 . 3 . 30 平20 . 12 . 8 
～平20 . 12 . 24

6 
や

山
ま
岸
ぎ し

II 町教委 富田孝彦
平24 . 8 .  3 平24 . 7 . 30 

縄文前期末土坑1 、 古代住居1 、 陥 し穴3
～平25. 2 . 15 ～平24 . 8 .  2 

7 さんだ
平
いら 平24 . 4 .  9 平20 . 6 . 12 縄文早期後半～後期中葉土坑25、 弥生中期土坑3、 古代住三 I 町教委 富田孝彦

～平25 . 3 . 15 ～平20. 8 .  7 居1 、 焼士遺構2、 陥 し穴8、 不明遺構1、 時期不明士坑4

平23 . 7 . 28 

8 
つ
坪

ぼ
井
い

( 8 次） 町教委 富田孝彦
平24. 4 .  9 ～平23. 8 . 12 縄文早期土坑1 、 後期前葉土坑1 、 弥生中期前半竪穴状遺構1 、

～平25 . 2 . 15 平23 . 10 . 13 土坑3、 古代陥 し穴3、 時期不明士坑8
平23 . 10 . 14

， 上
うえは

原
ら

II ( 2 次） 町教委 富田孝彦
平24. 4 .  2 平23 . 5 . 20 縄文中期初頭竪穴状遺構3、 焼土遺構5、 土坑21、 不明遺構1 、

～平25. 3 . 29 ～平23 . 10 . 6 包含層 1 、 古代陥 し穴3、 時期不明士坑53、 ピ ッ ト 9

縄文前期末～後期前葉上坑2、 弥生中期前半土坑2、 古代鍛

10 上
う え

原
99ら III ( 2 次） 町教委 富田孝彦

平24 . 4 .  2 平23 . 5 . 20 冶工房1 、 住居1 1 、 焼士遺構6、 陥 し穴29、 土坑11、 中世竪
～平25 . 3 . 29 ～平23 . 10 . 6 穴状遺構1、 近世以降墓1、 自 然流路5、 時期不明士坑126、 ピ ッ

ト 131

1 1  な
中

か棚だな
I ( 2 次） 町教委 宮田孝彦

平24 . 4 .  2 平23 . 1 0 . 31 
縄文土坑1 、 古代住居4、 時期不明土坑16、 ピ ッ ト 57

～平25 . 3 . 29 ～平23 . 1 2 . 22

縄文前期初頭住居9、 中期後半住居4、 土坑2、 ピ ッ ト （石器

12 上
うえは

原
ら

I ( 2 次） 町教委 富田孝彦
平24 . 10 . 10 平24 . 5 .22  埋納 ） 1 、 弥生前期末土坑1 、 古墳前期住居1 、 中期土坑1、

～平25 . 2 . 28 ～平24 . 10 . 5 古代住居12、 陥 し穴59、 焼士遺構5、 近世以降士坑5、 焼士
遺構5、 時期不明住居1、 土坑50、 焼土遺構3、 ピ ッ ト 62ほか

平24 . 4 . 17 
縄文中期初頭士坑1、 後期髄葉住居l 、 土坑2、 埋没谷1、 古

13 上
う え

原
はら

N 町教委 富田孝彦
平24 . 12 . 7 ～平24 . 4 . 20 

墳後期住居2、 古代住居2、 時期不明焼土遺構4、 土坑1 1、 ピ ッ
～平25. 3 . 29 平24 . 9 . 2 1

ト 9、 ［日河川1 、 流路跡8ほ か
～平24 . 1 1 . 30

14  
ひ
東

がしは
原

ら
I ( 3 次） 町教委 富田孝彦

平25 . 2 .  7 
平24 . 8 .  3 遺構な し、 縄文土器、 弥生土器、 陶磁器片出土

～平25. 2 . 27 

15 な長
が野の 原は

ら じ城ょう跡
あ と

町教委 富田孝彦
平25 . 2 .  7 平24 . 10 . 1 

近世天明畑1、 陶磁器片出土
～平25 . 2 . 27 ～平24 . 10 . 4 

16  嶋
し ま

木
ぎ

I ( 3 次） 町教委 富田孝彦
平25 . 2 .  7 

平24 . 1 1 . 13 近世天明畑、 陶磁器片出土
～平25 . 2 . 27 

17 坪
つぼ

井
い

( 9 次） 町教委 富田孝彦
平25 . I . 28 

平24 . 1 1 . 20
縄文前期前半土坑1、 中期後半土坑3 （ う ち 2基 は 掘立柱建

～平25 . 2 .  6 物の柱穴） 、 保存協定
ぬ沼ま 田た 市し

1 
広
ひろ

瀬せ
平24. 9 . 20 平22 . 12 . 2 1

市教委 小池雅典
～平25 . 3 . 29 ～平23. 3 . 25 

縄文土坑群33

2 
つ
月

き
夜
よ 野の 市教委 小池雅典

平24 . 9 . 20 平23 . 12 . 21
縄文土坑群124、 古墳住居1

～平25 . 3 . 29 ～平24 . 3 . 23 
ふ藤

じお岡か市し

1 ふ藤
じお

岡
かな

南
ん

部
ぶ

地
ち

区
く

遺
い

平24 . 5 . 14 平21 . 4 .  I 
せ跡

き群く
・ん 市教委 田野倉武男

～平25 . 3 . 15 ～平23. 3 . 31 
古墳～平安住居196、 中近世溝166、 井戸I、 祭祀遺構2

県
・

市
町
村
等
整
理
作
業
一

覧

7 1  

I 

I I 

I 

I 



県
・

市
町
村
等
整
理
作
業
一

覧

番号 遺跡名 整理担当者 整理期間 調査期間 遺跡の内容

2 鮎
あゆが

川
わふ
藤

じ
ノ
の

木
き

C 市教委 田野倉武男
平24 . 1 .  5 平23 . 6 .  8 古墳～平安住居18、 竪穴状遺構3、 掘立柱建物8、 土坑、 ピ ッ

～平25 . 3 . 29 ～平23 . 1 1 . 14 ト 571

3 
三
さんぽ

本
ん

木
ダ

地
ち

区
く

遺
い せ

跡
き

毛野考研 石丸敦史
平21 . 5 . 1 1 平24 . 6 . 1 1  古墳～平安住居95、 掘立柱建物7、 竪穴状遺構2、 溝53、 士

～平23. 3 . 25 ～平25 . 3 . 25 坑203、 ピ ッ ト 848

4 
宿
し ゅ く

神
じん

田
だ

地
ち

区
く

遺
い

市教委 亀井健太郎
平23 . 12 . 19 平25 . 2 .  1 

古墳5、 近世土坑、 溝せ
跡き群

ぐん
～平24 . 3 . 15 ～平25 . 2 . 28 

5 神
じん

田
だ し

宿
ゅ く II 市教委 針谷友規 平24 . 6 . 27 

平24 . 1 1 . 1 
時期不明士坑1

～平25 . 3 . 15 

6 城
しろ屋

や
敷
し き 川 市教委 針谷友規 平24 . 7 . 27 

平24 . 1 1 . 1 
時期不明土坑2、 時期不明落込みl

～平25 . 3 . 15

7 下
し も栗く り須す 津つ し

島ま
市教委 針谷友規 平25 . 1 . 30 

平25 . 1 . 3 1  
古墳時代住居l、 ピ ッ ト 1

～平25. 3 . 15 

8 矢や 場ぱ 宝ほう
泉
せん坊ぽう

市教委 針谷友規
平25 . 3 .  4 平25 . 3 . 25 

平安時代落込みl
～平25 . 3 . 25 ～平25 . 3 . 29 

前まえ橋ばし市し

1 
上
こ う ず野けこ

国
く 府ふ あ

跡
と 市教委 阿久澤智和 平25. 2 . 1 2  平24. 7 .  2 古墳～平安時代の住居27、 古代の溝1 、 中 世の溝12、 中近

並木勝洋 ～平25 . 3 . 31 ～平25. 2 .  8 世の井戸15、 ピ ッ ト 32

2 
元もと総そう社

じゃお蒼う 海み 遺
い

跡せ
き

市教委 藤坂和延
平24 . 6 . 26 平24 . 5 . 10 縄文住居4、 土坑2、 埋甕2、 古墳～平安住居39、 鍛冶遺構l、

群ぐん
（40) ～平25 . 3 . 22 ～平24 . 12 . 27 土坑2、 時期不明井戸1

3 
元
も と

総そう 社
じゃお蒼う 海み 遺

い せ
跡

き

市教委 小峰篤 平24 . 12 . 25 平24. 5 . 10 縄文、 古墳～古代住居67、 鍛冶工房l、 竪穴状遺構3、 掘立
群
ぐん

(41) 瀧澤重雄 ～平25. 3 . 15 ～平24 . 1 2 . 21 柱建物1、 土坑1 、 溝1 、 井戸1 、 道路状遺構1、 風倒木1

4 
元もと総そう 社

じゃお蒼う 海み 遺
い せ跡

き
市教委 小峰篤 平24 . 1 2 . 25 平24. 5 . 18 

古代住居4、 溝1群ぐん
(43) 瀧澤重雄 ～平25. 3 . 15 ～平24. 6 .  7 

5 
元
も と総そ

う
社
じゃ蒼おう 海み 遺

い
跡
せき

市教委 藤坂和延
平24 . 9 .  6 平24 . 8 .31  

平安住居1、 時期不明井戸1群ぐん
(46) ～平25. 3 . 22 ～平24. 9 .  7 

6 
元
も と

総そ
う

社じゃお蒼う 海み 遺
い

跡
せき

市教委 藤坂和延
平24 . 1 0 . 24 平24 . 10 . 15

平安住居6、 時期不明井戸2、 士坑3群
ぐん

(49) ～平25. 3 . 22 ～平24 . 10 . 24

7 
元もと総そう 社

じゃ蒼おう 海み 遺
い せ

跡
き

市教委 藤坂和延
平24 . 1 2 . 10 平24 . 1 1 . 5 

縄文住居1 、 古墳～平安住居18群
ぐん

（50) ～平25. 3 . 22 ～平24 . 12 . 12

8 
あ
安

んづ通う
・ 洞ほら

No . 2 市教委 並木勝洋 平24 . 1 1 . 19 平24 . 7 . 23 
縄文時代後晩期の遺物包含層、 縄文時代住居1

遺跡 阿久澤智和 ～平25. 2 . 28 ～平24 . 1 1 . 16

， 
元
も と総そ

う
社
じゃお蒼う 海み 遺

い
跡
せき

市教委 福田貫之 平24 . 10 . 22 平24 . 3 . 12 
古墳～古代住居44、 溝9、 土坑26、 柱穴群ぐん

（39) 毛野考研 伊藤順一 ～平25. 3 . 22 ～平24. 6 . 29 

10 
元も と総そう 社

じゃお蒼う 海み 遺
い せ

跡ぎ 市教委 福田貫之 平24 . 1 1 . 1 平24 . 8 . 20 古墳～古代住居2、 溝8、 堀2、 土壊墓l、 地下式坑l 、 井戸4、

群
ぐん

(44) 技研測量 山田誠司 ～平25 . 3 . 22 ～平24. 9 . 30 士坑21、 ピ ッ ト 104

1 1  
元
も と

総そ
う
社
じゃお蒼う 海み 遺

い せ
跡

き
市教委 福田貫之 平24 . 1 1 . 1 平24 . 9 . 26 

堀3、 土坑5、 井戸6、 柱列跡2、 ピ ッ ト72群
ぐん

(45) 技研測量 山田誠司 ～平25 . 3 . 22 ～平24. 1 0 . 31 

12  
元も 9 総そ

う
社
じゃお蒼う 海み 遺

い せ
跡

き
市教委 福 田 貫之 平25 . 2 . 26 平25 . 1 .  7 

堀3、 士坑5、 井戸6、 柱列跡2、 ピ ッ ト 72群
ぐん

(47) シ ン技術 相澤正信 ～平25 . 3 . 27 ～平25. 3 . 22 

13 
ろ六っ

供く 遺
い せ

跡
き
群
ぐん

市教委 福 田 貫之 平25 . 1 .  4 平24 . 12 . 1 2
古墳住居12、 土坑6、 柱穴15、 溝2No . 7 山下工業

櫻井和哉 ～平25 . 2 . 2 1  ～平24. 1 2 . 29 

1 4  
あ朝

さ 倉く ら 工
こ う ぎ業よ う だ団ん

地ち
毛野考研 井上太

平25 . 2 .27 平24 . 1 1 . 26 
古墳遺物包含層、 畠、 水田、 平安水田、 中世溝

遺
い せ

跡
き群

ぐん
No . 2 ～平25 . 8 . 30 ～平25 . 2 . 26 

15  
あ
朝

さ 倉く ら 工
こ う ぎ業ょ う だ団ん

地
ち

スナガ環測 板垣宏
平24 . 8 .20 平24. 7 . 17 

古墳水田 、 古墳溝、 溝
遺
い せ

跡
き
群
ぐん

No . 3 ～平24 . 10 . 26 ～平24. 8 . 27 

16 
あ朝

さ 倉く ら 工
こ う ぎ業よ う だ団ん

地ち
山下工業

青木利文
平25 . 2 .  4 平25 . 1 .  25 

平安水田、 溝7
遺
い せ

跡
き群ぐん

No . 4 ～平25. 3 .  8 ～平25. 2 .  3 

17  
あ朝さ 倉く ら 工

こ う ぎ業ょ う だ団ん
地ち

毛野考研 宮本久子
平25 . 4 .  8 平25. 2 . 18 

古墳水田 、 平安水田、 溝42、 掘立柱l
遺
い せ跡

き
群
ぐん

No . 5 ～平25 . 8 . 30 ～平25. 4 .  5 

18 上
さ

佐
と り な

鳥
か9

中
9ら

原
●え

前 m 山下工業
櫻井和哉

平25 . 3 .26 平25 . 3 .  4 
平安水田 、 溝l

～平25 . 5 . 15 ～平25. 3 . 25 

19 前
まえ箱はこ

田
だ

村
むら

西
に し III シン技術 平25 . 3 .  4 平25. 2 . 18 

平安水田 、 溝3
菊池康一郎 ～平25 . 4 . 19 ～平25. 3 .  I 

み ど り 市し

阿
あ

左
ざ

美
み

遺
い せ

跡
き
元
も と

屋
や

平24 . 4 . 10 平22 . 4 .  6 
敷
しき

地
ち

区
<

第 8 地点
市教委 萩谷千明

～平25 . 1 . 31 ～平22 . 4 .  8 
中世城館及び集落跡

72 

誰

l 



番号 遺跡名 整理担当者 整理期間 調査期間 遺跡の内容

2 清
し み

水
ず

北
き た ぐ口ち

第 2
市教委 萩谷千明

平24. 4 . 10 平22 . 4 . 26 
縄文士坑15、 柱穴多数、 中世柱穴多数

地点 ～平25 . 1 . 3 1  ～平22 . 5 . 26 

3 
い
岩

わ じ
宿
ゆ く

1I 第 6
市教委 萩谷千明

平24. 4 . 10 平22 . 5 . 2 1  
岩宿 （旧石器） 4点、 縄文土坑1

地点 ～平25. 1 . 3 1  ～平22 . 6 . 28 

4 花閏 第 7 地点 市教委 萩谷千明
平24. 4 . 10 

平22 . 5 . 25 縄文土坑1 、 時期不明の柱穴多数
～平25 . 1 . 3 1  

5 阿
あ

左
ざ

美
み

遺
い せ

跡
き
仲
なか

地
ち

市教委 萩谷千明
平24. 4 . 10 平22 . 6 .  1 

縄文住居2、 士坑3、 平安柵列、 柱穴多数、 中世士坑5以上
区
＜

第25地点 ～平25. 1 . 31 ～平22 . 6 . 18 

6 鹿
しか

清
し み

水
ず

第16地
市教委 萩谷千明

平24 . 4 .  10 平22 . 7 . 15
縄文士坑7、 柱穴20、 平安住居1

点 ～平25. 1 . 31 ～平22 . 7 . 16

7 阿
あ

左
ざ

美
み

元
も と

屋
や

敷
しき地

ち

市教委 萩谷千明
平24 . 4 . 10 平22. 7 . 22 

中世城館及び集落跡
区
＜

第 9 地点 ～平25. 1 . 3 1  ～平22 . 7 . 23 

8 
高
たか

松
まつ

A 第 2 地
市教委 萩谷千明

平24 . 4 . IO 平22 . 8 . 30 
縄文住居1 、 土坑7、 柱穴多数

点 ～平25. 1 .31  ～平22 . 9 . 24 

， 北
きたや

山
ま

第 8 地点 市教委 萩谷千明
平24 . 4 . 10 平22 . 10 . 12

縄文士坑l、 柱穴多数、 平安柱穴10
～平25 . 1 . 3 1  ～平22 . 1 1 . 5 

10 北
きたや

山
ま

第 9 地点 市教委 萩谷千明
平24 . 4 .  10 平22 . 1 1 . 4 

遺構な し
～平25 . I . 31 ～平22 . 1 1 . 5 

1 1  岩
いわじ宿ゆ

く
遺
い せ跡

き し
周ゅ

うへ辺ん
市教委 萩谷千明

平24 . 4 . 10 
平22 . 1 1 . 2 遺構、 遺物な し命 ～平25 . 1 . 31 

12 贔胤 第 2 地点 市教委 萩谷千明
平24 . 4 . 10

平23 . 3 . 23 縄文土坑l、 柱穴12
～平25 . 1 . 31 

13 
み
宮

や
久

く
保
ぽ

第 3 地
市教委 萩谷千明

平24 . 4 . 10 
平23 . 3 . 23 遺構な し

点 ～平25 . 1 . 31 

14  市
し な

内
い
遺跡 市教委 萩谷千明

平20 . 1 . 31 平20 . 1 . 3 1  
市内遺跡詳細分布調査採集遺物、 散布地、 集落跡

～平25 . 3 . 26 ～平25. 2 .  17 

15 
馬
ま み

見
のお岡か

第15地
市教委 萩谷千明

平24. 5 . 23 平24 . 5 .2 1  
奈良 • 平安柱穴2

点 ～平25 . 3 . 26 ～平24. 5 . 23 

16 北
きたや

山
ま

第1 2地点 市教委 萩谷千明
平24. 7 . 12 平24 . 7 . 10 

縄文柱穴6、 平安柱穴l
～平25. 3 . 26 ～平24. 7 . 12 

17  
お
大

おばた
畑け

市教委 萩谷千明
平24. 8 . 23 平24 . 8 . 20 

遺構な し
～平25 . 3 . 26 ～平24. 8 . 23 

18 
馬
ま み

見
のお岡か

第16地
市教委 萩谷千明

平24. 8 . 28 平24 . 8 . 27 
遺構な し

点 ～平25 . 3 . 26 ～平24 . 8 . 28 

19 
み
宮

や
久
く

保
ぽ

第 4 地
市教委 萩谷千明

平24 . 1 0 . 1 5
平24 . 10 . 15 遺構、 遺物な し

点 ～平24 . 10 . 3 1

20 鹿
か

の川
かわ

第 2 地
市教委 萩谷千明

平24 . 1 0 . 18
平24 . 10 . 18 縄文土器多数

点 ～平25 . 3 . 26 

21 蘊竺 第 6 地点 市教委 萩谷千明
平24 . 1 2 . 19 平24 . 12 . 17

遺構な し
～平25 . 3 . 26 ～平24 . 1 2 . 19

22 清
し み

水
ず

北
きた <口•ち 第 2

市教委 萩谷千明
平25 . 1 . 2 1  平25 . 1 . 18 

縄文柱穴1
地点 ～平25. 3 . 26 ～平25 . 1 .  21 

23 北
きたは原ら

市教委 萩谷千明
平25 . 2 . 2 1  平25. 2 . 19 

縄文士坑1
～平25 . 3 . 26 ～平25. 2 . 21 

け県んき

教
ょ う

委
い

1 
上
こ うず

野
けこ

国
く ぷ
分

ん寺じ
あ
跡

と 平25 . 2 . 12 平24 . 9 . 24 
県教委 橋本淳

～平25. 3 . 29 ～平25 . 1 .  9 
古代寺院

県教委 桜井美枝
平24 . 4 .  I 平23. 4 . 10 2 け

県
んな

内
い
遺跡 津島秀章 横山千晶 試掘 ・ 確認調査

諸田康成 石田真
～平25. 2 . 10 ～平24. 3 .31  

県教委 桜井美枝
平24. 7 .  1 平23 . 1 1 . 143 い

岩
わお押し

III 津島秀章 横山千晶 占代水田
諸田康成 石田真

～平25 . 1 . 31 ～平23 . 1 1 . 18

県
・

市
町
村
等
整
理
作
業
＿
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番号 報告書名 遺跡名 内 容 発行年月 日

1 
あ
安

んな
中

か市し

あ悪
く 途

つ ひ
東
がし

II 遺跡 同左 円墳3、 方墳1 平24 . 12 . 28 

2 西
にし

横よ
こ
野
の ち

中
ゅ う

部
ぶ

地
ち

区
く

遺
い せ

跡
き
群
ぐん

二
に け軒んざ在

い
家
け

原
は ら

田
だ

II
に

遺
い せ

跡
き 縄文住居110、 古墳住居8、 配石墓26、 列石1 、 土

平25 . 3 . 25 
坑343、 溝2、 円墳1

3 西
に し

横よこ野
の

東
と う

部
ぷ

地
ち

区
く

遺
い せ

跡
き
群
ぐん

6 人見西向原、 上人見
旧石器ブロ ッ ク ・ 礫群、 弥生中期士坑群、 古代牧

平25 . 3 .  19 
関連区画溝、 溝

1 
伊い 勢せ 崎さ き市し

新
あら屋や 敷

し き
遺跡 2 同左 古墳住居4、 溝3、 士坑7、 ピ ッ ト 30、 畝間状遺構 平25 . 3 . 15 

2 今
いま

井
い き

北
たは
原

ら
遺跡 9 同左 古代住居2、 ピ ッ ト 3 平24 . 1 0 . 31

3 伊
い

与
よ

久
く

• 久
く

保
ぼ

田
た ひ

東
がし遺跡 3 同左

古代住居l、 竪穴状遺構2、 土坑7、 古代～近代溝8、
平25 . 3 . 15 

古代水田面
4 川

かわ
上
う え

遺跡 7 同左 古代住居5、 士坑1、 ピ ッ ト 1 平25 . 3 . 15

5 さんげ軒ん屋や＝ 遺跡ー総括編 一 同左 佐位郡衝正倉跡 平25 . 2 . 20 

6 市
し な

内
い
遺
い せ跡

き
2 

赤坂、 伊与久、 矢中、 下ノ 西、 西山、 古墳住居l 、 古代住居2、 古代溝3、 古代土坑l、 中
平25 . 3 . 22 

今泉本郷、 女堀用水遺構 世灌漑用水路
お大おい

泉す
みま

町
ち

6 世紀初頭の築造 と 想定 さ れ る 帆立貝式古墳、 円
I 

古
こ か海い

地
ち な

内
い

10
ば
番

ん

古
こ ふ墳ん 筒及び朝顔形、 家形埴輪等出土、 ま た大刀及び大 平24 . 12 . 20

同左
刀飾 り 、 鉄鏃、 竪櫛、 ガ ラ ス 玉、 管玉等の副葬品
多数出土

1 
お太

お
田
た 市し

市
し な内

い
遺
い せ

跡
き

8 遺跡他 平成23年度の市内遺跡確認調査 平25 . 3 . 29 
桐き り生ゅう市し

石 山西、 武井廃寺跡、 武井峯 B 、

梨子木 C 、 藤生沢 C 、 梨子木 D 、

新 宿 A 、 北原 A 、 新宮 F 、 下宿

1 
桐き り

生ゆ
う
市
し ぷ

文ん化
か

財ざ
いち

調ょ
う
査
さ

報ほう告こ く 書しょ だ
第

い
32

し
集
ゅ う

東、
元宿 C 、 堂城 B 、 梨子木 E 、 平成 4 • 5 • 6 年度国庫補助事業 と し て実施 し た

平25 . 3 . 15 
新
にい

里
さ と

地
ち

区
く

遺
い

跡
せき群ぐ

んは
発

っ掘くっち
調ょ

う
査
さ

報19
う告こ くw 久保井 B 、 梨子木 F 、 武井峯 C 、 発掘調査お よ び確認調査の報告

太 郎 A 、 下 鶴 ヶ 谷 B 、 東 畑 A 、

山上天笠 D 、 藤生沢 D 、 新宮 G 、

武井峯 D 、 広間地西 I1 、 武井峯 F 、
観音寺、 武井峯 G 遺跡

群ぐ
ん馬ま

県
けん埋ま

い
蔵ぞうぶ文ん化か

財ざ
いち

調ょ
う
査さ 事

じ ぎ業よ
うだ団

ん

1 
木
き

島
じ ま

・ 下しも久
く

保
ぽ

遺跡
古墳遺物集中部2•上坑1 、 平安 ・ 中近世土坑11 ・ ピ ッ

木島 ・ 下久保遺跡
ト 3 ・ 溝4

平24 . 7 . 31 

2 か上
みい

泉
ずみ

武
たけ

田
だ

遺跡 上泉武田遺跡
奈良住居］ 0 ・士坑1 、 平安住居10 ・掘立柱建物2 ・ 溝1 、

平24 . 1 2 . 7
奈良平安住居2、 中近世溝1

3 北
きたや

山
ま
遺跡 北山遺跡

旧石器土坑3 . 縄文竪穴住居6 . 土坑162 ・ ピ ッ ト
平24 . 9 . 19 

25、 平安地割れ
4 尾

お
坂
さか

遺跡 尾坂遺跡 江戸畑 平24 . 9 .  19 

古墳竪穴住居10 ・ 士坑 ・ 溝、 飛鳥 ・ 奈 良 • 平安竪
5 

わ
綿

たぬ貫
き
牛
う しみ道

ち
遺跡 綿貫牛道遺跡 穴住居4 ・ 掘立柱建物1 . 上坑 ・ 溝、 中世掘立柱建 平24 . 1 2 . 19

物26 ・ 土坑89 • 井戸4 . 溝10、 近世溝2

6 樋
とい

ノ
の

下
した

遺跡 樋ノ 下遺跡 縄文竪穴住居1 ・ 小竪穴遺構1 平24 . 10 . 26

楡木 ］ ： 縄文土坑l、 平安住居跡4 ・ 寵屋1 · 土坑、

楡
にれ

木
き

］ 遺跡 ・ 上
う え は

原
ら

W 遺跡 （ 2 ) . 楡木 ］ 遺跡、 上原w遺跡、 西 久
近世礎石建物跡l • 石垣l • 土坑 ・ 溝4 上原N ： 中 ・

7 近世土坑6 西久保N ： 縄文掘立柱建物跡2 ・ 柱列3 • 平24 . 12 . 7 
西
に し

久
く

保
ぽ w遺跡 保N遺跡

土坑145、 平安住居跡1 ・ 焼士遺構4 . 畑跡、 近世
畑跡

8 米
こめ

野
の

芦
あしぬ沼

ま
遺跡 米野芦沼遺跡

縄文竪穴住居1 . 土坑2、 平安竪穴住居1 . 土坑1、
平24 . 1 1 . 19

中世 ・ 近世士坑5 ・ ピ ッ ト 8

74 



番号 報告書名 遺跡名 内 容 発行年月 日

， 芳
は

賀
が

東
と う

部
ぷ だ団ん

地
ち

選跡 芳賀東部団地遺跡
縄文竪穴住居3 . 土坑14、 古墳住居24、 奈 良平安

平25 . 1 . 25 
住居35 • 井戸1、 近世墓12
富岡清水： 縄文竪穴住居2 ・ 敷石住居2 • 土坑7 ・ ピ ッ
ト 28、 奈 良 • 平安竪穴住居29 ・ 掘立柱建物1 • 土

10 富
とみお

岡
か

清
し み

水
ず
遺跡 ・ 富と

みお岡
か じ

城
ょ う あ

跡と 富岡清水遺跡、 富岡城跡 坑20 ・ 溝、 古代水田 ・ 畠 ・ 用水路、 中近世建物2 . 平24 . 12 . 25 
土坑10・道路状遺構 ・ 溝、 富岡城跡 ： 弥生竪穴住居7 ·

土坑3、 古墳円墳2、 戦国城郭l

I I  
ふ
深

か
沢
さわ II 遺跡 深沢 II 遺跡

縄文竪穴住居1 ・ 土坑3 ・ 風倒木痕、 平安竪穴住居2 ·
平25 . I . 23 

ピ ッ ト 10

12 な長
が
野
の

原
99らい

一
っ
本
ばん

松
まつ

遺跡（ 6 ) 長野原一本松迫跡
縄文住居62 ・ 掘立柱建物跡7 ・ 埋甕5 ・ 炉1 ・ 土坑 ．

平25 . 3 . 25 
配石1、 平安士坑、 近世土坑

13 下
しも

栗く り須す え円
んじ

浄
ょ う 1

法
9う

遺跡 下栗須円浄法選跡 飛叡古墳2 平25 . 2 . 20 

古墳竪穴住居3 . 土坑l ・ 溝17、 飛烏 ・ 奈良 • 平安

14 綿
わたぬ貫

き
原
は ら

北
き た

遺跡 綿貫原北遺跡
竪穴住居16 • 井戸1 . 土坑25 ・ 溝17、 中 世掘立柱

平25 . 2 . 28 
建物37 · 土坑146 · 井 戸17 ・ 溝65、 近世掘立柱建
物1 . 土坑121 • 井戸2 ・ 墓19 ・ 溝49 · 復旧溝群4

15 お王
う
久

＜
保
ぽ

遺跡 王久保遺跡
奈良平安竪穴住居25 ・ 掘立柱建物1 ・ 鍛冶遺構1 • 

平25 . 2 .27  
土坑7 ・ 溝10、 中世士坑l

丑子 ： 弥生竪穴住居l、 古墳竪穴住居33 · 土坑、 奈
良竪穴住居3、 平安竪穴住居1、 中近世堀2 • 土坑 ．

16 丑う し子
こ

遺跡 ・
か
上

み
細
99そ

井
い

五
い が

十
ら
嵐

し
遺跡 丑子遺跡、 上細井五十嵐遺跡 溝 • 井戸 ・ ピ ッ ト 、 上細井五十嵐 ： 縄文竪穴住居 平25 . 2 . 28 

1、 古墳土坑、 平安竪穴住居4 • 水田、 中近世土坑 ・

溝
17 横

よ こ か
壁

ぺな
中

かむ村
ら
選跡（13) 横壁中村遺跡 縄文住居18 平25 . 3 . 22 

縄文前期竪穴住居1 ・ 竪穴2、 飛鳥古墳1 、 古墳竪
18 

か
上

み
細
ほそ

井
い せ

蝉
みや

山
ま
遺跡 上細井蝉山遺跡 穴住居1、 飛鳥竪穴住居l、 奈 良竪穴住居2、 平安 平25 . 3 . 18 

竪穴住居25、 平安道路1 • 井戸l 、 土坑136

飛烏竪穴住居3 • 土坑l、 奈良竪穴住居20 ・ 掘立柱

19 
か
上

みち
町

ょ う
・ 時

と き ざ
沢

わ
西
1こし

紺
こ ん屋

や が
谷

い

戸
ど

遺跡 上町 ・ 時沢西紺屋谷戸遺跡
建物4 . 土坑 ・ ピ ッ ト 、 平安竪穴住居24 · 土坑 ・

平25 . 3 . 18 
掘立柱建物4 ・ 道路 ・ 溜井、 中 世土坑 ． 掘立柱建
物1 、 近世水田

縄文住居3 . 土坑1 1、 古墳墳墓2、 平安住居1 ・ 竪
20 

か
上

み
武
た け士し

・ 堀
ほ り北

きた遺跡 上武士 ・ 堀北遺跡 穴状遺構3 ・ 掘立柱建物1 . 井戸1 . 土坑16 ・ ピ ッ 平25. 3 . 18 
ト 5 ・ 溝23 · 水田1

十 日 市 ： 縄 文 住 居1 · 上 坑21 ・ ビ ッ ト 27、 古墳墳
墓l ・ 溝1 、 平安住居72 ・ 竪穴遺構4 . 掘立柱建物
2 . 土坑129 · 溝I · 火葬墓1、 中世掘立柱建物32 • 
竪穴15 • 土坑280 ・ 礎石建物］ ・ 集石5 . 井戸8 . 溝
32 · 土坑墓12 ・ ピ ッ ト 983 住遺跡 ：平安住居1 2 • 

21 
十
と う

日
か

市
いち

遺跡 す住
み

遺跡 千
ち ょ

代
っ か

開
9 ヽみ

南な
み

十 日 市遺跡 ・ 住遺跡 ・ 千代 開 南 土坑29 ・ 溝1 、 中 世土坑29、 士坑墓2 ・ ピ ッ ト 65
平25 . 3 . 18 

遺跡 千
ち よ

代
っ か

開
い

北
き た

遺跡 舞
ぷ た台

い
遺跡 遺跡 ・ 千代開北遺跡 ・ 舞台遺跡 溝3 千代 開南 ： 平安住居I I ・ 土坑140 · 土坑墓2、

中世掘立柱建物2 ・ ピ ッ ト 125 ・ 溝7 千代開北 ： 縄
文住居l · 土坑3 ・ ピ ッ ト 65、 平安住居2 . 土坑16 • 
溝l、 中世土坑8 . 井戸 l ・ 溝5 舞台 ： 縄文住居2 .
土坑8 ・ 集石1 ・ ピ ッ ト 46、 古墳～奈良 • 平安溝1、
中世溝6

古墳竪穴住居88 • 水田 ・ 畑、 平安住居14 · 掘立柱
22 阿

あ
弥
み だ

大
い
寺

じ
本
ほん

郷
ごう

遺跡 阿弥大寺本郷遺跡 建物3 . 井戸1、 中 世方形館 ・ 掘立柱建物3 ・ 竪穴 平25 . 3 . 18 
状遺構3 • 井戸7 • 畑
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番号 報告書名 遺跡名 内 容 発行年月 日

新屋敷 ： 奈良竪穴住居l 、 中世 ・ 近世土坑38 ・ ピ ッ
ト 50 上西根 ： 古墳竪穴住居29 ・ 竪穴状遺構5 ・ 溝l 、

箭贔絨遺跡 ． 閏酋祖遺跡 ・ 関遺 新屋敷 遺跡 ・ 上西根遺跡 • 関 遺
奈良 • 平安竪穴住居31 ・ 竪穴状遺構7 ・ 溝2、 中世 ・

23 近世礎石建物］ ． 柵2 ．． 溝2 • 井戸2 • 土坑105 ・ ピ ッ 平25 . 3 .  18 
跡 （ 1 ) 跡

ト 131 関遺跡 ： 古墳竪穴住居13 · 溝1、 奈 良 • 平

安竪穴住居8、 中世 ・ 近世墓坑3 ・ 柵1 ・ 溝5 • 井戸5 .
土坑24 ・ ピ ッ ト 88

24 吉
よ し

井
い

川
かわ

下
し も じ

宿
ゅ く

遺跡 吉井川下宿遺跡
古墳竪穴住居1 、 江戸建物3 . 井戸1 · 道 ・ 鍛冶3 .

平25 . 3 . 12 
土坑4

古墳 ・ 奈 良 • 平安竪穴住居298 ． 掘立柱建物2 . 土

25 
わ
綿

たぬ
貫

き
伊
い

勢
せ

遺跡 綿貫伊勢遺跡
坑239 · 井戸6 ・ 窯1 . 土器埋設遺構3 ・ 溝40、 中世

平25 . 3 . 18 
掘立柱建物24 • 土坑43 · 井戸1 1 ・ 墓1 ・ 火葬跡2 .

溝13、 近世士坑1 ・ 溝1

縄文草創期石器ブロ ッ ク6 ・ 後期住居1 1 . 士坑81

26 
つ
堤

つみ
遺跡 堤遺跡

埋甕炉2 ・ 焼上遺構3 ・ 配石2 ・ 集石1 ・ 旧河道跡、
平25 . 3 . 18 

平安竪穴住居1 ・ 溝2、 中近世竪穴状遺構6 ・火葬跡4 ·

溝2 . 井戸l · 士坑12 ・ ピ ッ ト 10

笠松 ： 奈良 • 平安掘立柱建物9 ・ ピ ッ ト ・ 溝、 奈良 ・

27 
か
笠

さ
松
まつ

遺跡 ・ 堀
ほ り ま

廻
わ り

遺跡 ・ て
天

ん
良
ら

七
しち

堂ど
う

笠松遺跡 ・ 堀廻遺跡 ・ 天 良七 堂 平安 ・ 中世道路側溝、 中世土坑 • 井戸 ・ 溝 ・ ピ ッ
平25 . 3 . 19

遺跡 遺跡 卜 堀遍： 平安 ・ 中近世竪穴状遺構1 ・ 土坑6 ・ 溝4

天良七堂 ： 奈良 • 平安 ・ 中世硬化面 ・ 溝

渋
しぶか川わ市し

1 し
白

ろ
井
い

二
にい

位
や

屋遺跡 4
古代住居20、 土坑153、 溝3、 ピ ッ ト 多数、 性格不白井仁位屋遺跡 4
明遺構3、 畠跡多数

平24 . 1 0 . 31

2 渋
しぷか

川
わ

市
し

市
し な内

い
遺
い

跡
せ き

6 平成23年度試掘調査 ・ 範囲確認調査結果報告 平25 . 3 . 25 

3 
上
かみ

三
み は原

ら
田
だ ひ

東
がしみ

峯
ね

遺跡 II 区
じ
縄
ょ う

文
もん

時
じ

東峯遺跡 1I 区 縄文住居16、 士坑1 19 平25 . 3 . 25 代
4 上

かみ
三
み

原
はら

田
だ ひ東

がしみ
峯

ね
遺跡皿 区 東峯遺跡川 区 古代住居8、 士坑95、 竪穴状遺構l 、 地下式土坑1、

平25 . 3 . 25 
溝状遺構2

1 
高た

か崎さ き市し

柴
しばざ崎き ・ 1隼9や

人
と

遺跡 3 同左 古代竪穴2、 溝2、 上坑4、 水田跡、 ピ ッ ト 平24 . 8 .31  

2 す
住

み
吉
よ しち

町
ょ う

遺跡 2 同左 古代水田跡、 近世～近代建物l 、 ピ ッ ト 4 平24 . 8 .31  

3 上
かみな

中
か

居
い

・ 西
に し

屋
や

敷
しき遺跡 4 同左

古墳士坑2、 ピ ッ ト 2、 古代溝2、 中近世溝8、 井戸3、
平24 . 9 . 28 

土坑11 、 ピ ッ ト 7
4 東

あずま ち
町
ょ う

遺跡 7 同左 古代水田、 中世溝2、 近世遺物 平24 . 10 .3 1
下し も

里
さ と

見
み み

宮
や

谷
がい

戸
と

遺跡第 1 次 下
し も む

室
ろ

縄文～弥生包含層、 古墳竪穴5、 溝1、 上坑2、 畠跡、
5 田

だ 街まち
遺跡 上

かみな
中

か

居
い 荒こ う

神
じん

遺跡第 3 同左 古代竪穴1 、 畠跡、 道状遺構、 水田 、 中世以降溝3、 平25 . 3 .31  

次 士坑4、 ピ ッ ト ］4、 近世以降溝2

6 棟
むなた

高
か

遺
い せ

跡
き
群ぐ

ん
l 

棟高水窪 3 次 ・ 棟高辻の 内 5 次 ・ 縄文包含層 、 古墳竪穴12、 掘立建物1 、 溝、 畠跡、
平25 . 3 . 26 

棟高辻久保 2 次 古代竪穴50、 井戸4、 溝、 中世井戸3、 ピ ッ ト 群

7 下し も た
滝

き
・ 斎

さい
田
だ 下しも遺跡 同左 古墳竪穴7、 古代竪穴3、 中世土坑12、 ピ ッ ト 17 平25 . 3 . 15 

縄文竪穴20、 士坑、 弥生土坑、 古代竪穴14、 鍛冶
8 

み

水
ずぬ

沼
まて寺

ら
沢
ざわ

遺跡 同左 遺構3、 士坑、 耕作痕、 中近世竪穴2、 土坑、 近世 平25 . 3 . 29 

墓1
， 下し も之

の じ城
ょ う な仲

かお沖き
第 3 次 同左 古墳水田 、 平安水田 平25 . 3 . 31 

10  下し も之
の じ城

ょ う む村ら
前
まえ第 7 次 同左

古代水田、 溝、 士坑、 中世士坑、 近世以降溝、 土
平25 . 3 . 29 

坑

縄文包含層、 古墳l、 方形周溝墓4、 竪穴6、 溝14、

1 1 下
し も

斎
さい

田
だ

遺
い

跡
せき

群
ぐん

3 
下斎 田 遺跡群 ・ 下斎 田 重上薬師 井戸4、 土坑14、 ピ ッ ト 36、 畠跡、 古 代 中 世溝4、

平25 . 3 . 31 
遺跡 中世以降溝18、 井戸2、 士坑墓5、 火葬施設1 、 土坑5、

ピ ッ ト 6

12  下
し も

斎
さい

田
だ

遺
い

跡
せき

群
ぐん l 上滝遺跡群 ・ 下斎田 向遺跡

縄文包含層、 土坑2、 古墳溝4、 古代竪穴7、 掘立
平25 . 3 . 31 

建物5、 井戸16、 士坑、 水田、 中世井戸、 溝

76 



番号 報告書名 遺跡名 内 容 発行年月 日

縄文包含層、 古墳溝2、 古 代竪穴7、 掘 立 建物5、

13 下
し も

斎
さい

田
だ

遺
い せ

跡
き
群
ぐん

2 上滝遺跡群 ・ 下斎田向遺跡 井戸5、 土坑75、 ピ ッ ト 82、 溝64、 配石l、 水 田、 平25 . � . 31

中世以降土坑3、 溝61、 井戸16、 ピ ッ ト 3

1 4  
た
高

か
崎
さ き じ

城
ょ う

遺跡20 同左
古墳竪穴1 、 古代竪穴3、 中世溝2、 近代建物基礎、

平25 . 3 . 2 1
溝5、 井戸1

15 平成24年度市
し な

内
い
遺跡 市内確認 ・ 試掘調査 ・ 工事立会の概要 平25. 3 . 29 

館
たてば

林
やし市し

I 館
たてば

林
やし

市
し

埋
まいぞ蔵

う ぷ文
ん

化
か ざ財

いは発つ掘
く っち

調ょう 査さ 報ほう 間 堀 1 、 日 向古墳群、 岡 野、 屋
告こ く 書しよ第

だい
49

し
集ゅ

う た
館

てば
林
や し

市
し な

内
い

遺
い せ跡

き は発つ掘
く つ 敷 前、 岡、 館 林 城 跡、 城 下 町、 平25. 3 . 31 

調
ち ょ う

査
さ 報19う告こ く 書しょ 天神遺跡

た
玉

まむ
村

ら
町
まち

1 行
ぎ よ う に

人
んづ塚

か
VI遺跡

か
上

み
之
の

手
て

石
いしづ塚

か
v遺 行人塚 VI 、 上之手石塚 V 、 八幡

跡 八
や わ

幡
た
原
ばらあ

赤
かつ塚

か
1V

• 宇う ぬ貫
き

皿遺跡 原赤塚N、 宇貫m遺跡
平24 . 9 . 28 

ふ深
か

町
まち

遺 跡 ・ ふ深
か

町
まち

遺 跡（第 2 次 調
深 町、 （ 第 2 次 調 査 ）、 深 町 1I 、査） ・ ふ深

かま
町

ち
l] 遺跡 ・

ひ
蛭
るまぽ

堀
り ひ

東
がし

遺跡 ・
2 み

水
な 口く ち

遺 跡 ・ 若
わか み

宮
や

遺 跡 ・ 玉
たま む

村
ら ま

町
ち 蛭 堀 東、 水 口、 若 宮、 玉 村 町 平25 . I .31  

No . 7 1 ]遺跡
No . 71 1遺跡

富
とみお岡か市し

縄文住居7、 集石1、 土坑6、 弥生住居3、 古墳住居3、
I 

宇
う

田
だ

恵
え

下
げ は

原
ら
遺跡

古代住居4、 中世溝跡1、 集石1、 土坑7、 近世溝跡2、
同左

時期不明住居l 、 竪穴2、 堀立柱建物跡l、 溝3、 土
平25 . 3 .  19 

坑l

史
し せ跡き き

旧ゅ
う

富と
み お岡

か せ
製

い
糸

し
場
じょ う な

内
い よ

容う 確
かく 詔に

ん 近現代 西置繭所周囲 煉瓦造排水溝、 除雷施設、
2 ち

調
ょ う

査
さ 報ほう告こ く書し ょ

1 
同左 土管、 溝跡、 近現代 蚕種製造所跡 建物基礎、 平25 . 3 .  19 

布基礎、 蚕種洗落場跡、 石組側溝、 地下室跡

1 
な
長が野の 原はら町

まち
ち
町

ょ う な内
い
遺
い せ

跡
き
XII 坪井、 小滝 1I 、 上原 I 遺跡 平成23年度緊急発掘調査報告書 平25. 2 . 15 

2 
や
山

ま
岸
ぎし II 遺跡 同左 縄文前期末土坑1、 古代住居1、 陥 し穴3 平25 . 2 . 15  

縄文早期後半～後期中葉士坑25、 弥生中期土坑3、
さんだ

平
いら

3 三 ］ 遺跡 同左 古代住居1、 焼土遺構2、 陥 し穴8、 不明遺構1、 時 平25 . 3 . 15

期不明土坑4

1 
ふ藤

じお岡か市し

市
し な

内
い
遺
い せ

跡
き X IX 市内開発に伴 う 試掘 ・ 確認調査（1 1 カ所） 平25. 3 . 26 

神
じん

田
だ か

吠
ますが谷

い
戸
と

c 遺跡 神
じん

田
だ な

中
か

道
みち

遺

跡 神
じん

田
だ な

中
かみ

道
ち

B 遺跡 神
じん

田
だ な

中
かみ

道
ち

c 遺跡 神
じん

田
だ な

中
かみ

道
ち

D 遺跡 神
じん 田f: 

神 田 吠谷 戸 C 、 神 田 中 道、 神 田
神
しんめ明

い
B 遺跡 神

じん
田
だ

西
さい

林
りん

寺
し

遺跡

神
じん

田
だ

西
さい

林
り ん

寺
じ

B 遺跡 矢
ゃ

場
ば

神
しんめ

明
い

B 中道 B 、 神田 中道 C 、 神田 中道 D 、

2 遺跡 矢
や

場
ば

前
ま えは原

ら
B 遺跡 神

じん
田
だ

丸ま
る 神 田 神明 B 、 神 田 西 林寺、 神 田 古墳～平安住居196、 中近世溝166、 井戸1、 祭祀

平25. 3, . 15 
沢
さわ

B 遺跡 矢
や

場
ば

三
み

ッつ 僑はし
B 遺跡

西 林寺 B 、 矢場神 明 B 、 矢場前 遺構2

一へ平
いせ成

い
21 ~ 24

ね

年
ん

度
ど け

県
ん

営
え い

経
けい

営
えいた

体
い 原 B 、 神 田 丸沢 B 、 矢場三 ッ 橋

い
育（ せ

成
い

基
き ば

盤
んせ

整
い

備び 事じ 業ぎ
ょ う

に
と
伴も

な
う ふ藤

じ お
岡

か な
南

ん B 遺跡

部
ぶ

地
ち

区く 遺
い せ

跡き群ぐ
ん

埋
まい

蔵ぞうぶ文
ん

化
か

財ざ
い
発
はっ掘

く っち
調ょ

う

査
さ ほ報う告こ く 書しょ 一

E 23 a 三
さん

本
ぽ

木
ぎ お

大
お

谷
や

B 遺
い せ

跡
き

E 

23 b 三
さん

本
ぽ

木
ぎ な

中
かみ

道
ち ひ東

がし
B 遺

い
跡
せき

E 
三本木大谷 B 遺跡、 三本木 中 道 古墳～平安住居87、 堀立柱建物3、 竪穴状遺構2、3 23 C 三

さん
本
ぽ

木
ぎ な

中
かみ

道
ち ひ

東
がし c 遺

い せ
跡

き 一 平24 . 3 . 26 
三
さん

本
ぽ

木ざ 工
こ う ぎ

業
ょ う だ

団
ん

地
ち ぞ造

うせ
成

い
に

と
伴もなう 埋

まい
蔵ぞ

う 東 B 遺跡、 三本木中道東 c 遺跡 溝19、 上坑161、 ピ ッ ト 854

ぶ
文

ん
化
か

財ざ
いは発つ掘

く つち
調ょ

う
査

さ 1報9う告こ く 書しょ 一

県
・

市
町
村
等
報
告
書
＿

覧
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番号 報告書名 遺跡名 内 容 発行年月 日

E 23 d 三
さん

本
ぽ

木
ぎ な

中
かみ

道
ち ひ

東
がし

E 遺
い せ

跡色

E 23 e 竺条禾笛羞囁
し

F 遺蘇 三本木 中道東 E 遺跡、 三本木 中E 23 g 三
さん

本
ぽ

木
ぎ な

中
かみ

道
ちひ東

が し
II 遺

い せ
跡

き

E 24 a  三
さん

本
ぽ

木
ぎ お

大
お

谷
や

A 遺
い せ

跡
き

E 
道東 F 遺跡、 三本木 中道東 n 遺

古墳～平安住居95、 掘立柱建物7、 竪穴状遺構2、4 跡、 三 本木大谷 A 遺跡、 三 本木 平25 . 3 . 25 
24 b 三

さん
本
ぼ

木
ぎ

水
みな く

口
ち

A 遺
い せ

跡
e

E 24 溝53、 土坑203、 ピ ッ ト 848
d 三

さ ん
本
ぼ

木
ぎ な

中
かみ

道
ちひ東

がし D 遺
い せ

跡
き ー ニ竺： 水 口 A 遺跡、 三本木 中道東 D 遺

本
ぽ

木
ぎ

工
こ う ぎ

業よ
う だ団ん

地ち ぞ造うせ
成

い
に

と伴もなう 埋●い蔵ぞう 文ぷん 跡

化か 財ざい発はっ掘くっち
調
ょ う

査
さ

報ほうこ告く
書しよ一

F 44 鮎
あゆが

川
わ ふ

藤
じ

ノ
の

木
き

C 遺
い

跡
せき ー せ西い

5 
武ぶ 建"

ん
材ざ

いか株ぷ式し
き が

会
い

社
し ゃ砂じゃ

利
り

採
さ い

取
しゅ 事じ 業をよ う

に
鮎川藤ノ木 C 遺跡

古墳～平安住居18、 竪穴状遺構3、 掘立柱建物8、
平25 . 3 . 29 伴ともなう 埋ま

いぞ蔵
う ぶ文

ん化か ざ財
い
発
はつ掘くっち調ょう査さ

9
報9う 告こ く 書しょ

土坑20、 ピ ッ ト 551

F 43  富
ふ 士じ

井
い 土戸し

II C 遺
い せ跡

き ー 西にし
縄文包含層、 縄文住居1 、 古墳～平安住居1 4、 竪6 上

じよ う
武ぷ

か
幹んせ線んて鉄

っ
塔と

う
新
しんせ

設
つ

工
こ う

事
じ

に
と伴もなう 埋ま

い
富士井戸 II C 遺跡 平25 . 3 . 3 1  

蔵ぞうぶ文
ん化か 財ざ

いは発つ掘
く っち調ょ

う
査
さ

報
19う 告こ く

書
し ょ 一 穴状遺構3

前まえば橘し市
し

l 推すいて
定

い
上
こ う ず

野
けこ

国
く 府ふ ～へ平

い
成
せい

23
ね
年

ん
度ど ち調ょ う 査

さ

古墳～平安時代 の住居19、 古代の溝3、 古代の土
報告～

上野国府
坑l、 中世の溝5、 中近世の井戸3、 ビ ッ ト 群 平25 . 2 . 28 

2 
元
も と

総
そ う

社
じゃ蒼お う 海み 迫い せ

跡
き 群

ぐん
(40) (46) (49) 

同左
縄文住居5、 土坑2、 埋 甕2、 古 墳 ～ 平安住居64、

平25 . 3 . 30 
(50) 鍛冶遺構1、 土坑5、 中近世井戸4

縄文、 古墳～古代住居71、 鍛冶工房1 、 竪穴状遺構3、
3 元も と

総
そう

社
じゃお蒼う 海み 遺

い せ跡
き群

ぐん
（41) (42) (43) 同左 掘立柱建物1 、 土坑1、 溝2、 井戸1、 道路状遺構l 、 平25 . 3 . 22 

風倒木1
4 

あ
安

んづ通う ・ 洞99ら
No . 2 遺跡 同左 縄文時代後晩期の遺物包含層、 縄文時代住居l 平25 . 3 . 22 

5 元も と
総
そう

社
じ ゃ蒼おう 海み 遺

い
跡
せき

群
ぐん

（39) 同左 古墳～古代住居44、 溝9、 土坑26、 柱穴 平25 . 3 . 22 

6 元も と総
そう

社
じ ゃ蒼おう 海み 遺

い せ
跡

き
群
ぐん

(44) 同左
古墳～古代住居2、 溝8、 堀2、 土塙萎l 、 地下式坑l 、

平25 . 3 . 22 
井戸4、 土坑21 、 ピ ッ ト 104

7 元も と
総
そう

社
じ ゃお蒼う 海み 遺

い せ
跡

き
群
ぐん(45) 同左 堀3、 士坑5、 井戸6、 柱列跡2、 ピ ッ ト72 平25 . 3 . 22 

8 元も と
総
そう

社
じゃ蒼おう 海み 遺

い せ
跡

き
群
く・ん

(47) 同左 堀3、 土坑5、 井戸6、 柱列跡2、 ピ ッ ト72 平25 . 3 . 27 

， ろ六
つ
供

く
遺跡群No . 7 同左 古墳住居1 2、 土坑6、 柱穴15、 溝2 平25 . 2 .  28 

10  朝
あさ 倉く ら

工
こ う ぎ

業
ょ う だ団ん

地
ち

遺
い せ

跡
き
群
ぐん

No . 3 朝倉工業団地遺跡群 古墳水田 、 古墳溝、 溝 平24 . 1 1 . 9 
1 1  朝

あさ倉く ら工
こ う ぎ

業
ょ う だ団ん

地
ち

遺
い せ跡

き群ぐんNo . 4 朝倉工業団地遺跡群 平安水田、 溝7 平25 . 3 . 22 

み ど り 市し

阿左美遺跡元屋敷地区、 清水北

I 口、 岩宿 1I 、 北 山、 阿左 美遺跡 岩宿 （ 旧石器） 時代の遺物散布地、 縄文住居3、 土
み ど り 市

し な
内

い
遺
い せ跡

き
4 仲地区、 鹿清水、 阿左美遺跡元 坑30以上、 柱穴多数、 平安住居l 、 柱穴多数、 中 平24 . 3 . 26 

屋敷地区、 高松 A 、 岩宿遺跡周 世土坑、 柱穴多数
． 

辺部、 谷端、 宮久保遺跡

2 み ど り 市
し

遺
い せ

跡
き
地
ち 図ず ゴンズイ ・ ゴラ ン ダ遺跡他計267

み ど り 市内の埋蔵文化財包蔵地地図 平24 . 3 . 26 
遺跡

みなかみ市し

1 
名
な ぐ胡るみ桃じ城ょ

う 址し 平成 4 年度～ 18年度に実施 し た 史跡整備事業に伴
同左 う 調査で、 天正年間の山城構造を把握 した。

平25 . 2 . 25 

県
けんき

教ょ
う
委
い

1 群
ぐん

馬ま け県んな
内

い
公
こ う き共ょ

う か開
い

発
はつ

に
と伴もなう へ

平
いせ

成
い

23 
ね年

ん
度ど 県

けんな内
い
遺
い せ跡

きは発っ掘
くつち調ょ う査さ 報l9 う告こ く書しょ 引切塚、 青柳宿上遺跡 な ど 試掘 ・ 確認調査 平25 . 3 . 22 

い
岩

わ押おし 111 遺
い せ

跡
き ーだ第

い
4 次

じ ち
調
ょ う

査
さ ー （

み
都
やこ

） 

2 3 . 3 . 8
た
高

か 崎さ き 駅え ● ひ
東
がし

口
ぐち

線
せん

社
し や か

会
い

資
し

本
ほんせ

整
い

同左 古代水田 平25 . 3 .  25 
備
び

総
そう合

ご うら父2付ふ
金
さん

（
か
活

つり
力
よ く

基
き ば盤ん

）事
じ

業ぎょに
う

伴と もなう 埋•い蔵ぞ
うぶ文

ん化か 財ざいは発っ掘くっち調ょう査さ 報19う告こく書しょ
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4 平成24年度県 ・ 市町村等行事一覧
番号 遺跡名 ・ 行事名 場 所 実施年月 日 主催 ・ 共催 内 容 見学者数

あ
安

んな中か
市し

1 
西横野中部地区遺跡群（ニ

安 中 市松井田町二軒在家 縄文住居、 古墳住居、 配石墓、
軒在家原田 1I 遺跡）現地説

地内 平24 . 9 .  8 市教委 弧状列石、 土坑、 溝、 円墳等 120 

明会 の現地説明及び資料配布
伊い

勢
せ 崎さき

市し

天明 3 年の浅間山大噴火に よ
1 

パネル展一宮柴前遺跡一 市 消 掃 リ サ イ ク ル セ ン 平24 . 4 .  1 
市教委

り 埋没 し た 水 田、 畑、 水路、
タ ー 21 ～平25 . 3 . 3 1  人の足跡等の写真パネルを展

刀

埋蔵文化財展「発掘 ！ ！ 古 平24 . 8 .  3 
伊勢崎市、 太田市、 深谷市で

2 
代の役所」

スマー ク 伊勢崎
～平24. 8 .  5 

市教委 確認さ れた郡街に 関連する遺 1 , 572 

物 と写真パネルを展示

3 
埋蔵文化財パネル展「女堀 市役所東館 ］ F 市民 ホ ー 平24 . 10 . 31

市教委
国指定史跡女堀の発掘調査成

252 
の発掘は じめま した」 ル ～平24 . 1 1 . 7 果を写真パネルに して展示

平24 . 1 1 . 13 

4 
埋蔵文化財パネル展「女堀 市民サ ー ビ ス セ ン タ 一 宮 ～平24 . 1 1 . 25 

市教委
国指定史跡女堀の発掘調査成

321 
の発掘は じ め ま した」 子 平25 . 3 .  5 果を写真パネルに して展示

～平25 . 3 . 31 

5 史跡女堀現地説明会 発掘調査現場 平24 . 12 . 9 市教委
地元を対象 に し た 現地説明 ・

1 1 5  
資料配布

お
大

おい
泉
ずみ

町
ま ち

校外学習の開催に伴い、 町外

1 町所蔵資料 説明会 大泉町文化む ら （民俗資料
平24 . 5 . 25 町教委

小学生を対象 と し た埋蔵文化
75 

館等） 財展示室及び民俗棗料館等の
説明会を開催 した。
報告書の刊行を記念 し て、 同

「古海地 内10番古墳」 遺 大泉町文化む ら （展示ホー 平25 . 1 .22  
古 墳 出 土 遺物 等 の 展 示 会 を

2 
跡展 ル棟） ～平25 . I . 27 

町教委 「大泉町児童生徒作品展」 （学 2,4 15  

校教育課主催） と 同時 に 開催
した。

親 子 で 歴 史 と グ ル メ ッ 大泉町文化む ら （文化財展 大 泉 観 光 協 会 町 教
観光協会主催の企画開催に伴

3 平25 . 1 . 27 い、 参加者への町所蔵文化財 27 
ア ー 示室） 委

の説明会を行っ た。

太
おお

田
た

市し

1 
史跡上野国新田郡庁跡 と 新田

310 
埋蔵文化財現地説明会 発掘現場 平24 . 12 . 15 市教委 郡街の北限溝、 区画溝、 正倉

跡の説明会
地元小学校 6 年生児童を対象

2 埋蔵文化財現地説明会 発掘現場 平25 . 1 . 2 1  市教委 に し た 、 史跡上野国新田郡庁 86 
の説明会

3 太田市文化財講派会 太田市立藪塚文化ホール 平24 . 1 1 . 24 市教委
「縄文土器の話」国学院大学名

78 
誉教授 小林達雄

4 第 8 回金 山歴史講演会
史跡金山 城 ガイ ダ ン ス施

平24 . 5 . 13 市教委
「太田金山城の最新研究」江戸

68 
設 東京博物館学芸員 齋藤慎一

史跡金山 城 ガイ ダ ン ス 施
「金 山 の歴史的に 見た 自 然 と

5 第9回金 山歴史講演会 平24 . 10 . 6 市教委 今後の管理の在 り 方」 東京農 33 
設 工大学名誉教授 亀山 章

6 第10回金山歴史講演会
史跡金山 城 ガイ ダ ン ス 施

平25 . 2 . 17 市教委
「金 山城八王子山 ノ 砦 に つ い

80 
設 て」太田市職員 宮田 毅

太田市の古墳を知ろ う
史跡金 山城 ガイ ダ ン ス 施 平24 . 7 . 14

市教委 企画展示 3 , 669 7 
設 ～平24. 8 . 26 

8 江田館跡展
史跡金 山城 ガイ ダ ン ス 施 平24 . 5 . 12 

市教委 企画展示 2 , 859 
設 ～平24. 7 .  1 

， 
せいぞろ い オ ク マ ン 山 古

藪塚本町歴史民俗資料館
平24. 4 . 28 

市教委
オ ク マ ン山古墳か ら 出士 し た

614 
墳の埴輪 ～平24 . 6 . 10 形象埴輪を一蛍に展示

県
・

市
町
村
等
行
事
一

覧
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県
・

市
町
村
等
行
事
一

覧

番号 遺跡名 ・ 行事名 場 所 実施年月 日 主催 ・ 共催 内 容 見学者数
渋
しぶ川かわ市し

1 
平25 . 8 .  4 市教委

オー ブン粘土でつ く る 古代の
夏休み了 ど も文化財教室 渋川市赤城歴史資料館 ア ク セ サ リ ーづ く り

16 

2 古代米づ く り 体験教室
半田早尾神社西端の水田 平25 . 7 .  7 

市教委
古代米の田植え 、

稲刈 り 、 収
延320

古巻公民館 ～平25 . 12 . I 穫祭

3 宇津野 ・ 有瀬遺跡講演会 渋川市北橘公民館 平25 . 2 . 23 市教委
榛名山の唄火で埋没 し た古墳

43 
時代の遺跡群

4 じ ょ う も ん講禎会 渋川市北橘公民館 平25 . 3 .  2 市教委 焼町土器と 火烙土器 38 

高
たか崎さ き市し

7 
北寝保窪 c 号墳発掘調査 調査現場 平24 . 7 . 15 市教委 世紀頃の円墳の調査

73 

現地説明会

2 
多胡碑周 辺重要遺跡現地

調査現場 平25 . 3 . 17 市教委 多胡郡街推定地の調査 134 
説明会
玉たま村むらま町ち

巡回展inた ま む ら 「江戸に
町教委（玉村町歴史

途中下車 上福島 中 町遺 玉村町歴史資料館
平24 . 5 . 31 資料館） （公財） 群

上福島中町遺跡について 742 1 
～平24 . 7 . 22 馬 県埋蔵 文 化財 調

跡の発掘成果」
査事業団

巡回展inた ま む ら 「江戸 に
町教委（玉村町歴史

2 途 中下車 上福島 中 町遺 玉村町文化セ ン タ ー 平24 . 6 . 30 上福島中町遺跡について講演 60 
跡の発掘成果」記念講演会

資料館）

平24 . 7 . 26 
町教委（玉村町歴史 (7 . 26)作品制作

3 埴輪作 り 教室 玉村町文化セ ン タ ー 平24 . 8 . 17 
資料館） (8 . 17 ~ 8 . 19) 作品展示

20 
～平24 . 8 . 19 

4 ア ンギン編み教室 玉村町文化セ ン タ ー
平24 . 8 .  2 町教委（玉村町歴史

ア ンギン編み教室を開催 21 
平24 . 8 .  3 棗料館）

5 歴史資料館ナイ ト ツ アー 玉村町歴史資料館 平24 . 8 .  8 
町教委（玉村町歴史 暗闇のな か歴史資料館 と 文化

15 
白料館） 財整理室を見学

小学生を対象に、 玉村カ レー

町教委（玉村町歴史
をベースに し て 、 ご飯は南小

6 軍配山 カ レーを作ろ う 玉村町文化セ ン ター 平24 . 1 1 . 23 の古代米を使用 し た カ レー作 8 
賓料館）

り 教室を 開催。 軍配山古墳に
見立てて飾 り 付けを し た 。

玉村南 中学校職場体験学 玉村町文化財整理室 ・ 県 平24 . 6 . 19
町教委

発掘調査体験 ・ 勾玉作 り 体験 ・
4 7 

習 埋文事業団発掘現場 ～平24 . 6 .21  遺跡整理作業

8 玉村中学校職場体験学習
玉村町文化財整理室 ・ 県 平24 . 1 1 . 20

町教委
発掘調査体験 ・ 勾玉作 り 体験 ・

2 
埋文事業団発掘現場 ～平24 . 1 1 . 22 遺跡整理作業

， 
歴史講座「下之宮高侭遺跡

玉村町文化セ ンタ ー 平25 . 1 . 26 町教委
東毛広域幹線道路に伴 う 発掘

51 
の中世館」 最新成果について講演
出 前 講座「 玉村 町 の 災 害

玉村消防署
平24 . 4 . 12 町 教 委 玉村 消 防 玉村町で起 こ っ た災害につい

10 
史」 平24 . 4 .  19 署 て講座

12 

出 前 講座「 玉村 の 古 墳 時
玉村小学校 平24 . 5 .  18  町教委

小学 6 年生を対象に、 玉村の
96 1 1  

代」 古墳時代について講座

12 
出 前 講 座 「 下 村 の 戦 国 時

玉村小学校 平24 . 8 . 30 町教委
小学 6 年生を対象に 、 玉村の

96 
代」 戦国時代について講座

富
とみお

岡
か市し

上高 田社 宮子原遺跡 ・ 中
妙義町上高 田 ・ 中 里 上

調査成果の現地解説、 パ ン フ
1 高 田社宮子原遺跡 ・ 中 里 平25 . 9 .  8 市教委 162 

里下原遺跡現地説明会
下原遺跡地内

レ ッ ト の配布 と 出土品の展示

平25 . 2 .  8 
平成24年度の市内の発掘調査

2 富岡市内 出土品展 市立美術博物館
～平25 . 2 . 17 

市教委 及び整理作業の速報展、 遺跡 1 , 277 

説明会 ・ 体験コ ー ナーの併設

3 
史跡富 岡 製糸場発掘調査

富岡製糸場 平25 . 3 . 1 1  市教委
調査成果の現地解説、 バ ン フ

100 
現地説明会 レ ッ ト の配布 と 出土品の展示

長なが野
の は原ら町まち

1 
縄文時代中期後半の住居 平成20年度に調査 し た林中原

跡 内 遺物廃棄 ー 最近の整 若人の館 平24 . 1 1 . 3 町教委 ] 遺跡（町営住宅）の住居内一 652 

理調査か ら 一 括廃棄土器を展示。

80 

l 



番号 遺跡名 ・ 行事名 場 所 実施年月 日 主催 ・ 共催 内 容 見学者数
平 成24年度 町営林土地

改良事業 に 伴 う 埋蔵文化
若人の館 平24 . 1 1 . 3 

町 教 委 （ 株 ） 歴 史 町文化祭で出士遺物 と 写真パ
652 2 

財調査 上原 II 遺跡 上 の杜 ネルを展示。
原1I1遺跡

町営林土地改良事業で発掘調

平24 . 1 1 . 7 町 教 委 （ 株） 歴 史
査を実施 し た上原N遺跡の縄

3 上原N遺跡現地説明会 林字上原
平24 . 1 1 . 8 の杜

文～平安集落の遺構検出状況 30 

お よ び遺物出土状況を現地で

説明。
ぬ沼

ま
田
た 市し

1 広瀬 ・ 月 夜野遺跡 ・ 文化
中央公民館 3 階講議室

平24 . 1 1 . 2 沼 田 市 文 化協 会 発掘調査で出土 した主な遺物
200 

財展（沼田市文化祭） ～平24 . 1 1 . 4 沼田市 を展示
東ひがしあ吾がつ

妻ま町まち

主 催 ： 東 吾 妻 町 ・

平24 . 9 . 15
東吾 妻 町 教 育 委 員

麻 ・ 藍染め ・ 近江上布の伝統1 
三町合同企画展「麻藍布」 群馬県東吾妻町 会 共 催 ： 藍 住 町 約 1 , 000

～平24. 9 . 17 
教 育 委 員 会 ・ 愛 荘

工芸技術の展示 ・ 体験

町

藤ふじお岡か市し

県 指 定 史跡「 平 井 地 区1号 古
春季企画展「平井地区 1 号

平24 . 4 . 28 
墳 」 出 土 の 国指定重要文化財

1 
古墳 と 皇子塚古墳出土品 藤岡歴史館 市教委 「平井地区 1 号古墳出土品」を 1 , 215 

展」
～平24 . 6 . 10 

写真やパネル と と も に展示公

嬰

夏季企画展「藤 岡6世紀の
東京大学総合研究博物館所蔵

の諏訪神社古墳出土の衝角付
武具一 100年振 り に故郷に

藤岡歴史館
平24 . 7 .2 1  

市教委 冑を中心 と して市内の古墳か 1 , 212  2 
帰 る 諏訪神社古墳出土品 ～平24 . 9 .  9 

ら 出土 し た武具 ・ 祭祀具を展ー」

江戸時代に古典をモチー フ と

秋季企画展「ユーモア上州 平24 . 10 . 27
して創作さ れた和歌や狂歌な

3 
藤岡江戸の古典」

藤岡歴史館
～平24 . 12 . 9 

市教委 ど の文物について、 藤岡 に縁 829 

の あ る 狂歌師の作品を交 え て
展示

「「商山 社」 と 藤 岡 の 「群馬 平25 . 1 .  26 
藤岡市域 に 存在 す る 「 ぐ ん ま

4 藤岡歴史館 市教委 絹遺産」 に つ い て、 養蚕 に 係 622 
絹遺産」」 ～平25 . 2 . 17 

る道具類 と解説パネルを展示

冬 期 企 画 展
平成23 • 24年度に刊行さ れた

平25 . 3 .  2 埋蔵文化財発掘調査報告書で
「MAIZOUBUNKAZAI ー藤岡考 藤岡歴史館

～平25 . 4 . 1 4  
市教委 報告さ れた遺物の 内、 代表的

1 , 249 

古速報展」
な遺物を展示

「古墳時代の武具 一群馬県
県埋文事業団の杉山秀宏氏に

6 藤岡歴史館 平24 . 8 . 26 市教委 よ る 、 群馬県内の古墳出士の 27 
を中心 と して」講演会

武具の概要についての講演会

「藤 岡 6 世紀の武具」展示
企画展ホの解説 と 展不を見な

7 藤岡歴史館 平24 . 9 .  9 市教委 が ら のギャ ラ リ ー ト ー ク を実 5 
解説講座

施
群馬大学教授の藤本宗利氏に

「百人一首 と 平安人の雅 一 よ る 、 百人一首に 入れ ら れ た

8 ド ラ マ を 内 在 さ せ る 和 歌 藤岡歴史館 平24 . 10 . 28 市教委 和歌を取 り 上げての和歌の人 17 
ー」 的 ・ 社会的背景に ついての講

演会

前まえば
橋し市し

大室古墳群公開 イ ベ ン ト 古墳め ぐ り ス タ ン プラ リ ー、
1 

2 0 I 2 「＊たんけん＊大 大室公園、 大室古墳群 平24 . 6 . 10 市 ・ 市教委 勾玉づ く り 、 火 お こ し、 古墳 2 , 434 

室古墳王国 ！ 」 案内、 郷士食体験等

県
・

市
町
村
等
行
事
一

覧

8 1  

--. 
9Jヽ

5
 



県
・

市
町
村
等
行
事
一

覧

番号 遺跡名 ・ 行事名 場 所 実施年月 日 主催 ・ 共催 内 容 見学者数

2 
「大室 古墳 （つ か） の 語

大室公園、 大室古墳群 平24 . 5 . 12 
市教委

市民ボラ ンテ ィ ア解説員に よ
551 

り 部」 に よ る古墳案内 他26回 る 大室古墳群案内

前二子古墳石室復元市民 平24 . 7 . 20 
大 室 公 園 で の オ リ エ ン テ ー

3 
プロ ジェ ク ト

前橋市総合福祉会館他
～平25 . 1 . 12 

市 ・ 市教委 シ ョ ン、 前二子古墳出土の埴 279 
輪の複製品の製作
東 国 千 年 の 都 ー 『 バ ワ ー ス

前橋 ・ 高崎連携事業文化 平25 . 1 .  9 前 橋 市 ・ 高 崎 市 ・
ポ ッ ト ヘ よ う こ そ ！ 一古墳時

4 
財展（前橋会場）

前橋プラザ元気21
～平25. 1 . 15 両市教委

代の祈 り のか た ち ー』 ・ 『発見 2 , 614 

さ れた タ カ ラ モ ノ 一新発見 ！
前橋 ・ 高崎の発掘調査速報ー』

前二子古墳石室復冗市民 「前二子古墳で見つ か っ た 杖
5 プロ ジ ェ ク ト 冠製作完 前橋市総合福祉会館 平25 . 2 . 24 市 ・ 市教委 形埴輪の謎」 講師 ： 和 田 一 74 

成記念考古学講演会 之輔氏
「杖形埴輪の謎 を 探 る ～前二

6 
前二子古墳石室復元市民 前橋市総合教育プラザ

平25 . 3 .  6 
市教委

子 古 墳 出 土 の杖形埴 輪 か ら
プロ ジェ ク ト ～平25 . 3 . 30 ～」 市 民 プ ロ ジ ェ ク ト で製

89 

作 した復元品を展示

7 
冗総社蒼海遺跡群発掘調

元総社町 平24 . 9 .  I 市教委
元総社蒼海遺跡群(40) (41) の

91 
査現地説明会 遺跡の説明、 遺物の展示

み ど り 市

I 春期展示『み ど り 市の歴史
岩宿博物館

平24 . 4 . 28 市教育委員会 旧石器か ら 近代 に かけての市
と 文化財』 ～平24. 7 .  16 内の文化財を展示。

5 , 980 

東 日 本（東北地方南部か ら 中
部地方） の細石刃文化期石器

第54回 企画展『人 が 動 く 、
平23 . 10 . 6 

群を展示 し 、 地域の分野か ら
2 時代 も 動 < - 東 日 本の細 岩宿博物館

～平24 . 1 1 . 25
市教育委員会 人び と の動 き を浮き彫 り に し 4 , 512 

石刃文化を追 う 一』 た。 県 内出土資料 と し て 、 枡
形遺跡 ・ 烏取福蔵寺遺跡等の
出土品を展示 し た。

岩宿 フ ォ ー ラ ム2012 『北 平24 . 1 1 . 3 岩 宿 フ ォ ー ラ ム 実 北関東細石刃文化 に つ い て 、

3 
関東の細石刃文化』

み ど り 市笠懸公民館
～平24 . 1 1 . 4 

行 委 員 会 ・ 市 教 育 周辺地域 と の比較等を行いそ 198 
委員会 の特色を 明 ら かに した。

材木生産や炭焼き に焦点を絞

第55回企画展『山の恵みー 平25 . 2 .  2 
り 、 み ど り 市の林業史を外観。

4 
み ど り 市の林業史ー 』

岩宿侍物館
～平25 . 3 .  IO 

市教育委員会 旧石器時代の石斧や弥生～平 1 , 560 

安時代の県 内 出土鉄斧、 平安
時代の鋸な ど も展示。

県けんき教
ょ う

委い

主 催 ： 群 馬 県、 群

馬 県 教 育 委 員 会、
． 

群馬 歴 史 文 化 遺産
王の儀式 ・ 祭 り 太鼓な どのイ発 掘 ・ 活 用 • 発 信

古代東国文化サ ミ ッ ト （毛 上毛野はの に わ の里公 園、
平24 . 10 . 20 実 行 委 員 会、 か み

ベ ン ト 、 古代米の餅 ・ すい と
約8 , 000I 

の国古墳サ ミ ッ ト ） かみ かみつけの里博物館 んな ど の配布、 飲食 ・ 地元農
つけの里古墳祭 り

つ け の 里古 墳 祭 り
産物な どの販売な ど

実行委員会 共催 ：
高 崎 市、 高 崎 市 教
育委員会

82 

し
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